




















































































ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか１５
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「ベル、お前……！」

「ベル様、そのお姿は……！」

　その『光景』に、ヴェルフとリリが悲嘆に暮れる。

「ベル様っ、嗚呼ああ、そんな……！」

「やはりベル殿の左腕は、もう……！」

　春姫ハルヒメと命ミコトもまた、その『姿』に堪たまらず目を反らした。

　仲間の前に無言で立っている少年、ベルは、重々しく口を開く。




「なんか、こうなっちゃった……」




　ベルは、腕を固定されていた。

　正確には、金属装甲で包まれた左腕を三角巾で吊つっていた。

　紛まがうことなき『固定包帯ギプス』であった。

　晴れ渡る青空の下、少年の空々しい笑い声が響く。

「経過観察にしては、やたらと長いってリリスケと話してたんだが……やっぱり【戦場の聖女デア・セイント】はお冠かんむりだったか？」

「うん、すごく……。アミッドさんってこんな怒れたんだってくらい、ものすごく……」

　場所は北西のメインストリート、別名『冒険者通り』。

　幅広の大通りに建つ純白の石材の建物──【ディアンケヒト・ファミリア】の治療院から出てきたばかりのベルを、【ヘスティア・ファミリア】、【ミアハ・ファミリア】、更に【タケミカヅチ・ファミリア】の面々が迎えている。

「高性能の治療魔道具サポーターで保護していたと聞いていたが……」

「そうだったんですけど……やっぱり、色々動いちゃったのがダメだったみたいで……」

　何とも言えない顔をする桜花オウカに、ベルは空いている右手で後頭部をさすった。

　派閥連合の『遠征』──強化種モス・ヒュージの遭遇と調教師ジュラ・ハルマーの悪事、そして『深層』での決死行──から既に二週間。

　破壊者ジャガーノートとの戦いで左腕に深手を負ったベルは、治療の処置として治療魔道具サポーターを装着していたものの、なんやかんやと運動する羽目になってしまい、本日の経過観察でアミッドにしこたま叱られたというわけである。

『精緻な人形のような美少女』、『常に冷静沈着な才媛』とまで言われている【戦場の聖女デア・セイント】の大叱咤しったはそれはもう凄すさまじいもので、ベルの白髪を煤すすけさせるほどであった。

「それで腕を下手に動かせないよう、こんな固定包帯ギプスを装着した、と……」

　リリの嘆息が虚むなしく響く。

　ちなみに固定包帯ギプスとはいうが、使われている素材は焼石膏やきせっこうと包帯ではなく加工超硬金属ディル・アダマンタイト。体に負担の少ない軽量の精製金属インゴットとはいえ、『絶対に動かしてはなりません』という治療師ヒーラーの意志が感じられる。

　診察に当たったアミッドの怒りが如実に表れていた。

「今度言うこと聞かなかったら、治療院の寝具ベッドに縛って拘束するって……」

　数分前の光景を思い出したのか、体をぶるっと震わせるベル。

　見限ると言わない辺りアミッドという治療師ヒーラーの優しさと矜持きょうじが滲にじみ出ていたが、今のベルには竜ドラゴンの炎の息吹フアイア・ブレスに勝るとも劣らない恐怖でしかない。

　美しい女性、とりわけ普段は大人しい者の怒りほど恐ろしいものはないのだと、ベルはまた一つ賢くなってしまった。

「やっぱり【ディアンケヒト・ファミリア】はヤブ……ベル、今からでも遅くない。うちに任せて。超特別な薬と超高価な食事療法できっちり治してあげる……」

「いや、その薬と食事がすごく高そうなので、遠慮させてもらいます……」

　一見眠たげな目でぽむぽむと肩を叩たたいてくるのは犬人シアンスロープのナァーザだ。

【ミアハ・ファミリア】と【ディアンケヒト・ファミリア】は商売敵の関係で、更にナァーザ達は【ヘスティア・ファミリア】と懇意の仲だが、今回の顧客ベルの治療はアミッドに譲っていた。いや、託したと言った方が正しいだろう。

　隻腕せきわんの身と成り果てた自分に『義手』を与えた時と同じように、【戦場の聖女デア・セイント】ならばベルの腕を治せると信じて。

　主神ミアハはともかくナァーザ自身はその事実を絶対に認めないだろうが。

　こうして難癖なんくせをつけているのも、おふざけの範囲だろう。

「残念……。うちに通えば、ずっと話したそうにしてるカサンドラの欲求不満も、解消できると思ったのに……」

「ふえっ!?」

　にやりとナァーザが怪しく笑った時だった。

　側にいたカサンドラが素すっ頓狂とんきょうな声を上げたのは。

　その顔を果実のように真まっ赤かにさせる。

「カサンドラさんが欲求不満……？　相談相手になれ、ってことですか？」


「ちっ、違うんですっ！　私から会いに行こうか悩んでただけでっ、でもベルさんは怪我けがをしてるからっ、行っても迷惑かもしれないって思ってしまって！　えっと、だからっ、えーとっ…………と、とにかく何でもないんです!!　ねっ？　ねっ？　そうだよね、ダフネちゃん!?」



「私に振らないでよ……」

　戸惑うベルに、カサンドラは途端に落ち着きをなくした。

　真隣に立つダフネからうんざりとした視線を頂戴しながら、盛大な挙動不審に陥おちいってしまう。

「あ、でも……『遠征』が終わったら沢山お話しよう、って約束しましたもんね？　じゃあ今度、僕がお店に行きますよ」


「あ、覚えてて……う～～～～～っ！　ダフネちゃ～～～～～～～～んっ!!」



「だからなんで私に引っ付くのよ!?」

　笑いかけるベルに感極まったように頰ほおを紅潮させ、やっぱり取り乱す。

　ずいずいと自分の背中に隠れようとする親友の少女に、ダフネはとうとう声を荒げた。

　事態に理解が追いつかないベルが微妙に困惑していると、ふとヴェルフが尋ねてくる。

「そういえばベル、あの酒場のエルフはどうした？　ここに来てないのか？」

「リューさんのこと？　ミアさんのお店が忙しいから、来れないんだと思うけど……」

　そこでベルは、歯切れ悪く言葉を足した。

「それ以外にも、何ていうか、僕と顔を合わせてくれなくて……避けられているような……」

　今、【ディアンケヒト・ファミリア】の治療院前に集まっているのは、『派閥連盟』に参加した各派閥の者達だ。一蓮托生いちれんたくしょうの『遠征』を乗り越えた仲間として、最も深手を負ったベルの治療経過を見届けにきたのである。

　この場にいないのは『主神様に呼び出された』と愚痴を吐いていたアイシャを除けば、リューのみ。

　潔癖な種族エルフであるということを顧みて、知らず気に障るようなことをしたのではないかとベルが不安そうに思考を巡らせる中、リリだけは何か感付いている表情をしていた。

　していたが、何も言わなかった。決して言う筈はずがなかった。「カサンドラ様に続いてリュー様まで……？　いやいやそんな、ありえません、ありえてはいけません……」と、隣でブツブツ呟つぶやきを重ねる。

　その様子に、春姫ハルヒメが小首を傾かしげた。

「あの、それで……ベルさん？　腕がこんな状態だと、ダンジョン探索は……」

　未いまだ頰から熱が引かないカサンドラが、げんなりするダフネの肩からおずおずと顔の上半分だけを出し、尋ねてくる。

　それにベルは笑顔で頷うなずいた。

「はい。『遠征』も終わった後なので……しばらく、ゆっくりしようと思います」

　頭上を見上げれば、抜けるような青空が広がっている。

　過酷を乗り越えてきた冒険者達に束つかの間まの休息を与えるように、空は雲一つなく、晴れ渡っていた。

「羽を休めるのも冒険者の仕事だって、神様に言われましたから」

















　ベル・クラネル

　Ｌｖ．４

　力：Ｉ０→Ｃ676　耐久：Ｉ０→Ｂ701　器用：Ｉ０→Ｂ724　敏捷：Ｉ０→Ｂ718　魔力：Ｉ０→Ｃ655

　幸運：Ｇ→Ｆ　耐異常：Ｈ→Ｇ　逃走：Ｉ

《魔法》

【ファイアボルト】

　・速攻魔法。

《スキル》

【憧憬一途リアリス・フレーゼ】

　・早熟する。

　・懸想おもいが続く限り効果持続。

　・懸想の丈により効果向上。

【英雄願望アルゴノゥト】

　・能動的行動アクティブアクションに対するチャージ実行権。

【闘牛本能オックス・スレイヤー】

　・猛牛系との戦闘時における、全能力の超高補正。




「ベルくん、きみはいったい、なにをしたんだい？」

【ステイタス】更新を終えたヘスティアの第一声は、それだった。

　少年の背中を見つめ、すごく真顔になっている。

　ただし問いかける声はカタコトだった。まるで抑揚がない。

　固定包帯ギプスをはめているため椅子いすに座った姿勢で更新作業を受けていたベルは、居心地が悪そうに身じろぎをした。

【ヘスティア・ファミリア】本拠ホーム『竈火かまどの館』。

　その一階の空き部屋。

『遠征』から生還した後もなかなか時間が取れず、後回しにしていた【ステイタス】更新をヘスティア達は行っている。正確には、行っていた。

　服を脱がなくてはならないため部屋に二人でいる中、ヘスティアは作業していた両手を膝の上に置いた。

　何だかいっそ、ふぅー、と額を拭ぬぐってイイ笑みを浮かべたかった。

　ただの現実逃避であるが。

　──アビリティ熟練度トータル３４００オーバー。

　間違いなく少年の自己ベストである。というか、これも世界記録レコードか？

　いや他神の眷族けんぞくもやろうと思えば──更新を一切いっさいせず【経験値エクセリア】を貯めに貯めて【ステイタス】を解放すれば──できなくはないので探せばいるかもしれないが……もはや比べるのは不毛だ。一回の『冒険』でこんなに熟練度が上がりましたー、と誇ろうが自慢にもならない。

　それはつまり、頭に『ド』のつく『修羅場』を眷族が何度も切り抜けたことを意味し、下手をすればここにはいなかったかもしれないという事実と表裏なのだから。

「えーと……」

　更新用紙を受け取るベルもベルで、すこぶる気まずそう顔をした。

　その凄すさまじい数値の伸びを喜ぶこともできず、片手の指を折り、言った。

「……八回くらい、死にかけました」

　うんまぁ知ってる。

『強化種モス・ヒュージ』とかいうモンスターだけでもヤバそうな話だったのに、深層種ラムトンやら破壊者ジャガーノートやら理解不能ワケワカメな相手と戦って、挙句の果てに『深層』まで攫さらわれて死線をさまよいまくったという『遠征』の顚末てんまつは確かに聞いた。話を聞いた直後、自分ヘスティアは眩暈めまいを覚えて卒倒しそうになったのだし。というか実際倒たおれた。

　その話が今、あらためて能力ステイタスという数値によって裏付けされてしまい、ヘスティアは思わず頭を手で押さえる。

「……ベル君。サポーター君達の更新、また日をあらためてって伝えてくれないかい？　申し訳ないんだけど、なんかもう、すごく疲れた……」

「あ、はい……ご、ごめんなさい……」

　とてもとても疲れた声で中止を求めると、ベルは非常に申し訳なさそうな顔をした。

　きっと『ギルド』のアドバイザー君もこの話を聞いたらテーブルに突っ伏すんだろうなー、何だかすごく親近感わくなー、今度ベル君への異性度検査チェックも兼ねて二人で飲みに行こうかなー、とヘスティアは遠い目をしながら思考を脱線させる。

　ぶっちゃけ、なんか【ランクアップ】できそうな気もしたが黙っておいた。

　だってあくまでも気だし？

　ヘスティアの勘違いかもしれないし？

　Ｌｖ．４になったばかりで、更に神会デナトゥスの発表から大して間も経たっていないこの時機タイミングで【ランクアップ】したなどと抜かせば、神々が涎よだれを垂らしながら尿を漏もらして驚天動地、瞳ひとみをぐるぐるにして狂喜乱舞するなんてちっとも思ってないし？　本当ですし？　本当に本当だからァ！

　ヘスティアは心の中で湧き起こる己おのれの声と謎なぞの格闘を繰り広げながら、それはもう長い長い溜息ためいきを吐ついた。

「……本当に成長したねぇ、ベル君」

　そして。

　自信をもって、誰よりも感慨深く、言った。

「出会った時から、本当にさ」

　瞬きをする少年に──己の初めての『眷族』に向かって、笑いながら。
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「じゃあ、行ってきますね」

　神様との【ステイタス】更新を終えて、僕は本拠ホームを出た。

　今日は気ままに、当てもなく散歩するつもりだった。

　休息という一面は勿論もちろんあるけれど、一番は『深層』をさまよい続けた反動から。

　恋い焦こがれていた地上の光をいっぱい浴びたいって、体が言っているような気がした。

　固定されている左腕のことを考えれば、歩き過ぎるのもいけないのかもしれないけど、まぁ休み休みなら大丈夫かなって。

　せっかくの機会だし、ゆっくりと街を回るつもりだった。

「こんな風にベルと二人で街を出歩くのも、久しぶりだな」

「そうだね。最近はヴェルフと二人っきりで何かするって、なかった気がする」

　お供と言うのもあれだけど、固定包帯ギプスをはめている僕の付き添いを買って出てきてくれたのは、ヴェルフだった。

　僕や命ミコトさんの武器の整備が終わったばかりだというのに付き合ってくれた。本当はリリも来たそうにしていたけど……期限タイムリミットが迫っていた『遠征』の報告をするために、『ギルド』へ行っている。

『異常事態イレギュラー』づくしで『下層』どころか『深層』まで行ってしまった僕達だけど、リリは断固として管理機関ギルドに事実を告げるべきではないと主張したのだ。

　曰いわく、


「『深層』まで行ったと知られれば万が一に過ぎずとも【ファミリア】の等級ランクが上がってしまう可能性があります。そうなるとどうなるか、そうですねギルドへの税金が上がりますね許されませんね。しかも『じゃあ次の目標は38階層だー』とかギルドが抜かしてきたらどうするんですか？　今後の遠征強制任務ミッションで一番容易な『到達階層を増やす』という達成条件も困難になってしまいますヴェルフ様じゃないですけど『ふざけろッッッッ!!』と吐き捨てますよリリは。アイシャ様やリュー様達がいなければ『深層』どころか『下層』だってまだ危ないんですからムリムリムリ絶対にムリです。厄介やっかいな冒険者依頼クエストや強制任務ミッションを押し付けられる可能性も無きにしもあらずですし到達階層を大幅更新したなんて伏せるのがいいに決まっているんです間違いなく疑いようもなく真理のごとく。…………それに、強行軍続きだった今回の『遠征』は完全な赤字なんですから」



　らしい。

　息継ぎなしでまくし立てられた参謀ブレーンの言葉に、神様も含めて意見する人は誰もいなかった。

　ちなみに『完全な赤字』の件をリリは瞳を37階層より深い闇やみで覆ってのたまっていた。僕と春姫ハルヒメさんは怯おびえ、ヴェルフと命ミコトさんは口を閉じるしかなかった……。

　正直、ウラノス様やフェルズさんは事情を知っているんだから、そんな神経質にならなくてもいいような気がするんだけど……。

　とにかく、リリは『遠征』失敗の罰則ペナルティを管理機関ギルドから頂戴しようと、【ヘスティア・ファミリア】をまだ大した実績のない中堅派閥のままにしておきたいということだった。

　実際、『強化種モス・ヒュージ』との遭遇からは目標の『ドロップアイテム』を集める暇もなかったし、今回の強制任務ミッションは失敗扱いとなる。少なくない上納金が詰まった袋を抱え、「ぐぬぬっ」とギルド本部へ出発したリリの背中が今も印象に残っている。ちなみに、後学のためにと春姫ハルヒメさんも強引ごういんに連れていかれた。

　本拠ホームの留守番は命ミコトさんと、様子を見に来てくれた桜花オウカさん達【タケミカヅチ・ファミリア】が引き受けてくれている。神様はこれからバイトだ。

「なぁ、ベル。お前、本拠ホームに帰ってから、夜にいきなり寝台ベッドから飛び起きることがあっただろ？」

「……わかってた？」

「ああ、俺おれとお前の部屋は隣だしな。やっぱり、『深層』に長くいたせいか？」

「うん……あそこだと五分以上休めなかったし、いつモンスターに襲われるかわからなかったから。地上に戻ってきても、体が敏感になってるんだと思う……」

　ヴェルフと肩を並べ、話をしながら街を歩く。

　いきなり『深層』に放り込まれて心傷トラウマになってないか心配なのか、ヴェルフは気遣いの目で僕のことを見てきた。

「難儀だな。それじゃあ、まともに眠れてないだろう？」

「だ、大丈夫だよっ、心配しないで！　それに春姫ハルヒメさんも様子に気付いてくれてたみたいで、僕が飛び起きちゃったら部屋に来てくれたんだ！」

「──ん？」

「獣人っていうのもそうだけど、その、遊郭の『お仕事』的にお客さんの寝返りとか、相手が起きてるかどうか気にするよう教わってたらしくて……！」

「──んん？」

「僕が眠れるまで手を繫つないでくれたり、一緒に英雄譚たんの本を読んでくれて……！　お姉さんがいてくれたらこんな感じなのかなぁって、嬉うれしくなって……じゃなくて！　と、とにかく大丈夫だから心配しないで！」


「…………お前、それ絶対にヘスティア様とリリスケに言うなよ」



　心配をかけまいと、顔を赤らめながら春姫ハルヒメさんとの『夜の出来事』を必死に白状すると、ヴェルフは何とも言えない表情を浮かべた。あれ、ナンダこの顔？

　──いろいろ戦いっ放しだったし、張り詰めていた神経ものをゆっくり解ほぐしていけたらいい。

　僕はそう思っていた。

　これは勝手な想像に過ぎないけど、第一級冒険者のアイズさん達を筆頭に、『遠征』へ行って帰ってきた人達も『地上の何でもない時間』に身を委ゆだねるんじゃないだろうか。僕のように散歩したり、空をぼうっと見上げたり、雑踏に揺られたり。

　自分を取り戻すための『儀式』といえばいいのか……何というかダンジョンに長く居続けると、地上の空気にうろたえたり、ゆっくりな時間の流れに戸惑ったり、とにかく『ズレ』を感じるように思う。

　寝台ベッドで寝ていても物音一つに過敏に反応し飛び起きる、なんて最たる例だろう。

　ある意味、これも職業病ならぬ『ダンジョン病』というやつなのかもしれない。

『平和』な時間に慣れて、心と体を弛緩させないと、休まるものも休まらない。

　だからやっぱり、こういった時間も冒険者には必要なのだ。

「あれは【リトル・ルーキー】……いや【白兎の脚ラビット・フット】？」

「【不冷イグニス】もいるぞ」

「よぉ坊主！　今日はダンジョンじゃねえのか！」

「いい果物が入ったの。良かったら持っていって？」

「白い髪のお兄ちゃん！　その腕どうしたの？」

「ダンジョンでお怪我けが？」

「いたそー！」

　ヴェルフと一緒に街を歩いていると、色々なところで注目を集める。

　遠巻きに眺めてくる同業者のヒューマン達もいれば、青果店の店先で声をかけてくれるドワーフのおじさんや獣人のおばさん、無邪気に接してくるハーフの子供達もいる。

　Ｌｖ．４……第二級冒険者になった証なのか。親しみやすい幼女神ヘスティア様の眷族ファミリアということも多分にあるんだろうけど、普段から挨拶あいさつするご近所さん以外にも、知らない人達から「頑張れよ！」なんて応援の言葉をもらう。

　すれ違った男神様達からは「あの時オレの【ファミリア】に入れていればなぁ～」「ベルきゅんハァハァ」「くぅ、過去よ戻れっ！」なんて、どんな顔を浮かべていいかわからないことも言われてしまった。

「ちょっとした有名人……いや、一端いっぱしの人気者だな。どうだ、気分は？」

「そ、それは嬉しいけど……やっぱり、戸惑っちゃうよ……」

　からかってくるヴェルフの言葉に照れながら、素直な思いを口にする。

　ウィーネの時……『異端児ゼノス』達の事件の後、一度は失意と悪意を向けられていたこともあった。

　こうして街の人達から笑みを向けてもらえるのも、色々なものを乗り越えて、という感覚が強い。

　そうだ。

　本当に、ここに来るまで色々なことがあったんだ。

「あ……」

　そんな風に、らしくもない感慨に耽ふけっていた時。

　前の方から、誰かの驚きの声が聞こえてきた。

　目を向けると、僕も立ち止まってしまう。

　啞然あぜんと立っていたのは、少しくたびれた服を着た中年ヒューマンの男性だった。

　年齢は僕より二回りは上。黒い前髪は目もとに少しかかっている程度。

　見つめ合って固まる僕達に、ヴェルフは怪訝けげんそうな表情を浮かべていた。突然のことに頭が真っ白になっている僕は説明もできない。

　街角で出くわす格好となった男の人は、酷ひどくばつが悪そうな顔を浮かべると、踵きびすを返して足早に立ち去ろうとした。

「あ、あのっ！」

　そんな背中を。

　僕は咄嗟とっさに呼び止めていた。

「黒パン、ありがとうございました！」

　大きく声を張って、勢いよく頭を下げる。

　すぐに相手の驚く気配が伝わってきた。

　顔を上げると、ヒューマンの男性は目を見開いて、こちらをまじまじと見返しているところだった。

　姿勢をもとに戻した僕と、視線を交わすことしばらく。

　ふっ、と力が抜けたように微笑ほほえんでくれる。

「お前……本当に上級冒険者になっちまったんだな。何も変わらねえまま」

「……」

「俺も見る目がねえ」

　鼻の下を指でこする男性は、何かを思い出すように目を細める。

「その、なんだ……俺なんかに言われなくとも、余計なお世話なんだろうが……」

　そして頭をかき、視線を地面にさまよわせて、言いにくそうにしながら……それでも言ってくれた。

「……頑張れよ、坊主」

「──はい！」

　間髪入れず返事をしていた僕は、破顔していた。

　嬉しかった。

　自分でもよくわからないくらい、ここに来るまで沢山の人に応援の言葉をもらったのに、視線の先にいるあの人に応援してもらったのが──堪たまらなく、嬉しかったのだ。

　僕の笑みに、男性はやっぱり照れくさそうにしながら、今度こそ僕の前から立ち去った。

「ベル、今の男、知ってるのか？」

　黙って成り行きを見守ってくれていたヴェルフが口を開く。

　見覚えのない人物に首を傾かしげている【ファミリア】の仲間に、僕は答えた。

「うん……ずっと前に、お世話になった人なんだ」

　そうだ。

　リリやヴェルフ、それこそ神様とだって出会う前。

　このオラリオに来たばかりで右も左もわからなかった、あの頃ころ。

　僕は期待と不安の狭間で揺れていた。

　あの時の僕は、今のこんな僕を想像できただろうか？

　幾つもの『出会い』を迎え、多くの『冒険』を乗り越え、家族ファミリアに囲まれる今の自分自身を。

　……きっと、できないだろう。

　沢山の人がそうであるように、昔の自分が自身の未来を見通すことはできない。

　見通せないからこそ、今を、過去になる時間を一生懸命に進むんだ。

　頭上を見上げる。

　広がっているのは綺麗きれいな青空だ。

　このオラリオの空だって、変わらないようで、変わってる。

　何も知らなかったあの時、春の空は今より暖かかった。

　今はもう秋が迫り、涼やかな風が髪をくすぐっていく。

　空に意識が導かれていく。

　僕は、『始まりの日』の追憶に思いを委ねた。

















『迷宮都市オラリオには何でもある』

　幼い僕に、あの人はそう言った。

『見目麗うるわしい可愛かわいい女子おなご達は勿論もちろん、お前の大好きなエルフ、ボンキュッボンな女神……運命の出会いも存在する。行きたきゃ行け』

　英雄譚たんを片手に、憧あこがれを抱いてやまなかったあの頃ころ。

『上手うまく立ち回れば、富も名声も手に入れることができるだろう。だが、足を踏み入れた者は否応いやおうなく時代のうねりに巻き込まれていく。あそこはそういう場所だ』

　小さな僕を見下ろしながら、笑うでも怒るわけでもなく、ただ淡々と。

『だからこそ……英雄にもなれる。覚悟があれば、行け』

　祖父は、確かにそう言った。

『他人に意志を委ゆだねるな。精霊だろうが神々であろうが同じだ。ましてや儂わしは何も言わん』

　あの人の言葉を覚えている。

『誰の指図でもない。自分で決めろ』

　あの人の眼差まなざしを覚えている。

『これは、お前の物語みちだ』

　あの人の浮かべた笑みを、決して忘れない。




　もういなくなってしまったあの人の沢山の言葉を、大切な思い出を。

　僕はこれからもきっと、ふとした拍子に思い出していくのだろう。





[image: ]






「おい、坊主。見えてきたぞ」

　ガタゴタ、と。

　車輪の音と衝撃に体を揺すられながら、夢から目を覚まし、瞼まぶたを開ける。

　膝を抱え眠ってしまっていた僕は、御者のおじさんの声に飛び起き、沢山の麦が積まれている荷馬車から慌あわてて顔を出した。

「……！」

　整備された街道を走る馬車の上、小高い丘から見える一つの光景。

　大きな壁に囲まれる巨大な都市に、蒼穹そうきゅうに向かって伸びる白亜の巨塔。

　視線の先の壮大な景色に、僕は馬鹿ばかみたいに口を開けて、見惚みほれてしまった。

「すごい……！」

「はっはっは、オラリオを初めて目にするやつらはみんなそう言うぜ」

　感動に打ち震える僕を、御者のおじさん、ヒューマンの行商さんはおかしそうに笑った。

　ここまでの道中、空を見上げれば常に目にすることができたとはいえ、はっきりと見える巨塔の姿は圧巻の一言だった。生まれ育った村を出て初めて目にする光景に──その巨大な都市の全貌に、言葉をどこかに置き忘れてしまう。

　迷宮都市オラリオ。

　富と名声、運命の出会いだって存在する『世界の中心』。

　数多くの英雄譚に登場する冒険の舞台に、僕は鳥肌が立つくらい、心を震わせた。

「ありがとうございます、おじさん！　僕、ここで大丈夫です！」

　たった一人の家族である祖父を失い一年が経たとうとする中、一大決心をして故郷の村を飛び出したのが、つい先日。

　ここまで運んでくれた気のいい行商さんにお礼を言い、荷馬車から飛び降りる。

　僕は少ない荷物を抱え直しながら、巨大都市へと続く街道を走り始めた。

「おい、坊主！　まだ着くまでかかるぞ！」

「大丈夫です、走っていきます！」

　振り向いて手を振りながら、笑みを投げる。

　こみ上げる興奮に押されるように、僕は迷宮都市に向かって、丘を駆け下りていった。




　巨大な石壁に辿たどり着いたのは、随分と経った後だった。

　汗をかいてへろへろになりながら、それでも足を止めずここまで走ってきた僕は、遠くから見ても巨大だった石壁を前にして何度目とも知れない驚嘆を覚える。

　仰げば首が痛くなるほど背の高い巨壁の迫力は凄すさまじい。世界に一つしかない迷宮の防波堤として、『古代』から悠然と佇立ちょりつし続ける障壁はどこか冷然としていて、物々しかった。

　立ちつくしていた僕は我を取り戻し、いよいよ都市に入ろうとする。

　門の前にずら～っと並ぶ商人の馬車と旅人達の長蛇の列に加わり、時を待った。

「次の者！」

　剣と防具を纏まとう人を列の中に見つけては目を奪われ落ち着かなくなる中、とうとう順番が回ってくる。ガチゴチに緊張する僕はぎこちない動きで、二名の門衛の前に歩み出た。

「通行許可証はあるか？」

「えっ……な、なにか必要なんですかっ？」

　黒い制服を来た獣人の男性──きっと噂うわさの都市管理機関ギルドの職員だ──に書類の提示を告げられ焦あせりに焦っていると、すぐに笑いかけられた。

「見たところ旅人ではないようだし……君も冒険者になるために来たんだろう？」

「は、はい！」

「なら大丈夫だ。君のような冒険者志望の人間は、何百人、何千人とこの都市にやって来る」

　取り締まっていては切りがない、と言いながらギルド職員は僕に背を向けるよう指示した。

　素直に従うと、腰にかけていた照明ランプのような道具を背中に押し当ててくる。

「な、何をしているんですか？」

「『神の恩恵ファルナ』の有無を確認している。他国や他都市所属の密偵を防止する、検問だ」

　この魔道具アイテムは『神血イコル』に反応する、と説明されるけど田舎いなか育ちの僕にはちんぷんかんぷんだった。挙動不審になっていると、もう一人の門衛、帯剣した男の人が腕を組みながら声をかけてくれる。

「また可愛い面つらをしたやつが来たもんだな」

　一目でわかった──冒険者だ。

　着崩した服の肩部分には紋章、いや象の顔を象った神様の派閥ファミリアのエンブレムがある。

　褐色の肌に無精ぶしょう髭ひげを生やした冒険者は、何ていうんだろう、僕なんかでもわかる存在感みたいなものが確かにあった。

　冒険者……僕もなろうとしている同じ職業の人間、いや大先輩に、緊張にも似た感情を覚えてしまう。

「どうしてオラリオに来た？　食い扶持ぶちを稼ぎに来たなんてつまらない理由じゃないだろう。金か、名声か……それとも女か？」

「え、えーっと……!?　ダ、ダンジョンに出会いを求めにっ……」

「──くっはははははははははははははは!!　何だそりゃ、そんなこと言うヤツと初めて会ったぞ！　面白おもしろいガキだな、お前！」

　憧れでもある冒険者に気安く話しかけられ、動転した僕は、つい本音を口にしてしまった。

　相手のヒューマンは目を丸くした後、盛大な笑い声を上げて周囲の注目を集めた。迂闊うかつな発言をして墓穴を掘った僕は、顔を真まっ赤かにしてしまう。

「ハシャーナ、勤務中だ」とギルド職員が注意すると「そう言うなって。お前等ギルドは真面目まじめ過ぎる」と冒険者は笑ったまま肩をすくめる。

　どうやら、ギルド職員と冒険者が都市の門衛を務めているらしい。

　視界の脇、門の側にある詰所つめしょに黒の制服と武具を纏う二種類の職種の人達を見つけ、僕は何となしに理解した。

　やがて検問は終わったのか、問題なし、とギルド職員が魔道具アイテムをしまう。

「冒険者登録をする際にはまずギルド本部へ行ってくれ。冒険者の説明もそこで受けられる」

「あ、ありがとうございます！」

「ただし、登録の条件は『神の恩恵ファルナ』を授さずかった者……神の【ファミリア】に入団していることが最低条件だ」

　この手の説明は慣れっこなのか、ギルド職員は冒険者になるための手順を教えてくれた。

【ファミリア】。

　超越存在デウスデアである神様が結成する組織。

　僕達、下界の者は神様達と契約することで『恩恵』を手に入れ、眷族けんぞくとなることができる。

　そして眷族ファミリアとは……苦楽をともにする家族。

　祖父との記憶とうろ覚えの知識を思い出す僕は、知らず胸を高鳴らせていた。

「何か知りたいことはあるか？　今なら何でも答えてやるぞ？」

　さっきの僕の発言が余程気きに入ったのか、ヒューマンの冒険者が機嫌良く笑いかけてくる。

　僕は少し迷った後、目線の高い相手の顔を見上げて尋ねてみた。

「冒険者にとって一番大切なことって、何ですか？」

　引き締まった中肉中背の体格を持つ冒険者は、迷うことなく答えた。

「いい神と巡り会えるか、だな」

　両腕を組みながら、確信した笑みとともに頷うなずく。

「こればっかりはギルドも面倒を見てくれない。いい神を見つけ出すのは冒険者の、いやそいつの腕の見せどころだ……後はそうだな、『運うん』だ」

「運うん……」

「ああ。冒険者に最も必要な力でもある」

　最後に「頑張れよ、新人」と言って僕の肩を叩たたいてくる。

　相手の笑みに思わず嬉うれしくなった僕は「はい！」と笑い返し、開放されている門扉に進んだ。

　興奮と緊張、そして期待を胸に門をくぐり抜けると──一気に視界が開ける。


「うわぁ……！」



　眼前に広がったのは、壁の外からでは想像できないほどの美しい街並みだった。

　現在地である門前広場から真まっ直すぐ伸びる大きな目抜き通りに、整然とした石畳の上を行き交う馬車、立ち並ぶお店の数々。視界奥の荘厳な白塔を中心に栄えるオラリオの街並みは、田舎の農村ではお目にかかれない華やかさと賑にぎやかさがあった。

　一目でお上りとわかる姿を晒さらしながら、頰ほおを興奮で彩いろどる僕は歩み出す。

　横に振る顔の動きも、感嘆の声も止められない。

　道行みちゆく人は沢山の亜人デミ・ヒューマン──そして剣や鎧よろいを纏った冒険者たち！

　帯剣した麗しいエルフに見惚れては、大斧おおおのを背負うドワーフの戦士に目を輝かせてしまう。とんがり帽子と杖つえを携える小人族パルゥムの魔法使いは幼い容姿もあってとても可愛らしかった。

　育った村にはヒューマンと、後は僅わずかに獣人がいるだけだったので、この多種族の雑踏だけでも感動を覚えてしまう。人の波が発する喧騒けんそうが妙に心地良い。

　思い浮かぶのは、異国情緒、なんて言葉だ。

　初めて目まの当あたりにする迷宮都市。

　見るもの聞くもの全てが全て新鮮で、これほど心が浮き立つ瞬間があることを僕は初めて知った。

「……？　何だろう」

　そして、通った都市門──北に位置する門から当てもなく目抜き通りを南下していくと、すごい人集ひとだかりに遭遇する。

　僕は人垣に近寄って、尋ねてみた。

「あのっ！　何なんですか、この人集り？」

「【ロキ・ファミリア】だよ、【ロキ・ファミリア】!!　『遠征』から帰ってきたんだ！」

【ロキ・ファミリア】……『遠征』……？

　よくわかっていない僕の顔を見て、答えてくれた青年ヒューマンが怪訝けげんな表情を作る。

「お前、オラリオに来たばっかりなのか？　【ロキ・ファミリア】を知らないなんて、どこの田舎者だよ」

　青年は呆あきれながら説明してくれた。

【ロキ・ファミリア】はこのオラリオで一、二を争う冒険者集団。『第一級冒険者』と呼ばれる都市有数、いや世界でも屈指の眷族を有する超実力派パーティなのだと。

　そして、今はダンジョン──このオラリオの下に広がる壮大な地下迷宮──の深部の探検から帰還してきたところであるらしい。

　都市の最大派閥トップ・ファミリア。

　それを聞いて、僕も慌てて人垣の向こうを見ようとする。

　形成されている人集りは、目抜き通りを進む冒険者達から距離を置き、道を開け、まるで恐れるように近寄ろうとはしない。僕は何とか隙間すきまから顔を出して、件の冒険者パーティを視界に入れる。ちらほら確認できたのは、鎧を傷だらけにしたヒューマンや亜人デミ・ヒューマン達だった。

　ドワーフの大戦士に、エルフの魔道士。いや、ひょっとしてあれは王族ハイエルフ？　大荷物を抱え、見たことのない武器や杖、大きな盾たてが日差しを浴びて燦然さんぜんと輝いている。まるで、そう、戦場から凱旋がいせんする英雄達みたいだ。

　歴戦の冒険者と呼ばれる風格が彼等ら彼女等らにはあった。

　オラリオに辿り着いた僕は早くも、英雄譚の一幕のような光景に遭遇してしまったのだ。

　ざわめく観衆と一緒に、ここでも馬鹿みたいに見とれてしまう。

「おい見ろよ！」

「金髪金眼の……！」

「【剣姫けんき】だ!!」

　やがて遠巻きに見る人々だけでなく、他ほかの冒険者達までもが、にわかに声の調子を高めた。

（【剣姫】……？）

　興奮する彼等を他所よそに、僕がその姿を見ることができたのは、一瞬だった。

　金の長髪に、銀の防具。鞘さやに収まった一振りの剣。

　僅かな間のみで顔を碌ろくに確認できないまま、正面を通り過ぎていった冒険者……僕と身長が同じくらいの少女は、その砂金のごとき輝きを帯びる髪を揺らし遠ざかっていく。

　あんな華奢きゃしゃな女の子も、例の第一級冒険者なのだろうか？

　大型の鉄箱カーゴを運送する一団が目抜き通りから折れて横道に姿を消していく中、歴戦の冒険者達の中にあってきらめく鮮烈な金の髪を目で追い続けた。

「【剣姫けんき】……剣けんの姫ひめ、かな」

　人込みが散り散りになる頃、唇で呟つぶやきを転がしながら、その場から移動を始めた。

　都市の光景にいつまでも目を輝かせているわけにはいかない。

　街に入ったらまず宿を取る。旅の基本だ。まぁ村の人の受け売りだけど。

　自分でも見て回りつつ、勇気を出して道行く人に尋ねてみたりして、安い宿屋を探して回る。祖父のいなくなった家に残ったお金、今懐ふところにあるのが全財産だから、間違っても無駄遣いはできない。都市中心地の凄まじく広大な広場と白亜の巨塔……ダンジョンの入り口の前で足を止めたりしながら、僕は宿が密集しているという都市東部を訪れた。

「ごめんくださーい……」

　目抜き通りでは赤あか煉瓦れんがの豪奢ごうしゃなホテルなんかが目立つ中、僕が入ったのはちょっと寂さびれた街路に集まる木造の宿の一つだった。日陰でぽつんとたたずみながら『ＩＮＮ』の看板を掲げる二階建てのお店は、ちょっと失礼だったけど、安そうだったから。

　軋きしむ音を鳴らしながら扉を開けると、長台カウンターで情報紙を退屈そうに読んでいる中年ヒューマンの店主が、僕に目を向ける。

「客か？」

「あ、はい。しばらく宿を借りたいんですけど……」

「一晩八〇〇ヴァリス。飯はでねえ」

　──八〇〇ヴァリス!?

　高い！　思っていた価格より全然違う!!

　買い出しに出かける村の人の話だと二、三〇〇ヴァリスくらいが精々だと思ってたけど、これが都会、いや迷宮都市オラリオの相場なのだろうか？　……『世界の中心』だもんなぁ。

　どうしよう。

　いきなり所持金が減っちゃうけど、他の宿もそう変わらないだろうし……。

「三日なら二〇〇〇ヴァリス。嫌なら出てって──」

「あ、それでお願いします！」

「──は？」

　三日分の宿代を払えばまけてくれるという店主さんの厚意に、僕は飛び付いた。

　無愛想ぶあいそうに構えていた相手は情報紙から顔を上げる。まじまじと見つめられながら「ありがとうございます！」とお礼を伝えると、「お、おう……毎度」と店主さんはどこか調子がおかしくなったように体を揺すり、情報紙に視線を戻した。

　長台カウンターの上に出された鍵かぎを受け取り、二階の部屋に駆け込む。

　鍵付きの宿！　これが都会！　僕とお祖父ちゃんの家にはそんなのないのに！

　部屋は寝具ベッドくらいしか調度品はないけど、十分だ。料金をまけてもらった上に三日分の拠点を確保することができ、俄然がぜん気分が上向きになる。

　休憩もせず再び街に出ようと、お金以外の荷物を部屋に残し、階段を駆け下りる。

「すいません、いってきます！」

　長台カウンターに声を飛ばして宿屋から出かける。

　無愛想な店主のおじさんから返事はなかったけれど、気にせず石畳で舗装される街路をぐんぐんと速度を上げて走っていった。

　名実ともに念願の冒険者になるにはギルド本部で手続きが必要で、そのためには【ファミリア】に所属しなくちゃいけない、っていうのはわかってるんだけど……僕はその前にやりたいことがあった。

　このオラリオに来たら、必ず行こうと決めていた場所があるのだ。

　通りの人に話を聞いてみると、その場所は現在地から近い都市南東部にあることがわかった。迷宮街ダイダロスなんていう貧民街スラムがあるから気を付けろー、なんて注意も受けた僕は、無事ぶじ迷わず目的地に到着することができた。

　無数の墓がひしめく、墓地だ。

「……」

『第一墓地』、または『冒険者墓地』とも呼ばれるオラリオの共同墓地。

　ダンジョンで散っていった者達が埋葬される、冒険者達の眠る場所。

　裏通りから長い階段を下りて辿り着く広い空間には誰もいなかった。白い石材で造られた無数の墓標に喉のどを鳴らしつつ、墓地の奥へ向かう。

　やがて見えてくるのは、漆黒の巨大な記念碑モニュメント。

　他の墓標とは作りが異なる……『古代』の英雄達の墓。

「これが……」

　五Ｍメドルはある漆黒の記念碑モニュメントを目の前にして、僕は瞳ひとみを見開いた。

　幼き日の愛読書バイブルだった『迷宮神聖譚ダンジョン・オラトリア』。

　このオラリオの地で紡つむがれた史実、英雄達の軌跡。

　己おのれの身を賭とし、地下世界からのモンスターの侵攻を食い止め、多くの命を救った偉大な英傑達──胸を震わすほど憧れた彼等の墓の前に、僕は今、立っているのだ。

「……っ」

　物語の中で知った英雄達の名が漆黒の墓標に刻まれている。全ての名前に目を通した僕は興奮で体を熱くしながら、何故なぜか、涙を流しそうになってしまった。

　記念碑モニュメントの前には沢山の花が置かれていた。英雄達は今も人々から敬意と誇りを表されているのだ。気の利きいたものを何も持ってきていない自分の至らなさに項垂うなだれつつ、姿勢を正し、目を閉じる。

　これから、僕もこのオラリオで冒険者になる。

　英雄になんてなれっこないだろうけど……ほんのちょっぴりでも、憧れの彼等に近付けるように。

　澄みきった蒼穹に見守られながら、僕は願いと一緒に黙禱もくとうを捧げた。





[image: ]






　オラリオに入った翌日。

　僕は早速、自分を迎えてくれる【ファミリア】探しを始めた。

　派閥の主神様から授かる『神の恩恵ファルナ』──【ステイタス】。

　これを刻まれた者でなければ迷宮都市では冒険者を名乗れない。

　気合いとやる気を漲みなぎらせ、派閥のエンブレムが飾られた本拠ホームを訪ねていった。

　……訪ねていった、のだけれど。

「また断られた……」

　既に昼過ぎ。

　通算十連敗を喫した僕は、賑やかな通りに面する半円形の広場に腰を下ろす。

　石の段差に座った僕は、がっくりと頭こうべを垂れてしまった。

　やっぱり、そう都合のいい話はないらしい。僕のやる気と相反するように【ファミリア】の人達の反応は冷ややかなものだった。

　僕の姿を見て、門前払いが殆ほとんど。

　一目で田舎出身とわかる身なりに加え、前職と言えるものは農民。挙句に武器なんかも持たず手ぶら。【ファミリア】にお世話になる気き満々の世間知らずな田舎者なんて、そりゃ断られる。第一印象は間違いなく底辺だろう。無論、派閥側から勧誘なんて来る筈はずがない。

　これが荒仕事に関わっていた人だったり、鍛冶師なんかの職人だったら、また待遇は違っただろうけど……。

「種族、っていうのも関係あるんだなぁ……」

　十連敗目の【ファミリア】入団交渉失敗の際、とぼとぼと歩く僕とすれ違って本拠ホームに訪れたエルフの男性は、諸手を上げられて歓迎されていた。

　背後を振り返り、顔を引きつらせてしまった僕は、種族の壁というものを見せつけられた気分だった。

　ヒューマンと小人族パルゥムは、他種族と比べて見劣りするという話をどこかで聞いたことがある。

　容姿端麗であり『魔法』に秀でたエルフ、力に優れ下位のモンスターとなら『恩恵』なしでも渡り合えるドワーフは言うに及ばず、闘争心の塊であるアマゾネス、鋭い五感を持つ獣人は、優遇される傾向にあるのかもしれない。

　どこまで言っても平凡なヒューマンは、肩身が狭いのだろうか。

　いや、多分、田舎臭さ丸出しの僕に問題があるんだろうけど……。

「……んっ！」

　何度目とも知れない溜息ためいきをついた僕は、ぱんっと頰を叩いて顔を上げる。

　落ち込んでいてもしょうがない！　そんな暇があったら僕なんかでも迎えてくれる【ファミリア】を探すべきだ。

　ちょっと調べてみたけど、大手の【ファミリア】ともなると一切いっさいの入団者を受け付けていないと聞く。やっぱり当たってみるのはちょっと発展途上で、少しでも人手を欲している冒険者の派閥だ。

　空腹を満たすため、露店で『ジャガ丸くん』なるものを購入する。

　節約を心がけたい僕にとってはありがたい三〇ヴァリスというお手頃な値段。

　お芋の料理なのでお腹なかにも溜たまる。

　何だかこれからも長い付き合いになりそうだと予感しつつ、僕はめげるものかと、賑わうオラリオの街を走り始めた。
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　そして──二日後。

「きょ、今日も全滅……」

　都市を包囲する障壁、巨大市壁の西方より差し込む夕暮れの光に焼かれながら、僕はふらふらと宿屋への帰路についていた。

　オラリオは驚くほど広くて、連日移動して回った体は既にくたくただった。

　そして訪ねて回る【ファミリア】には、一向に受け入れてもらえない。

　街角に張り出された張り紙を見て、人員募集中の派閥に駆け込んでみたけど、他の入団希望者と比較され……落とされてしまった。

「……」

　笑い声が聞こえてくる。

　神様とその団員達が肩を並べ、仲が良さそうに笑い合う声が。

　地面に一人きりで伸びる影が足を縫い止める。僕は、うつむくことしかできなかった。

　情けない顔を茜あかね色に染めながら、お世話になっている宿屋にのろのろと辿り着く。

　今日でもう三日が経つので、宿泊の続行をお願いすると、

「……更新料も合わせて、三日で二五〇〇ヴァリス」

「えっ……」

「最初は三日だけだっただろう。他の客に貸し出す予定だった部屋が一つ減る。手間賃だ」

　値段を告げられ驚く僕に、店主のおじさんは無愛想に言った。

　それも、そうか……。宿を営んでいるおじさんの言い分は正しいのだろう。僕は鞄かばんから袋を取り出し、ほぼ全ての有り金を長台カウンターに置いた。

　ズルッ、とおじさんが長台カウンターから肘を滑り落とすのを他所に、僕は二階部屋へと戻った。

　夕食を我慢して、寝具ベッドにもぐることにする。

「今日も、駄目だった……」

　薄い毛布を体にかけながら、木の天井てんじょうを見上げる。

　お金はもう残されていない。

　あと三日のうちに【ファミリア】に入団できないと、野宿だ。

【ファミリア】の本拠ホームを訪ねると、対応してくるのは全て冒険者達だった。団員の人に取り合ってもらえないのなら、最終手段で神様本人に直談判という手もある。ここ数日、街まちを出歩く男神様や女神様も普通に見かけているし……けれど声をかけようにも、畏おそれ多い、とどうしても尻しり込んでしまう。それに大抵たいてい護衛の人がいるので下手に近付こうとすると睨にらまれてしまう。もう何度も経験した。

　一度だけ、入団を受け入れてくれそうな男神様がいたけれど、『オレの男の娘こになるのが条件サ！』とちょっとよくわからないことを言われて、逃げてしまった。

　何だか怖くて……あの一件もあって神様に近寄りづらくなっているのもあるのかもしれない。

「……いい神様と巡り会うことが、できるか」

　考え事をしているうちに、すっかり窓の外が暗くなる。

　僕は都市に入る前に聞いた冒険者の言葉を思い出した。

　あの人は腕の見せどころだと言った。

『運』だとも言った。

　僕は、僕を迎えてくれる【ファミリア】に……神様に、出会うことができるのだろうか。

「……」

　オラリオに来て希望とか期待とか、わくわくとする色々な思いを抱いていた筈なのに。

　今は、こんなにも手足が寒い。

　こんなにも胸が冷たい。

　不安、心細さ、孤独感。

　村では感じることのなかった、祖父といる間は無縁だった、『寂しさ』を覚えてしまう。

　ともすればそれは、あの人がいなくなった『喪失感』とも酷似していって。

　巨大な石壁に取り囲まれる鳥籠とりかごのようなこの都市を、初めて冷たく感じた。

　すっかり夜が更けて、魔石灯の光が頼りなく揺れる。

　天井を見上げる視界が、うっすらとぼやけていた。

　……大丈夫。

　明日は、明日こそは……。
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　けれど。

「帰んな。お荷物を抱える余裕はうちにはないんだ」

　僕の気休めの言葉なんてあざ笑うかのように。

「冒険者ぁ？　荷物持ちサポーターの用意をして出直してこい！」

　冷たい眼差しを向けられては締め出され。

「金を持ってきたら考えてやるぞ！　ハハハハハッ！」

　迎え入れてくれる派閥を見つけられないまま。

　あっという間に、三日は経ってしまった。




「……今日まで、お世話になりました」

　宿泊の期限を過ぎた朝、僕は長台カウンターにいるおじさんに挨拶あいさつをした。

　もう払えるお金はない。

　当然の成り行きだ。

　とても惨みじめで、顔を上げられなかった。

　言葉少なに、僕は宿屋の出入り口をくぐった。

「……ああっ、くそっ」

　そして、扉を閉めようとした瞬間。

　長台カウンターで情報紙を読むだけだったおじさんが、バリバリと勢いよく自分の髪をかきむしった。

　どこか怒ったように立ち上がったかと思うと、長台カウンターの下にしまってあった何かを取り出し、驚く僕の前までやって来て、それを突き出す。

「持ってけ」

「えっ……」

　差し出されたのは、袋詰めにされた黒パンだった。

　うろたえる僕が受け取れないでいると、おじさんは強引ごういんに押し付けてくる。

「坊主……お前はもう少し、人を疑うことを覚えろ」

　生きていけないぞ、と。

　黒い髪を揺らしながら、無愛想なおじさんはそう言った。

　そこから思いを断ち切るように背中を向け、宿の扉を閉めた。

　手の中にある袋を黙って見下ろしていた僕は、瞼の裏が熱くなるのを感じた。理由は、よくわからなかった。

　袋をぎゅっと握りながら、扉の前で深くお辞儀をする。

「……行かなきゃ」

　六日間お世話になった宿屋に背を向けて、歩き出す。

　今日もオラリオの空は青く晴れ渡っている。季節は春。陽気は暖かく、穏やかだ。僕は無意識のうちに建物の陰に沿って移動していた。

　街路の片隅に腰かけて黒パンを全部食べた後、まだ断られていない【ファミリア】を探しては訪ねて回る。

　途中、物々しい装備や華やかな衣装に身を包んだ冒険者達と何度もすれ違った。

　彼等が向かうのは都市中央、白亜の巨塔の下に眠る壮大な地下迷宮。モンスターが跋扈ばっこする魔窟で、今日もお伽噺とぎばなしのような冒険譚が彼等の手で紡がれるのだろう。

　冒険者達の物語を神様達は見守り、都市の人々は彼等の土産話を待ちわびる。いつもと変わらない今日という始まりを沢山の人達が喜び、誰かと誰かが笑い合う。

　そんな楽しげな声に包まれながら、僕は一人さまように都市を歩いていく。

　そして、本日十六度目の【ファミリア】の門前払いを受け……とうとう街路の隅にへたり込んでしまった。

「……」

　人目もはばからず、力つきたように建物の壁に寄りかかりながら、目の前を流れていく人の流れをぼんやり眺める。

　ここに僕の居場所はあるのだろうか？

　ここに、僕を見てくれる人はいるのだろうか？

　座っている場所ごと自分が世界から切り離されたかのような感覚。いくつもの足音と街の喧騒が遠い。誰も彼も僕の存在を忘れたかのように通りを往来していく。

　まるで迷子だ。広い都市をあてもなく独りでさまよっている。

　ここに来る前に抱いていた気持ちも見失いかけている。

　不安と寂しさに、潰つぶれそうになっている。

「……ぼくは」

　出会いを求めに、このオラリオにやって来た。

　身分不相応な英雄への憧れも捨てきれず、この迷宮都市へやって来た。

　残された祖父との思い出を、絆きずなを途切れさせないために。

　でも、本当は。

　僕が、本当に欲しがっているものは──。

「……」

　前髪で目もとを隠しながら、深くうつむいていた僕は、よろよろと立ち上がった。

　もうどこへ行けばいいのかもわからないまま、賑やかな通りから逃げるように、暗闇くらやみに包まれる裏通りへ向かおうとする。

　たった独りで、誰にも気付かれることもないまま。




「おーい、そこの君ぃ。路地裏は危ないから、行かない方がいいぜ？」




　だから。

　それが最初、誰に向けられた言葉か、僕はわからなかった。


「えっ……？」



　僕はきっと、必ず、絶対に。

　この時の光景を、この時の出来事を、忘れないだろう。

「あ、ありがとう……えっと、君は？　こんなところに一人で、迷子なのかな？」

「……迷子みたいな目をしているのは君の方だろう？」

　あの人の姿を、あの人の声を。

「あー、んんー……実は、ボクも今【ファミリア】の勧誘をやっていてね。ちょうど冒険者の構成員が欲しいなぁーなんて奇遇にも思っていてだねえ、その、うん、えーと……」

　あの人が差し伸べてくれた手を。

「入ります！　入らせてくださいっ！」

「……い、いいのかい？　本当に、ボクの【ファミリア】なんかで？」

「いいです、全然大丈夫です！　むしろ僕みたいなやつが入っても大丈夫ですか!?」

　僕が手を握り返すと、本当に嬉しそうに笑った、あの人の顔を。

「ボクの名前はヘスティアさ！　君の名前は何て言うんだい？」

　僕の名前を聞いてくれた、神様の温もりを。

「ベル……ベル・クラネルです」

　泣き出しそうになったあの時の喜びと一緒に、決して忘れない。




　僕は神様と出会った。

　多くの出会いが訪れるこの街で、多くの冒険譚が紡がれるこの迷宮都市で、多くの英雄が生まれるこの場所で。

　一柱ひとりの女神様と出会うことができた。

『これは、お前の物語みちだ』

　僕の物語はこの日、きっと始まった。

　僕達の【ファミリア】は──この日、始まりを迎えたのだ。

















　夏から秋へ季節が移り変わろうとしているせいか、気が早くなっている太陽は市壁の奥へ既に隠れていた。星が輝く蒼然そうぜんとした闇やみが空を覆う。

　夜である。

　今日も今日とて賑にぎわいがオラリオを満たしていた。本日の魔石製品製造しごとを終えた労働者、貴重な資源を獲得しようと宴の開催に余念がない商人、そんな彼等に歓待される有力【ファミリア】の神々。あるいは鍛冶師や薬師ハーバリスト、吟遊詩人バードや娼婦しょうふ。ダンジョンにまつわる多種多様の職種の人間が醸かもし出すそれは、ある種節操せっそうのない熱気だ。『世界の中心』と謳うたわれる迷宮都市ならではの空気でもある。

　ダンジョンから帰った冒険者達もまた一杯飲もうと、こぞって酒場を目指す。

　都合八本存在する都市のメインストリートは、どこも人々でごった返していた。

　そんな中、街に繰り出さない者達もいる。

　節約と倹約。あるいは清貧。もしくは極貧。

　理由は数あれど、雑多な喧騒けんそうから離れ、家ホームで団欒だんらんの時を過ごす家族ファミリアである。

「へぇ、それじゃあウィーネ君に会ったのかい？」

「はい！　あのような時と場所でございましたが、手を取って喜び合いました！」

　ヘスティアの前で嬉うれしそうに語るのは、エプロンドレスを身に着けた春姫ハルヒメだ。

『竈火かまどの館』の広い居室リビング。

　夕飯を終えて【ファミリア】の眷族けんぞく達が各々自由にくつろいでいる。

　ヘスティアは、メイドの仕事を終えた春姫ハルヒメと長椅子ソファーの上で談笑していた。

「こう言うのは、可愛かわいらしいウィーネ様に似合わないような気も致しますが……たくましくなられていました。本当に、とても」

「そっか。あの子はもう、泣き虫の子供なんかじゃないんだね。……いいなぁ～。ボクも会いたいなぁ～。神はダンンジョンに行けないからな～」

「き、きっと会えます！　その、何でしたらっ、ヘスティア様もベル様達と一緒にお忍びでダンジョンに行って……！」

「フフ、以前それをやってヘルメスと一緒にギルドから大目玉を食らってね……。またあのレベルの罰則ペナルティを食らったら、サポーター君からどんな仕打ちが来るかわかったものじゃないんだぜ、春姫ハルヒメ君……」

　羨うらやましがったり励まされたり遠い目をしたりしながら、この本拠ホームでともに過ごしたもう一人の『家族』の話題で盛り上がる。

　メイド見習いということもあって、よく一緒に本拠ホームの留守番役となる春姫ハルヒメは、こうしてヘスティアと歓談する機会が存外に多い。幼女神ヘスティアの人柄もとい神柄かむからもあるが、入団して打ち解けるのも非常に早かった。

　礼儀正しく、慎ましい。そして一見、気弱な子狐こぎつねのようにおどおどしているが、心を許せば誰よりも優しく笑いかけてくれる。それは春姫ハルヒメの魅力だろう。あとは思ったよりずっと意志が強いところも。

　竜の少女ウィーネがヘスティアより早く懐なついたのも頷うなずけるというものだ。

「春姫ハルヒメ君……君は頑張り屋だし、ボクは色々キミのことを応援しているが……ベル君に変なことだけはしちゃダメだぜ？　重ね重ね、何度も言ってるけど。特に夜」

「はえっ!?」

　偏った知識で少年ベルに思いもよらぬことをする件を除けば、ヘスティアは春姫ハルヒメのことを気に入っている。

　勿論もちろん、リリやヴェルフ、命ミコトだってそうだ。

　愛しているのだろう。

　親愛や慈愛の対象として。かけがえのない眷族として。

『遠征』で彼女達がいなかった時、留守を任されていたミアハ達やタケミカヅチ達と一緒にいても、本拠ホームがとても広く感じたのは、やはりそういうことなのだ。

　ヘスティアは自分のことながら、そう思っている。

「なぁ、悪い。紅茶の葉ってどこに置いてある？」

「あ、申し訳ありません。ヘスティア様、少し……」

「ああ、いいよ。行っておいで」

　戸棚カップボードの陰から顔を出すヴェルフに聞かれ、春姫ハルヒメは立ち上がった。

　揺れる金の髪と狐の尾を見送った後、ヘスティアは視界を横に広げる。

　部屋の中央では、ベルと命ミコト、リリが猫脚の丸テーブルを囲んでいた。

「あ、リリの『ふ』が命ミコトさんの陣地に入ったから……これで『成る』んでしたっけ？」

「その通りです、ベル殿。この盤面、自分は窮地に立たされています……！」

「フフ、リリはもうコツを摑つかみましたよ。命ミコト様。このまま勝たせてもらいます！」

　古びた木製の駒を指し合い、中々に白熱している。

　極東の盤遊戯ボードゲームで『将棋』というらしい。

　今日、命ミコト達が夕飯の買い出しに交易所へ足を運んだ際、異国の品として売り出されていたらしく、興味を引かれたリリが──あの守銭奴ドケチなリリが──自腹ポケットマネーで購入したそうだ。

　島国の珍しい遊戯に、まだ固定包帯ギプスが取れていないベルも子供のように夢中になっていた。

「ボクの【ファミリア】も嗜好品を買えるようになったか……良きかな良きかなー」

　盤遊戯ボードゲームはもとより、紅茶もそう。

　背もたれに寄りかかり、ぐてーと脱力しながら、ヘスティアは感慨深いものを覚えた。

　それこそ【ファミリア】結成当時と比較して。

（最初の頃ころは一日を過ごすのがやっとで、切り詰める毎日だったしなぁ……）

　無論、嗜好品など買える筈はずもなかった。

　駆け出しだったベルも頑張ってくれていたが、優先順位は一に食料、二に食料、三四も食料で五でようやく魔石灯を始めとした雑貨品だった。

　戦争遊戯ウォーゲームの一件で太陽神アポロンから押収したこの豪邸もそうだが、随分と『資産』と呼べるものが増えてしまったように思う。

「あとは……賑やかになったな」

　鍛冶貴族クロッゾでかじった美味うまい紅茶の淹れ方を披露され驚嘆する春姫ハルヒメ、褒ほめられても内心複雑なのか首に手を回しながら苦笑するヴェルフ。

　盤遊戯ボードゲームで猛威を奮うリリに、一日の長をもって粘り続ける命ミコト、そんな彼女達をどちらも応援するベル。

　下界に初めて降り立った時、およそ思い描いていた【ファミリア】の光景があった。

　つい半年前に感じていた『一人寂さびしく過ごす夜』はもう久遠の彼方だ。

　ヘスティアは、もう一人ではない。

「……」

　むくり、と。

　長椅子ソファーに座っていたヘスティアは、無言で立ち上がった。

　そのまま居室リビングの壁際に作り付けられた暖炉に近付く。

　季節はまだ秋。

　出番はまだ遠いが、少しだけならいいだろうと、ごそごそし始める。

　ほっそりとした足をたたみ、屈みながら、炉の中に小さな家を作るように薪まきを置いていく。

「神様、どうしたんですか？」

　そこで、背中に声がかかった。

　振り向けば、不思議そうな顔をするベルが目の前に立っていた。

「ベル君？　将棋の方は？」

「命ミコトさんが粘り勝ちました。リリが悔しがって、もう一回って……」

　見れば、惜敗したらしいリリが口惜しそうに駒を並べていた。

　命ミコトも笑いながら気前よく応じている。

　次はサポーター君が勝つかな、と思いつつ、ベルに視線を戻す。

「いやぁ、何だか暖炉を使ってみたくなってね」

「いつか暖炉付きの家が欲しい、って言ってましたもんね、神様」

「あれ、言っていたかい？　そんなこと」

「はい、聞きました。自分の司る事物は聖火で、護まもり火び……家を照らす炎なんだって」

　確かにそれは自分の言葉だ。ということはヘスティアが覚えていないだけで、目の前の少年に伝えたのだろう。

　にっこり笑うベルに、ヘスティアも笑い返す。

「ベル君……実はね、ボクはロキのところより大きな【ファミリア】を作ってやるというのが最初の目標だったんだ」

「そ、それは……壮大というか凄すさまじいというか、無謀というか……」

「あの時は、そうだったね。でも今は違うだろう？　ボク達の【ファミリア】はしっかり前に進んでる。ロキ達の背中くらいは追えてるさ」

「……そうですね。そうかもしれない」

　床に腰を下ろす少年と話を交わしながら、火打ち金を用いる。

　不器用なヘスティアらしからぬ、ベルも感心してしまう鮮やかな手並みで炉に火をつけた。

　最初は煙だけ。

　赤い火がくすぐられるように揺れ、徐々に薪へと広がっていく。

　暖炉に灯ともっていく光景にヘスティアが目を細めていると、ともに眺めていたベルがおもむろに口を開いた。

　微笑を浮かべながら。

「時々……神様と暮らしてた教会の地下室を思い出すんです。リリ達が【ファミリア】に入ってくれて、本拠ホームも大きくなって嬉しいんですけど……懐かしいなって」

「あはは、ボクもさ。昔はもっと豪華な家を手に入れてやる！　って息巻いてたくせに、今はあの時の暮らしも良かったな～とか、ベル君と二人っきりの頃に戻りたいなぁ～なんて。……本当に、子供も神も我儘わがままだね」

　最初の本拠ホーム『教会の隠し部屋』は、小さかった。

　ベルが来てくれるまでは、独りで、冷たくて、寂しかった。

　今の居場所は、とても大きい。

　みんながいて、温かくて、満たされている。

「色々あったなぁ……」

　ふと、自分の唇から転がり落ちたその一言に、ヘスティアは万感がこもっているような気がした。

　隣に座る眷族の少年も、同じことを思ったのだろう。

　暖炉の光に照らされるヘスティアの横顔を見ながら、ベルは次の言葉を口にしてきた。

「神様、肩を揉もみましょうか？」

「ほへ？」

　思ってもみなかった申し出に、ヘスティアは目を丸くする。

「……ベル君、ボク達の関係を顧みても、それはギリのギリでセクハラと捉とらえられるぜ？」

「言ってる意味はわからないですけど……ご、ごめんなさい。でも、何だかそうしたくなっちゃったというか……」

　申し訳なさそうに肩を縮めていたベルは、恥ずかしそうに頰ほおをかいて、苦笑した。

「僕達のために、沢山のことを頑張ってくれた神様へ、何かしてあげたいなって……」

　それは恐らく子が親に抱く労りとか、ふとした時に覚える誰かへの優しさだったのだろう。

　もっと言えば、ヘスティアとずっと苦楽をともにしてきた一番最初の眷族だったからこそ、出てきた言葉だ。

　ヘスティアは、己おのれの胸にも炉の火が灯ったような気がした。

「……じゃあ、ボクのお願いを聞いてくれるかい？」

「あ、はい。何ですか？」

　ヘスティアは何も言わず、立ち上がった。

　そしてベルの目の前で腰を下ろした。

　まるで揺り椅子ロッキングチェアにそうするように、少年の胸へもたれかかる格好だった。

「これからも、ボクと一緒にいておくれよ」

　振り返り、すぐ目の前にある少年の顔へ笑いかける。

　密着する体に少年は慌あわてふためくと思ったが、そんなことはなかった。

　驚いた表情こそしていたものの、ベルは頭の上から笑い返してくれた。

　それが嬉しくて、ヘスティアは背後に体重をかける。

　ベルも何も言わず受け止めてくれた。

「ベル君」

「？」

「【ファミリア】って、いいね」

「……はいっ」

　絨毯じゅうたんの上に座り、二人で重なり合いながら、目の前の暖炉を眺める。それだけで身も心も穏やかになった。

　伴侶はんりょのような、とまでは言えず、傍はたから見れば体格差もあって精々兄妹。あるいは長年連れ添った老夫婦のような気分にもなったが、別にいいやと思った。

　どうせリリ辺りに気付かれれば、すぐに引き剝はがされるのだ。

　だからそれまで、少年の温もりを堪能しようと体を預ける。




　音を立てて暖炉の火が弾はじける。

　温かな光が二人の顔を照らし出す。

　それが幸せなことだと、無性に思った。

　この少年が最初の眷族になってくれて、側にいてくれることを、幸せに思った。

　炎の奥にちらつくのは追憶の断片だ。

　ヘスティアは穏やかに燃える炎に、目を細めるのだった。

















　満天の星が旅人を導くかのように輝きを放っている。

　闇夜やみよが広がる中、少年はたった一人、たたずんでいた。

　静謐せいひつな山奥の小さな村、そこから少し離れた崖の上。夜風に白い髪を揺らされながら、とある墓と向き合い続けている。

　石と木で重ねて作った墓は形だけのものだった。事実、その下には収めるべき者の遺体はない。ただ大切な者の死と離別を少年に淡々と教えてくる。

　少年はその場から一歩も動かない。迷いと、それに対する選択の助言を請うように疑問を墓標に投げかけては、自問を繰り返している。これまで頼り、愛してきた庇護ひごの存在を失った彼が自分一人で答えを出すまで、まだ時間は必要だった。

　深紅ルベライトの瞳ひとみが瞬きを繰り返す中、山奥の澄んだ夜天に見守られる。

「──流れ星」

　その時だった。

　頭上を明滅させるほどの、光輝が走り抜けたのは。

　はっとする少年が顔を上げると、視界に映ったのは蒼あおい閃光せんこうだった。

　無数の光粒をこぼしながら、美しい光の尾を曳ひいて広大な夜空を横断していく。

　数秒にも満たない一瞬の光景の後、蒼い流星は視界の外──少年の村から見て遥はるか南の方角へと消え去っていった。

「ひょっとして……神様？」

　一柱の神が地上に降臨したのだと、少年は直感する。

　彼が答えを出し、世界の中心である迷宮都市へと向かう、半年も前のことだった。
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　ふわり、と。

　浮遊感が生まれる。

　獣や怪物モンスターが総じて逃げ出していく中、空を駆け抜けた蒼い流星はあわや地表激突間際まぎわというところで勢いを緩めた。

　あたかもド派手で傍はた迷惑な登場は好まぬとばかりに流れ星──蒼い光球は宙空で停止し、ゆっくりと着陸を果たす。光の玉の内部から人の輪郭が浮かび上がった次の瞬間、ぱっと光粒が舞い散った。

　輝きが霧散したかと思うと、一人の少女がそこに現れる。

　幼女と少女の境を揺れ動く美しい相貌、漆黒の髪、小さな体には不釣り合いな豊満な双丘。

　天から舞い降りた幼き体の少女は、素足のまま草原──下界の地に降り立った。

「──おおっ、これが『下界』か！」

　神秘的な蒼みがかかった瞳で目の前に広がる光景、夜の大草原を見渡す彼女は、弾はずんだ声を出す。

　うっすらと森の輪郭が浮かぶ夜景、草の香り、どこからか聞こえてくる梟ふくろうの鳴き声。

　五感から伝わる全てに興奮し、その丸く滑らかな頰ほおを紅色に染める。

　体を揺すりながら周囲をあちこち見回していた少女──女神ヘスティアは、ややあって両腕を広げ「やっぱり天界とは違うなぁ」と感嘆した。

「ようやく順番が回ってきて降りてこられたけど……今から念願の下界生活が始まるんだ」

　ヘスティアは目を細め、どこか得意げな顔で真上の夜空を仰いだ。

　やがて、自分の体を見下ろす。

　神々が定めた下界の規則ルールに抵触しないよう『神の力アルカナム』を律し、神威しんいまで抑えて無能同然に成り下がった体は全能感とは無縁だった。

　己おのれの手足は見た目通り細く、小さく、何の力も有していない。

　だがそんな非力の身すら心地よいとばかりに、ヘスティアは満面の笑みを浮かべる。

「それで、と……近くに降りた筈はずなんだけど」

　涼しい夜風に漆黒の髪を撫なでられながら、ヘスティアはきょろきょろと周囲を見回した。

　月と星々の光に照らされる大草原の中で顔を左右に振り、背後を振り返った瞬間、「おっ」と目当ての存在を見つける。

「あったあった」

　視界の遥か奥には、夜天に突き立つ白亜の巨塔が伸びていた。
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　素足のまま大草原を歩き出したヘスティアは、たまたま近くを通りかかった商人の馬車に乗せてもらい、白塔がそそり立つ迷宮都市オラリオへと向かった。

　下界の中でも『世界の中心』、そして天界の神々の間でも関心の中心である彼かの地がヘスティアの目的地だった。神を敬う人のいい女商人に案内された幼い女神は、夜が明けた頃ころ、都市そのものを外界から切り離す巨大市壁のもとに辿たどり着いた。

　神や【ファミリア】が新たにオラリオに住まうならば容易に都市の外には出られなくなる、というギルド門衛の警告に面食らいつつも、煩雑はんざつな手続きを経て北側の市壁門をくぐった。

「検問とやらが長くかかったなぁ。街に入ったり、住むのにも色々決まり事があるなんて……でも、これも『下界の醍醐味だいごみ』ってやつかな」

　長い検問に少しの疲労を感じながらも、ヘスティアは笑っていた。全てが自由で縛られるものがなかった天界と比べて、この下界は不便で不自由で、あらゆる物事が新鮮だったのである。

　ややあって市壁の内側、様々な建物が立ち並ぶ街の光景を見たヘスティアは、歓呼した。

「これがオラリオ！　いいところじゃないか！」

『世界の中心』の名は伊達だてではなく、華やかな街並みは女神をして感嘆させる。

　石畳に商店、宿に鐘楼しょうろう、広場に摩天楼まてんろう施設、大小様々な人工物が溢あふれる光景は天界──雄大な大自然や雲から流れる光る滝など下界の者が思い浮かべる幻想的かつ神秘的な楽園風景──ではありえない絵の一つだった。

　既に太陽は中天に差しかかろうとしている。

　市壁前には朝頃に到着したが、長い検問で時間を取られたせいだ。

　天界では別段必要のなかった靴を履かず素足でペタペタと石畳を鳴らす。そこら中で賑にぎわう大勢の亜人デミ・ヒューマン、笑顔が溢れる子供達の姿にとても嬉うれしげな表情を浮かべながら、ヘスティアは都市のメインストリートを歩いていった。

「さて、いつまでも観光気分ではいられないし……まずはヘファイストスを探すか。どこにいるかなぁ」

　このオラリオに住まいを構えるに当たって、先に下界へ降りた神友しんゆうの存在が頼りだった。

　もう何百年前かは忘れたが旧知の女神は『私もやっぱりあの地オラリオに行こうと思うわ』と別れ際に伝え、一足先に旅立ったのである。

　下界の知識──正確には生ナマの情報──は碌ろくになく無知も同然であるヘスティアは、ヘファイストスのもとを尋ねようと、通りを往来する子供達に接触しようとした。

「あァん？　おいおい、そこにおるのはまさか……」

「ん？　って──げっ」

　その時、後方から声が投げかけられる。

　振り向いたヘスティアは視界の中に飛び込んできた人物、いや神物じんぶつに、積年の敵に出会ったかのような顔を浮かべた。

「ロキ!?」

「かぁ～っ、やっぱりドチビかぁ～。うわっ、最悪や～」

　朱髪朱眼の女神の名を叫ぶと、相手──ロキは嘆くように天を仰ぐ。

　それはこっちの台詞せりふだ！　とヘスティアは胸の内で憤った。

　天界でも破天荒の代名詞であった道化師トリックスター、ロキ。

　何かにつけて絡からんでは馬鹿ばかにしてくる、ヘスティアの敵である。

「その田舎者いなかもの丸出しっぽい様子を見るに、下界に降りてきたばかりってところか～？　まさかドチビィ、オラリオに居を構えるつもりやないやろうなぁ？」

「だったらどうだっていうんだ！」

「ふっひひ、身のほど知らずと笑ったるわ！　自分みたいな引きこもりのグータラ女神が上手うまくやっていけるところやないで、このオラリオは！」


「なんだと～～～～～!?　よくも偉そうにぃ！」



　天界とは違うのだと御高説を垂れてくる相手に、飛びかからんばかりに憤慨するヘスティアだったが──ぴたりと動きを止める。

　ロキの側に控える亜人デミ・ヒューマンの一人が、おずおずと口を開いたからだ。

「あの、ロキ？　そちらの女神様は……」

「あぁレフィーヤ、こんな駄女神だめがみに挨拶あいさつする必要はないでー。こんなんドチビで十分や」

　ロキの言い草には腹が立ったが、それより無視できないことがあった。

　見目麗うるわしいエルフの少女に加え、更に他ほかにもいるヒューマンや獣人の美少女達。

　まさか……!?　とヘスティアは動揺をあらわにする。

「ロ、ロキッ、その子供達は……!?」

「ようやく気付きおったか、ドチビ！　自分が思ってる通り、み～んな、うちの可愛かわいい眷族ファミリアや！」

【ファミリア】。

　神の『恩恵』を授さずかった子供達──神の眷族けんぞく、あるいは神の派閥の通称だ。

　買い物の途中か、または帰りか、ロキの眷族達はものが詰まった袋を抱えていた。

　主神に自慢げに紹介され、すり寄られる少女達は傍迷惑そうな顔をしていたが、大所帯とも呼べる【ファミリア】の姿を見せつけられたヘスティアは途方もない衝撃に見舞われる。

　何せあのロキが！

　破天荒と傍迷惑の権化が！

　下界の子供達に慕われている（ように見える）なんて！

「……ふ、ふんっ。でもロキのことだ、どうせ【ファミリア】として大したことは……」

　よろり、とふらつきかけたヘスティアは、何とか平静を維持して口を開くものの、

「何も知らないってのは罪やな～。うちは探索ダンジョン系、いわゆる冒険者を抱える派閥の中でも最高……オラリオの最大派閥トップ・ファミリアやで？」

「な、なぬっ!?」

　ニヤニヤと笑いながら見下ろしてくるロキに、瞳をかっ開いた。

「噓うそをつけぇ、噓をぉ！　君みたいな下品な神の【ファミリア】が最強とかありえないだろ!?」

「ゴルァ！　下品とはなんじゃ下品とはァ!?」

「お酒をあおればゲロゲロまでセットの女神失格【ファミリア】がトップなんて、下界よも末どころじゃないだろうがー!!」


「言わせておけば、このロリおっぱいがぁ～～～～～～～～!!」



「ちょっ、ロキー!?　やめてくださーい!?」

　たちまち始まるのは、天界でもお馴染なじみであった取っ組み合いである。

　ぎょっとする大通りを行ゆく人々、慌あわてふためくエルフの少女達の前で打ち鳴らされる激しいゴング。罵倒ばとうと悪態を織り交ぜながら、頰や髪を引っ張ったりなど見苦しい喧嘩けんかが繰り広げられる。

「ハァハァ……くそっ、天界の時より体が動かないっ」

「ゼェゼェ……天界の頃から運動オンチやったろうが自分はッ」

　ようやく眷族達に止められた頃には、お互い肩で息をしながら髪をボサボサにしていた。

　顎あごの下に溜たまった汗を拭ぬぐうロキは、ニヤリと意地の悪い笑みを浮かべる。

　呆あきれる眷族達を背にして、ヘスティアを見下しながら。

「ま、精々足搔あがいてみるとええわ。自分のことやから、子供の一人も集められんままオラリオから逃げていくんやろうけどなぁ！　ギャッハハハハハハ！」

　己の実績ファミリアを見せつけながら哄笑こうしょうするロキに、眷族の一人もいないヘスティアはぐぎぎぎっと歯を食い縛るのだった。
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「──ということがあったんだよ、ヘファイストス！」

「あははは！　下界にやって来て早々、手酷ひどくやられたものね」

　ヘスティアは顔を真まっ赤かにしながら神友しんゆうの女神に説明した。

　場所は都市北東部、火山を彷彿ほうふつさせる巨大な建物内のとある一室である。

　ロキが去っていた後、この鍛冶神ヘファイストスの本拠ホームまで何とか辿り着いたヘスティアは、歓迎されていた。

　通された主神の神室しんしつでロキとの揉もめ事をまくし立てる彼女に、右眼に大きな眼帯を纏まとう知己ちきの神は何度も肩を揺する。

「こーなったらロキを見返すくらい、すごい【ファミリア】を作ってやる！　絶対に吠ほえ面をかかせてやるぞぉ!!」

「あら、大きく出たわね？　ロキのところは本当にオラリオの最大派閥トップ・ファミリアよ？」

　丸卓テーブルを挟んで椅子いすに座るヘファイストスの言葉に、知るもんかっ、とヘスティアは返す。

　口では無茶だと言いつつ、目を細めるヘファイストスは、ヘスティアの熱意と意気込みを好意的に受け止めているようだった。

「下界に降りてきて右も左もわからないでしょう。天界のよしみで、あんたが一人立ちするまで面倒を見てあげる。何か必要なものがあったら言ってちょうだい」

「ああ、ありがとうヘファイストス！」

　援助してくれる神友しんゆうに礼を言いながら、今に見てろよぉ、とヘスティアは怨敵ロキの顔を思い浮かべる。下界での神の地位に直結する【ファミリア】をあっという間に大きくして、盛大に見返してやると対抗心を燃やした。

　と、その時、部屋の扉が音を立てて開く。

「主神様よ、屋台で買い過ぎてしまったのだが、一つどうだ？　──おっと、取り込み中か？」

「いえ、大丈夫よ、椿ツバキ」

　入室してきたのはヘファイストスの眷族、ハーフドワーフの女性だった。

　彼女は大きな紙袋を抱えていた。

　香ばしい油と塩の匂においに鼻を動かすヘスティアは、じっと袋の中身を見やる。

「なぁヘファイストス、それは何だい？」

「これはオラリオならどこでも売ってる屋台料理で、名前は──」

「『ジャガ丸くん』だ、幼い女神様よ。食べてみるか？」

　答えるヘファイストスの言葉を引き継いで、主神と同じ眼帯を纏うハーフドワーフは笑いかけてくる。

　自己紹介もせず食べ物を勧める己の眷族と、興味津々の様子で揚げ立ての芋料理に手を伸ばす神友しんゆうにヘファイストスが苦笑を浮かべる中、ヘスティアは『未知』に挑む面構えで『ジャガ丸くん』を食べた。

「──っ」

　一口かぶりついた直後、ヘスティアの小さな体が震える。

「うっ、美味うまい……!?」

「ふはははっ、そうであろう」

　呵々かかと笑うハーフドワーフを脇に、見開いた瞳で『ジャガ丸くん』を凝視するヘスティアは感激に打ち震える。

　これが彼女の、下界に数ある内の感動──美食を味わった瞬間であり。

　そして、『堕落』の始まりであった。
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「くふっ、ふふふっ……あははははっ！」

　三ヶ月後。

【ファミリア】を結成するまで貸し与えられた【ヘファイストス・ファミリア】の客室には、長椅子ソファーの上に寝そべりながら本を広げ、笑い転げるヘスティアの姿があった。

　側には皿の上に築かれたジャガ丸くんの山。

　食べては読んで笑っての繰り返し。

　女神の小さな体が部屋の外に動く気配は一向にない。

「……ちょっと、ヘスティア？　あんた、いい加減に子供の勧誘を始めなさいよ。言っとくけど【ファミリア】の旗上げはそう簡単にいくもんじゃ──」

「ああ、明日からするよー」

　客室を訪ねてきたヘファイストスに、ヘスティアは本から視線を上げずに答える。

　この三ヶ月間、下界新参者である幼女神はずっとこの調子だった。

　ジャガ丸くんを始めとした下界の料理を食べあさり、下界産の本を読みあさっては目を輝かせる。多くの神々を虜とりこにしてきた『下界の娯楽』にすっかりのめり込んでしまったヘスティアは、己の本領を発揮していた。

　つまり、自堕落である。

　天界でも神殿に引きこもりがちでグータラする日々を送っていたヘスティアは、『下界の娯楽』──最高の暇潰つぶしを手に入れたことで強化パワーアップしてしまったのだ。鍛冶神の団員に頼んでジャガ丸くんと新しい書物を受け取り、一日の生活を部屋の中で全て完結させる。

　何度も様子を見に来ては忠告してくるヘファイストスに『明日から本気を出す』とのたまうヘスティアは次の日も、その次の日も、そのまた次の日も、【ファミリア】の結成など忘れて部屋に引きこもり続けた。

　そして──堕落と快楽を自由気ままに貪るそんなヘスティアに。

　とうとう、ヘファイストスの堪忍袋の緒がブチ切れた。

「出てけえええええええええええええええええええええぇ!!」

「ぬわあっ!?」

　ホームの玄関口まで引きずり出され、挙句あげく門から蹴けり飛ばされたヘスティアは地面にみっともなく倒れ込む。

「な、何をするんだ、ヘファイストス!?」

　と抗議をしようと顔を振り上げると──真正面に立っていたのは、両腕を組んで仁王立ちする紅髪紅眼の怒神だった。

「善意で仮住まいさせてやってるっていうのに、毎日毎日何なにもせずグータラと……！」

「ヘ、ヘファイストス……？」

「あんたを甘やかそうとしたのが間違いだったわ……！　下界の厳しさを味わってきなさい！　もう二度とうちの敷居は跨またがせないからね!!」

　怒髪天を衝つくヘファイストスは終始ヘスティアを怯おびえさせた後、思いっきり門を閉じた。

　立派なホームから追い出され、情けない格好でいた幼女神は、よろよろと立ち上がる。

「何だい、ヘファイストスのやつ。ちょっと下界の生活を満喫してただけじゃないか！　三ヶ月くらいいいだろうっ」

　つい永遠を生きる神の尺度で不満を漏もらすヘスティアは、わかっていなかったのだ。

　より正確に言うなら、『実感』が足りていなかった。

　ここは『天界』ではなく、『下界』であるということの。

「まぁいいさ。【ファミリア】を作って、住まいなんかもすぐ見つけ出してやろうじゃないか。ロキを見返してやるためにもね！」

　ようやく当初掲げていた目標を思い出しながら、【ヘファイストス・ファミリア】のホームの前から歩み出す。

　向かう先はヒューマンや亜人デミ・ヒューマンが賑わう都市の大通りだ。

「【ファミリア】に入ってもらうなら……やっぱり冒険者志望の子がいいなー。ここは何せ迷宮都市だしね！」

　言いながら、大通りの隅に待機する。

　下界では先立つものが肝要であることを自堕落な生活の中でも理解したヘスティアは、無所属フリーの子供がいないか往来を観察した。

（あの子は気が合わなそう、あの子は悪性ふりょうで……あの子はちょっと若過ぎるなぁ）

　蒼みがかかった神秘的な瞳がアマゾネスや獣人、小人族パルゥムなど多くの子供の本質を見極める。

　腐っても神であるヘスティアには、それぞれの子供が持つ性質が何となしにわかってしまう。言葉を交わせばその者の人となりはほぼ把握できるほどだ。『下界の住人は神に噓はつけない』というのは下界でも有名な文句だった。

　自分と波長の合いそうな、言ってしまえば眼鏡めがねに叶かなう子供を探し続けていたヘスティアは、とあるエルフの少女を見つけて「あの子がいい！」と近付いた。

　これ見よがしに弓矢と矢筒、軽装を纏い、冒険者として一山を当てようとしている人材に機嫌よく声をかけた。

「やぁ、エルフ君！　見たところどの神とも契約を結んでいないようだけど、ボクの【ファミリア】に入らないかい！」

　元気に、愛想あいそ良く、神としての威厳を損なわないように胸を張って勧誘すると──お相手のエルフは低身長のヘスティアを見定めるように、まじまじとつま先から頭まで眺めた。

「失礼ですが、女神様、お名前は？」

「ボクはヘスティアさ！」

「【ヘスティア・ファミリア】……聞いたことがありません。新規派閥だとしたら、本拠ホームは？　現在の団員数は？　資金のほどは？」

「えっ？　えっ？」

　エルフの矢継ぎ早の質問に、ヘスティアはうろたえる。

　全く答えられない様子から何かを察しつつあるのか、相手は森の妖精と謳うたわれるその美貌を冷たい表情に変え、瞳を細めた。

「【ファミリア】の運営方針は？」

「え、えーっと……ダ、ダンジョンでお金を稼いできてほしいなぁー、なんて……」

　計画性がゼロであることを空笑いで誤魔化ごまかそうとすると、相手のエルフは止とどめとばかりに氷点下の眼差まなざしをそそいできた。

　別れの挨拶も、会釈もすることもなく、威厳もへったくれもない幼女神に背を向ける。

　時間の無駄。

　そう言うかのように、子供の背中は遠ざかっていってしまった。

「か、紙屑かみくずを見るかのような目を向けられた……!?」

　ボクは神なのに……!?　と衝撃を受けるヘスティア。

　下界新参者であるヘスティアは知るよしもなかったが、通常、探索ダンジョン系の【ファミリア】は都市外で準備を行ってからこの迷宮都市オラリオに乗り込む。人員や資産などがある程度ていど揃そろっていなければ迷宮探索を派閥の生業なりわいとするのは難しい。少なくとも、前途が多難であることは予想できることだ。

　冒険者志望の者達も己の命が懸かかっている。

　少しでも良い環境、恵まれた【ファミリア】を希望することは自明であった。

「な、なんのっ！　まだまだ始めたばかりだし、勧誘を続けていけば一人くらいは……！」

　ましてや、女神が己の単身一つで、冒険者から何まで全てを現地オラリオで調達というのはもっての外ほかだ。子供達にとって何の利点メリットもなく、苦労するのは目に見えている。

　何よりこのオラリオ──いや下界では、人智では計り知れないドーショモナイ神々がいることは周知の事実であり、彼等に引っかかってはならないというのが共通認識であった。

　語れるだけの派閥の展望も持ち合わせていない幼女の女神は、そんな愉快な神々と同列に扱われてしまったのだ。

　曰いわく、『信用できない』と。

　日が暮れるまでの彼女の勧誘活動は──全敗に終わった。

「ぜ、全滅……!?　これが下界で生きていくということなのか……!?」

　信仰を、いや信頼を得るのは難しい。

　ヘスティアが初めて目まの当あたりにした、下界の厳しさだった。
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「うぅ、ヘファイストスぅ……」

「あんた……追い出してまだ一日しか経たってないわよ」

　下界初の野宿を経験した翌日、ヘスティアは神友しんゆうに泣きつくことしかできなかった。

　下界の洗礼を受けたヘスティアは矜持プライドを捨ててヘファイストスに頭を下げ──それから連日、彼女の懐ふところを食い漁あさり続けたのである。

「ヘファイストスぅ……」

　時にはお金がないのだと縋すがり付き。


「ヘファイストスぅぅ……」



　時には日銭を稼ぐ仕事が見つからないと訴え。


「ヘファイストスぅぅぅ……」



　時には雨が凌しのげる場所がないと、体をずぶ濡ぬれにしながら懇願してきた。

『神の力アルカナム』なしでは一人では何もできないことが露見したヘスティアに対し、ヘファイストスは盛大に頭を痛めた。

　神友しんゆうを甘やかすわけにはいかず、かと言って行き倒れにさせるわけにもいかない。対応に困り果てた紅髪紅眼の女神は深い溜息ためいきをついた。

「……これっきりよ？」

　そして、つくづく甘いと自覚しながら、約束を交わしヘスティアに住居を与えたのだった。

　忘れ去られた路地裏の奥、うらぶれた教会の地下に存在する、『秘密の隠し部屋』である。

「ありがとう、ヘファイストス……！」

「本当に、ほんっとうにっ、これっきりだからね！　バイト先も紹介してあげたんだから、後は自分で何とかしなさいよ！」

　面倒見のいい神友しんゆうに連れられてやって来た教会前で、ヘスティアは「うん！」と頷うなずいた。

　嘆息交じりで帰っていくヘファイストスと別れた後、半廃墟はいきょと化している教会の地下室、己の拠点となる本拠ホームに足を踏み入れた。

「げげっ、何てものを押し付けるんだ、ヘファイストス……」

　教会の地下室の有り様を見て、ヘスティアは思わず呻うめいてしまった。

　以前借りていた客室と比べるまでもなく、ボロい。

　壁の塗装は剝はがれ、罅ひび割れている箇所もある。

　魔石灯は天井てんじょうにぶら下がっているものだけだ。

　ヘファイストスが気を利きかせてくれたのか寝具ベッドや長椅子ソファーなど、調度品はいくつか運び込まれているが、全て古物だった。

「いやいや、贅沢ぜいたくは言ってられない……住めば都みやこさ！」

　半ば自分に言い聞かせるように叫び、まず部屋の確認と整理、掃除を始める。

　水道を始めとした魔石製品の有無を確かめ、小柄な自分の体格に合うように調度品の位置や高さを調節する。全てが終わる頃には夜も更け、ふぅと息をついたヘスティアは中央で部屋を見回した。

「……広いなぁ」

　ぽつり、と。

　小振りな唇が呟つぶやきを落とす。

　とても狭く、小さい筈なのに、一人っきりの地下室がヘスティアにはそう見えた。

「天界じゃあ一人でいるのは慣れてるけど……ロキや、ヘファイストスのところは賑やかそうだった」

　思い起こすのは子供達、眷族に囲まれる同郷の者達の顔だった。

　子供達に傍迷惑そうにされながら、それでも嬉しそうな表情を覗のぞかせていたロキ。団員達に慕われ自らも笑みをもって接していたヘファイストス。彼女達以外にも今日まで見かけた神々はみな、どこか幸せそうだった。どこか満ち足りていた。

　天界では目にすることのなかった顔を、いくつも見せていた。

「……くそぅ、寂さびしくなんかないぞっ」

　自分でも強がりに聞こえる台詞が冷たい地下室に響く。

　たたずんでいたヘスティアは魔石灯の明かりを消し、寝具ベッドにもぐり込んだ。

「……ボクの眷族は、どんな子だろう」

　どんな子が、自分の手を取ってくれるのだろう。

　粗末そまつな紐ひもで結わえていた髪を下ろし、寝具ベッドで仰向あおむけになりながら、ヘスティアは思った。

　少しの寂しさと不安、そしてちょっぴりの期待。

　下界の住人の誰もが味わう、将来への感情。

　色々なものが混ざって判然としない、己の未来へ馳はせる想おもい。

　それを女神であるヘスティアも感じながら、瞼まぶたを閉じるのだった。
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　それからヘスティアの苦労──本当の下界生活が始まった。

　基本、自給自足。飢えは自分一人の力で凌がねばならない。

　自分を養ってくれる【ファミリア】の構成員を作ろうにも勧誘スカウトはことごとく失敗し、挫折と惨敗の日々を過すごした。

　今まで何だってできた『神の力アルカナム』を封じられ、日に日に苦難を味わうヘスティアの脳裏に過よぎるのは、神友しんゆうが言った『下界の厳しさ』である。

　娯楽がある、刺激がある、楽しみがある。だが何より神にとって下界は世知せち辛がらいと、ヘスティアは切に思った。バイト先であるジャガ丸くんの露店で発火装置の扱いを間違えてしまい、店ごと爆発して早くも多額の借金を負った時は、涙で頰を濡らしさえした。

　だが、そんな辛つらい中でも恵まれた出会いはあった。

「ヘスティア、今日も頑張っているな。どれ、この回復薬ポーションを持っていくといい」

「おお……！　いつもありがとう、ミアハ！」

「ミアハ様、また無駄に回復薬ポーションを配って……。しかも冒険者もいない【ファミリア】に配っても、意味なんてない……」

　零細れいさい【ファミリア】で心優しい男神ミアハ、その眷族である犬人シアンスロープのナァーザ。この下界で初めて会った神とその【ファミリア】は、貧乏同盟として度々ヘスティアを助けてくれたのである。

「お前はヘスティアか!?　こんなところにいるということは、まさか……！」

「君はタケ!?　おいおい、その格好は、まさか……！」

「「ジャガ丸くんの労働者アルバイターか!?」」

　天界で面識があったタケミカヅチともこのオラリオで再会できたことも──彼もまた極貧の身でバイトに精を出している事実も──ヘスティアの頑張ろうという支えとなった。バイト先の仲間こども達も幼い容姿のヘスティアを可愛がり、慕ってくれた。

　そして、オラリオに身を置くようになって半年。

　ヘファイストスから追い出され約三ヶ月が経った、ある晴れた日のことだった。




「また断られた……」

　ちょうど本日五十人目の【ファミリア】勧誘に失敗し、ヘスティアは肩を落としていた。

　このオラリオに来てからの通算となると、もはやどれだけの子供達に声をかけたかわからない。ジャガ丸くんのバイト中にわざわざ笑いにきたロキに、言い返してやることもできないほどの体たらくを演じ続けている。

　今日も成果なしかなぁ、ととぼとぼと通りを歩いていると──一人の少年が視界に映った。

（あれは、ヒューマンの子供か……。何だかボクに負けないくらい景気の悪そうな顔をしているなぁ）

　自分と同じく肩を落とし、同じくとぼとぼと当てもなく街中を歩いていく。

　髪は処女雪か、あるいは兎うさぎのように真っ白だ。

　瞳の色は鮮やかな深紅ルベライトで、体の線は細い。

　その後ろ姿が妙に気になってしまったヘスティアは、少年の後を追うことにした。お互いの空気に親近感を覚えてしまったこともあったが、その沈んだ横顔を見過ごすことができなかったのである。

　テテテテと駆け足で追っては物陰に隠れ、さっさっと素早く身を翻ひるがえす。周囲の道を行ゆく者達から呆れた視線を浴びながら下手な尾行術を駆使していると、件の少年は【ファミリア】の入団希望者だということがわかった。様々な派閥の本拠ホームを回って門を叩たたき、すぐに門前払いを受けている。どうやら冒険者志望のようで、主神に会わせる機会さえ設けられず、その田舎臭い風貌から見込みなしと判断されているらしい。

　その事実にヘスティアは、これはまさか、と思った。

【ファミリア】勧誘の好機チャンスなのではないかとつい期待してしまう。

　遠目から見ても少年はヘスティアの眼鏡に叶う人物で、素朴で、内気で、何より純粋そうであった。

　髪の色と同じで、その魂は白いのだろうと、そんなことを思ってしまう。

　ヘスティアは落ち着きなく、女神らしからぬ様子でこそこそと動向を窺うかがった。

「それにしても……」

　寂しそうだなぁ、と。

　流れる人の往来の中で、迷子のようにさまよう少年の背中を眺めながら、ヘスティアはそう感じた。

　念願の眷族を見つけ出せるのか不安と期待を抱く自分とは違う。

　悠久の時を生きる神とは決定的に異なる、本当の子供。

　心細そうに己の居場所を探しているその横顔を、ヘスティアはじっと見つめた。

（やれやれ、あんな顔を見せられたら……このボクが見捨てておくことなんてできないじゃないか）

　ヘスティアが司る事物は炎であり、居場所を守る光。

　嘆願者に救いの手を差し伸べ、傷付いた迷まよい子ごを迎える、炉のごとき不滅の炎だ。

　今まさに迷子の子供を見つけたヘスティアは、その後ろ姿に声をかけた。

「おーい、そこの君ぃ」




　何てことのないその一声が、全ての始まりであることを。

　この時の女神はまだ何も知らない。

　少年との『出会い』が彼女に何をもたらし、何を生むのか。

　この時は、まだ。

















「サポーター君、おめでとう。──【ランクアップ】だ」

　ベルの【ステイタス】更新を終えた翌日。

　リリに更新結果を告げなかったヘスティアは、わざわざみんなの前で発表した。

「えっ？」

　何を言われたかわからなかったリリは、しばし時を止めた。

　そして表情一つ変えないまま、口を開いた。

「誰が？」

「君が」

「何を？」

「昇格ランクアップを」

「どこで？」

「ここで」

「いつ？」

「たった今」

　ベル達が集まっている居室リビングに沈黙が流れることしばらく。

　ややあって、




「よ──よっしゃああああああああああああああああああああああああああああ!!」




　リリは両の手を天井てんじょうに突き上げた。

　普段ならば決して晒さらすことのない雄叫おたけび、拳こぶしを作った万歳の格好。

　渾身こんしんのガッツボーズである。

　命ミコトと春姫ハルヒメがぎょっとして、ベルとヴェルフが盛大に仰のけ反ぞる。

「これが【ランクアップ】前の最後の更新結果ね～」

　ヘスティアは気楽な態度で──笑いを堪こらえながら──更新用紙を差し出してくる。

　叫び過ぎて肩で息を切らしていたリリは、飛び付くようにそれを受け取った。




　リリルカ・アーデ

　Ｌｖ．１

　力：Ｉ97→Ｈ106　耐久：Ｈ144→189　器用：Ｇ265→298　敏捷：Ｅ417→468　魔力：Ｅ499→Ｄ500

《魔法》

【シンダー・エラ】

　・変身魔法。

　・変身像は詠唱時のイメージ依存。具体性欠如の際は失敗ファンブル。

　・模倣推奨。

　・詠唱式【貴方の刻印きずは私のもの。私の刻印きずは私のもの】

　・解呪式【響く十二時のお告げ】

《スキル》

【縁下力持アーテル・アシスト】

　・一定以上の装備過重時における能力補正。

　・能力補正は重量に比例。

【指揮想呼コマンド・コール】

　・一定以上の叫喚きょうかん時における伝播でんぱ機能拡張。

　・乱戦時のみ、拡張補正は戦闘規模に比例。

　・同恩恵を持つ者のみ、遠隔感応可能。最大範囲はレベルに比例。




　Ｌｖ．１の最終能力表ステイタス。

【ランクアップ】する条件には上位の【経験値エクセリア】獲得──『偉業』の達成の他ほかに、任意のアビリティ評価六段階以上が必須となっている。

　今回Ｄ評価に食い込んだのは『魔力』のアビリティで、こちらは実は、約一ヶ月前に大幅に上昇していた。他ならない『異端児ゼノス』の迷宮帰還作戦──『ダイダロス通り』で行った『変身魔法』による撹乱かくらん戦術である。先日の一件でＤ評価間近まで迫っていた魔力アビリティが、ついに到達したのである。

　そして肝心の『偉業』。

　直接戦闘する機会はほぼほぼなかったとはいえ、くぐり抜けてきた数々の死線が昇華ランクアップに足る『試練』として認められたのだろう。

　決め手は間違いなく強化種モス・ヒュージや階層主アンフィス・バエナと遭遇した今回の『遠征』だろうが、それまでにも『中層』の決死行や『漆黒のゴライアス』との激闘、戦争遊戯ウォーゲーム、『異端児ゼノス』を巡る事件など、Ｌｖ．１のサポーターが経験するには凄すさまじい窮地が幾つもある。

　何よりは、過去の闇やみの象徴といえる『神酒』の超克。

　それら全ての総決算であった。

　もっと言うなら、それは生まれてすぐ『恩恵』を刻まれ『神の眷族けんぞく』として十五年間生きてきた、リリルカ・アーデの人生が評価されたということでもある。

　ついでと言ってはなんだが、新たな『スキル』も発現していた。

　更新用紙を食い入るように見つめていたリリは、この時ばかりは感動に打ち震えてしまった。

「で、『発展アビリティ』なんだけど、どうする？　『耐異常』の他に、『調合』っていうアビリティも発現できそうなんだ」

「そ、それはナァーザ様が持っているアビリティですね!?　盗賊ぬすっと時代に冒険者を嵌はめるべくせっせと道具アイテムを調合していた甲斐かいがありました！」

　折を見て確認してくるヘスティアに、勢いよく食いつく。

　ヘスティアがすぐに【ランクアップ】させず、【ステイタス】を『保留状態』にしているのも、本人やベル達の意見を聞いて『発展アビリティ』を決めるためだったらしい。

　再び気分テンションが上昇するリリは、今度は一転して悩みに悩み始めた。それもそれで嬉うれしい悩みではあったが。

『調合』は薬師ハーバリストがよく修得している『発展アビリティ』で、主に製薬に関わる能力を発揮する。

　回復薬ポーションを始めとした道具アイテムの効力を『魔法』と呼べる段階──傷口を一瞬で癒いやすなど──に引き上げるのだ。

　つまりこの『調合』を手に入れれば自らの手で回復薬ポーション等が作れるようになり──道具アイテム代がかなり抑えられるということになる！

　薬師ハーバリストとしての自分は全く想像できないリリだったが、後者に関しては正直に言って魅力的に過ぎた。『ゆくゆくは自分の手で回復薬ポーションが作り放題となり必要経費が相当浮く』。この事実は【ファミリア】の財布を握る参謀ブレーンの心をいたく揺さぶったのである。上手うまくいけば作った道具アイテムで商売もできるかもしれない。

（けれど、『耐異常』も地味ながら有用な技能アビリティですし……）

『状態異常』を防ぐ『耐異常』はそれだけで強力だ。特にダンジョンを探索する者にとっては優先的に押さえたい技能アビリティでもある。より深い階層を目指す上級冒険者からすれば必須級と言っても間違いではない。この『発展アビリティ』があるのとないのでは、できることが相当変わってくる。

　リリは悩みに悩んだ。

　そして散々迷った末に、『耐異常』を選択した。

　自分でも優秀な道具アイテムが作れるようになる『調合』は金銭的な面でも極めて魅力的だったが、リリの目的とは、やはりベルのサポーターであり続けるということだった。

　ダンジョンで足を引っ張らない。

　側で少年を支え続ける。

　パーティ、ひいてはベルの役に立つことを優先したのである。

　それに極東の言葉で言う『餅もちは餅屋』ではないが、必要な道具アイテムならば懇意にしているナァーザが用意してくれる。にわかの『調合アビリティ』持ちより、知識も技術も有する本物の薬師ハーバリストのほうがより良い道具アイテムを作成できるのは道理だ。今まで通り、商談合戦を繰り広げながら、これからも彼女を頼ればいい。

　適材適所。

　リリは『サポーター』としての自分を優先させた。

「おめでとうございます、リリ殿！」

「すごいです、リリ様！」

「うかうかしてるとリリスケにも追いつかれるな」

　命ミコトに、春姫ハルヒメに、ヴェルフに、仲間に囲まれて祝福される。

　嬉しい！

　本当に嬉しい！

　こんな日が来るなんて！

　リリは自分が認められたような気がした。

　あれほど恨み、憎み、忌いみ嫌っていた現実に。

　今は沢山の人達のおかげで輝いて見える世界そのものに。

「リリ！　本当におめでとう！」

　何より──。

　この少年のおかげで、リリは変われたのだ。

　灰被かぶりだった自分を止やめて、素直になることができた。

　リリは、彼に救われたのである。

　少年は満面の笑みを浮かべていた。

　それはいくら成長しても変わることのない、少年の屈託くったくない笑顔だ。

（『この人を酷ひどい目に遭わせてやろう』……リリは最初、そう思っていたんですよねぇ）

　感慨というのも変だが、それに近いものを覚える。

　まだ出会ったばかりの頃ころ、葱ねぎをしょった鴨かももとい兎うさぎだと舌なめずりしていたのもいい思い出である。いや、完璧かんぺきな黒歴史ではあるのだが。

　当時のグレまくっていた自分を振り返っていたリリは、ついつい頰ほおを赤らめた。

「どうしたの、リリ？」

「……いいえ、何でもありません、ベル様！」

　顔を横に振って、少年にも負けないくらいの笑みを浮かべる。

　そして自分の誓いの言葉を、これからも決して違えることのない約束を、口にした。

「リリはこれからも、ずっと貴方を支えますからね！」
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「～♪」

　鼻歌交じりに街中を進む。

　背中に刻まれている【ステイタス】も【ランクアップ】を済ませ、晴れてＬｖ．２になった。リリはその喜びが隠せない。

「色々あったせいで『遠征』は失敗、【ファミリア】は赤字まっしぐらかと絶望しましたが……お金に代えられない戦果がありましたね～」

　飛跳ジャンプしては一回転、お小遣こづかいをもらった子供のようにはしゃぐ。

　その無邪気な姿に【ヘスティア・ファミリア】の団員と気付く者はおらず、店先にいる大人達から微笑ほほえましい視線が集まった。

　普段なら子供扱いするなと不満に思っただたろうが、今のリリには気にならない。

　少し意識して『スイッチ』を入れれば、駆け抜ける速さも飛び跳はねる高さも段違いに上がる。その気になれば、今いる街路から二階建ての民家の屋上にまで跳躍できるだろう。

　これに慣れるのは確かに時間と訓練が必要だと思いながら、『器』の昇華を果たしたリリは、すっかりご機嫌だった。

「あ、でもリリが昇格ランクアップしたせいで、もしかしたら【ファミリア】の等級ランクが上がる可能性もある……？」

　税金上昇アップ？　しばらく黙っておく？

　そんなことをにょむにょむと考えていたが、でも今はどーでもいいやー、やっほーい！　と普段ならばまずありえないお気楽さでリリは笑い飛ばした。

　つまり、それほど浮かれていた。

「ふふっ……さっ、朗報ついでにコレも届けておかないと」

　両手に持つ袋を大事そうに抱えながら、混雑し始める街路をしばらく走っていると、

「あっ！　お、お前はリリルカ・アーデ!?」

「おや、貴方は……ルアン様？」

　一人の同胞とばったり出くわした。

　騎士の小姓ペイジを彷彿ほうふつさせる整った容姿の小人族パルゥムの少年。

　ルアン・エスペル。

　元【アポロン・ファミリア】の団員である。

　今は無所属の身で、小人族パルゥム専用の酒場『小人こびとの隠れ家亭てい』の店員をやっている筈はずだ。

「こんなところで何をなされているんですか？」

「……酒場の買い出しだよ。見ればわかるだろう？」

　リリより一つ年上の同族の少年は、体格の割に大きな買い物袋を見せ、つっけんどんな言い方をした。

　戦争遊戯ウォーゲームでの恨みつらみを引きずっているのか、口を尖とがらせる。

「お前こそ、やけに機嫌が良さそうだけど何かあったのか？　ガキみたいにヘラヘラしてたぜ」

　ルアンの嫌味な言い方も、今のリリを害するには足りなかった。

　袋を片手に抱え、その小さな胸を存分に張る。

「先日の『遠征』が終わって、【ランクアップ】したんです！　リリもこれでＬｖ．２の仲間入りですよ！」

「な──何だとォおおおおおおおおおおおおお!?」

　どやぁ、と誇りまくるリリに、ガァーン！　と盛大に衝撃を受けまくるルアン。

　道のド真ん中で繰り広げられる小人族パルゥム達の茶番を、平和な雑踏は華麗に無視して器用に避けていく。

「う、噓うそだろう!?　小人族パルゥムがそう簡単に【ランクアップ】できるわけ……！　しかもお前、オイラより弱っちそうだったじゃないか!?」

「リリにはルアン様もよくご存知の『魔法』がありますので！　地道に『魔力』を磨いてきた成果です！」

　動揺が抜け切らないルアンだったが、堂々としたリリの姿に噓はないと悟ったのか、しばらく放心していた。

　そこから、おもむろにうつむく。

　彼はその顔を劣等感に歪ゆがめ、暗い瞳ひとみでリリのことを見つめてきた。

「ちくしょう……なんでお前だけ……オイラは、オイラだって……」

　そこで、リリはぴたりと動きを止めた。

　この目は知っている。

　五ヵ月ほど前まで自分がしていた目だ。

　嫉妬と羨望。

　自分にはないものを妬ねたむ心。誰かの笑顔を煩わずらわしく思う、ささくれ立った感情。

　リリの時は、ここに『憎しみ』も加わっていた。

　ルアンを通じて過去の自分を見るリリは、すぐに平常心を取り戻し、言い返した。

「リリだって、と～～っても酷い目にあって、なんだったら死にかけてまで努力したんです。妬まれる筋合いはありませんよ！」

「ぐっ……わ、わかってるよ……」

　二人の間の空気を入れ替えるように、指を一本立ち上げて反論する。

　自らも嫉妬の類たぐいはお門違いだと気付いたのか──あるいは何もできていない自分の惨みじめさに落ち込んだのか──ルアンは決まりが悪そうな表情を浮かべた。

　劣等感を抱く人間の気持ちがわかるリリは、少し浮かれ過ぎていたと反省した。

　けれど、ルアンを慰める真似まねはしなかった。

　それが『弱者』にとって何よりも苦しいことだと、知っていたから。

「……それで？　お前は一人で何をしてんだよ？　ギルドに【ランクアップ】を報告、ってわけじゃないだろう。その手に持ってる袋は……金か？」

　ルアンもそれ以上触れず、故意に話題を変える。

　ちゃり、と金貨が擦れる音に気付いていたのか、リリの持っていた袋を見やった。

「ああ、このお金は──」

　そして。

　リリがそこまで言いかけた時だった。

「リリちゃん!?」

　自分を呼ぶ『懐なつかしい声』が聞こえてきたのは。

「────」

　リリは息を止めた。

　視力に優れた小人族パルゥムの双眸そうぼうが、人込みの切れ間の奥、こちらに駆け寄ろうとしてくる一組の『老夫婦』を一瞬捉とらえる。

　そこからは、速かった。

　自分の姿を混雑する雑踏が隠した瞬間、『詠唱』したのである。

「【貴方の刻印きずは私のもの。私の刻印きずは私のもの】」

　紡つむぎ慣れた短文詠唱。

　速過ぎる『魔法の初動』。

　誰の目にもとまらない。

　すぐ側をすれ違う旅人のローブ、馬車の車輪、ドワーフが抱える大荷物、それらに紛まぎれて行われる『高速変身』。灰色の光膜を被って『異なる誰か』に化ける瞬間を、目の前にいるルアンだけが認め、その目を大きく見張る。それほどの早業はやわざだった。

　その魔法速度は【ランクアップ】の恩恵──能力強化の証左でもあった。

　何より、人込みの中、半歩はんぽ体をずらす動きのみで『死角』を確保したのは、『遠征』という死地をくぐり抜けて手に入れた『指揮者の広い視野』の賜物たまものだった。

　ルアン以外の何者にも気取られることなく『変身』を終えた『少女』は、人込みをかき分けてきた老夫婦を迎える。

「リリちゃっ──えっ？」

「どうしたんですか？　おじいさんとおばあさん」

　さも今気付いたように首を傾かしげる『エルフの少女』に、その老夫婦は動きを止めた。

　顔の横から伸びた尖った耳、扁桃アーモンドのような丸い瞳。衣装までもが普段『リリルカ・アーデ』が着ているものとよく似た赤の服装となっている。

　呆然ぼうぜんとしていたヒューマンの老夫婦の二人は、人違いだと納得したのか、あるいは落胆したのか、ぎこちない笑みを浮かべた。

「ご、ごめんなさいね、見間違いだったみたい……。貴方が、私達の知ってる娘こと似てたから、つい……」

　出前の途中なのか、花束はなたばを抱えた妻が謝罪の言葉を口にする。

　幼い『エルフの少女』がその笑みを見上げていると、隣で黙っていたルアンが口を開く。

「さっきリリちゃんって聞こえたけど、それってもしかして【ヘスティア・ファミリア】のリリルカ・アーデのことか？」

「……ええ、そうです」

　辛つらそうに肯定する声が返ってくる。

　彼女の代わりに、年老いた夫が言葉を続けた。

「私達は花屋を営んでいるんだが……ずっと前、一緒に暮らしていた彼女に酷いことをしてしまってね」

「……」

「いや……酷いことをしたという自覚もなかった。自分達のことしか考えないで、あの小さな娘こが何を抱えているのか見向きもせず、追い払ったんだ。半端はんぱな優しさだけを与える真似をして、突き放して……」

　それはまるで懺悔ざんげのような口振りだった。

　道の真ん中で動かない老夫婦に、周囲から傍はた迷惑そうな視線が、あるいは軽蔑けいべつするかのような眼差まなざしが寄せられる。

「お金がね、店の前にいつも置かれているんだ。まるで『ごめんなさい』って言うように……。最初は嫌がらせかと思った。でもね、花も添えられているんだよ。私達が好きだと言った花が、ずっと……」

　喉のどを詰まらせながら語られる夫の言葉に、ルアンは『エルフの少女』の手もとを盗み見た。

　その小さな手には、金貨が詰まった袋が握られている。

「……【ヘスティア・ファミリア】は、もうすっかり有名な中堅派閥だ。本拠ホームの場所くらい調べればすぐにわかるだろう？　会いに行こうと思えば、いくらでも会いに行けるじゃないか」

　ルアンは気紛きまぐれか、あるいは隣にいる少女を慮おもんぱかったのか、素知らぬ振りをして質問を投げかけてくれた。

『エルフの少女』ではきっと、聞けなかった質問を。

「どんな顔をして会いに行けばいいのかわからなくて……いいえ、会いに行って何を言うつもりなのか、何をするつもりなのかも、わからないの……」

　一方的に追い払った自分達には後悔も、謝罪をする権利もないのではないか。

　妻は言外にそう告げていた。

　頭上に広がる澄んだ青空に反して、老夫婦の面持ちは暗然としていて、重い。

　うつむいた彼等の間にいたたまれない沈黙が訪れる。

　それは、『リリルカ・アーデ』が見たくなかった光景だった。

「──おじいさん、おばあさん」

　だから。

『エルフの少女』は言った。

「そのお花をくれませんか？」

　彼等の暗い面持ちを払拭ふっしょくするような、無垢むくで、明るい笑みを浮かべて。

「えっ？」

「おばあさん達のその綺麗きれいなお花が、欲しいんです」

　差し出すのは金貨が入った袋。

　示すのは、妻が持っている白い花束。

「そ、そんな。これは売れ残りだし、そのお金じゃあ多いよ？　こんな花束じゃあ、釣り合わない……」

「今日、私はとてもいいことがあったんです。それこそ、今までの自分が報われたような」

　今は『リリルカ・アーデ』ではない、ただの『エルフの少女』は、老夫婦の言葉を優しく遮さえぎって、告げる。

「だから、このお金で……この想おもいで、おばあさん達のお花を買いたいんです」

　それは少女の本心だった。

　姿は偽れど、本当の言葉だった。

　瞼まぶたの裏に切ない想いを隠して微笑みかける。

　動きを止めていた老夫婦は、やがて、眉まゆを下げて笑った。

　まるで目の前のエルフの少女を通じて、他の誰かを見ているような。

　悲しむような、寂さびしがるような──けれど喜ぶような、そんな笑みだった。

「ありがとう……エルフのお嬢ちゃん」

　老夫婦は、リリの名前を呼ばなかった。

　けれど孫のように優しく接し、頭を撫なでてくれた。

　少女は頰を染め、向日葵ひまわりの花のように破顔した。

「……おい、いいのかよ？」

　別れを告げた老夫婦の背中が人込みの奥に消えていく。

　そんな中、ルアンは口を開いた。

　大体のことを察したであろう彼の言葉が雑踏の音に紛れる。

「いいんです」

　再び誰にも気付かれないまま、リリは『魔法』を解除し元の姿に戻った。

　受け取った花束を胸に抱え、老夫婦が去っていった道の先をずっと見つめる。

「リリの存在は、あの人達を苦しめてしまいます。だから、いいんです」

「……」

「壊してしまったあの人達の居場所……リリが迷惑をかけた分のお金を支払い終わったら、これも終わりにします」

　そこまで言ったリリは、しんみりとした空気を明るく笑い飛ばすように、冗談めいた口振りをした。

「それにリリも、おばあさん達と一緒です。いいえ、まだ怖いのかもしれません。【ランクアップ】しても、リリは弱い小人族パルゥムのままのようです」

　その言葉に。

　しばらく黙っていたルアンは吐き捨てた。

「そんなことねえよ」

　言おうか言うまいか散々迷っていた小人族パルゥムは、リリの方を見ないで告げる。

「お前は、強いよ。オイラなんかより、ずっと……」

　リリは笑った。

　感謝するように。

　彼女の腕の中でも、美しい花薄雪草エーデルワイスが微笑むように揺れるのだった。
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「……」

　その時。

　男神ソーマは、顔を上げた。

「どうした、主神様よ？」

　腰から瓢簞ひょうたんを吊つるすドワーフ、チャンドラがその様子に気付き尋ねてくる。

　都市南東部、第三区画に存在する【ソーマ・ファミリア】の本拠ホーム。

　団長であるチャンドラとともに神室しんしつで身辺整理を行っていたソーマは、動かしていた手を止め、窓辺にたたずむ。

　長い前髪で隠れる瞳はチャンドラを見ず、窓の外に向けられていた。

「あの娘こが……階段を上のぼった」

「……？」

「そんな気が、した」

　改宗コンバージョンした後も、最初に刻まれた『神の恩恵ファルナ』の残痕は消えるわけではない。

　施された神血イコルは傷跡のように、あるいは神と契った証のごとく、眷族の背中に残り続ける。

　それが所縁となって──とは思わないが、ソーマは一人の少女が神々に一歩近付いたことを感じ取った。

「あの娘こ、とはリリルカ・アーデのことか？」

「……ああ」

「何だかよくわからんが……あの娘むすめが気になるなら、【ヘスティア・ファミリア】のもとへ訪ねるか？」

　団長に就任してまだ数ヵ月のチャンドラだが、全くもって言葉足らずの主神の言わんとしていることは段々と理解できるようになっていた。ちょうど過去の団員名簿を手に取っていた彼は、ぱらぱらと頁ページをめくり、雑に記されたリリの項目を開く。

　主神の肉筆なのか、そこには種族や性別など最低限の情報しか載っていない。

　チャンドラの問いに、黙って立っていたソーマは、ゆっくりと顔を横に振った。

「いや……よす」

「む、なぜだ？」

「俺おれの方から、あの娘こに歩み寄る資格は、ない」

「資格がない？」

「俺は一度、あの娘こを見限っている。……そして、あの娘こはもう、俺の手から離れた」

　それでソーマの言葉は終わった。

　もう喋しゃべらないと察するチャンドラは、「相も変わらずよくわからん神だ」と肩を竦すくめる。紐ひもで縛った大荷物を軽々と肩に持ち上げ、外へ運ぶために一度神室しんしつから出ていった。

　一人になったソーマは、窓の外に広がるオラリオの街並みを眺める。

　そして、呟つぶやいた。


「おめでとう、リリルカ・アーデ…………小さかった娘こ」



　この光景のどこかにいるだろう少女に向かって。

　後ろめたさと贖罪しょくざい、祝福をこめて。

「大きくなったね」

　小さな笑みとともに、呟いた。

















　リリルカ・アーデがこの世に生を受けたのは、十五年前のことだ。

　当時のオラリオの治安は、長い歴史の中でも最悪だったとリリは聞いている。

　原因は『三大冒険者依頼クエスト』の失敗。

　迷宮都市の頂点に君臨し続けていた男神ゼウス・女神ヘラの両派閥──世界最強の冒険者達は、力ある古いにしえの怪物の討伐に臨み、最後の一体である竜の王に敗北し、全滅した。主戦力を失った二つの【ファミリア】は壊滅的打撃を被こうむってしまう。

　そして、多くの者達から畏おそれられていた強大な都市二大派閥の弱体化は、悪の台頭を招いたのである。

　下界全土が望む悲願が打ち砕かれ絶望する民衆をあざ笑うかのように、あるいは今こそと哄笑こうしょうするかのように、闇やみの勢力がオラリオにのさばった。闇派閥イヴィルスと呼ばれる過激派集団を筆頭に、それまで抑圧されてきた無法者達が混乱期の幕開けを迷宮都市にもたらしたのである。

　始まる派閥の新旧交替。敗北者と化した王者達を追い出し、新たな希望となるべく抗争を勃発させた女神達の二つの派閥。更に混乱を収束させようと続々と立ち上がった、正義を掲げる神の眷族けんぞく達。

　正義と悪、秩序と混沌こんとんがしのぎを削る当時のオラリオは、まさしく激動の時代だった。

　罪が溢あふれ、悪が裁かれず、無法者達が笑う日常。

　そんな時代の中に、リリは生まれたのだ。
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「おかねを、ください……」

　リリの物心がついたのは、三歳の時である。

　最初に覚えたのは物乞いの方法だった。ボロ布同然である服を纏まとい、素足で薄汚い通りに立って道みち行ゆく者達に両手を差し出す。背に恩恵ステイタスが刻まれていなければ野垂れ死にしていたかもしれない。実の親に言われるまま、闇に月が浮かぶまで同情と金貨が手の中に落ちるのを待っていた。

『──金を持ってこい』

　両親がリリに再三さいさん言いつけてきた言葉だ。

　小人族パルゥムの父親も母親も、幼いリリにそれだけしか言わなかった。彼等が親らしいことをした記憶がリリにはない。

　リリと両親が所属する【ソーマ・ファミリア】。

　主神ソーマが酒作りのためだけに結成した派閥は歪ゆがんでいた。多くの資金を必要とする神の趣味のため、稼ぎを上げた成績上位者に『賞品』──『神酒』を渡す派閥内制度。『神の力アルカナム』を封印した身でありながらソーマが生み出す極上の美酒に多くの構成員が虜とりことなり、激しい金の稼ぎ合いが行われていた。文字通りの神の酒をもう一度味わおうと、我を忘れてしまうほどに。

　リリの両親も『神酒』の魔力に取りつかれた者達と同じだった。生まれたばかりのリリでさえ利用して、金集めに躍起になっていた。

　気が付けば、両親は亡くなっていた。

　金を、いや『神酒』を求めるあまりダンジョンの奥であっさりとモンスターに殺されたらしい。馬鹿ばかな奴やつ等だと嗤わらう団員達の会話から両親の訃報を知った幼いリリは、悲しみという感情を理解できなかったが、【ファミリア】の中で自分が本当に孤立したことだけはわかった。

　小さなリリを気にかける者はいない。視界にも入らない。

　物乞いを続け、時には野良犬のように塵ごみをあさりながら苦しい日々を凌しのいだ。

「……おなか、すいた」

　路上と本拠ホームを往復する毎日の中で、やせ細った手を見下ろしながら、リリは疑問を抱くことが多くなった。一体、誰が今まで自分を育ててくれたのだろう、と。

　こうして物心がつき、一人で動けるようになるまで自分の世話を焼いていたのは誰なのか。育児もほぼ放棄していた両親が守っていてくれたとはあまり考えられない。リリは幼心ながら常に疑問を覚えていた。

「ぁ……かみさま」

「……」

　腹の呻うめき声に促されるように食料を求めて本拠ホームをさまよっていたその日、リリは廊下で己おのれの主神、ソーマと出くわした。

　茫洋ぼうようとした男神。長く伸びた前髪が目もとを隠し、一言も喋しゃべらず、何を考えているのかちっともわからない。崇拝の対象が『神酒』に変わった現状でも、静かな神威しんいを纏うこの神物じんぶつが他ほかの団員達に畏れられていることをリリは知っていた。

　すぐ目の前で立ち止まったソーマは、前髪の隙間すきまから墨色の瞳ひとみでリリのことを見下ろしてきた。背中に刻まれた【ステイタス】が疼うずく錯覚を覚え、慌あわてて廊下の角に隠れる。

　こそっと角から顔を覗のぞかせていたリリは……気が付くとソーマが抱えていた紙袋に視線が釘付くぎづけとなっていた。ほんのりとした油と塩の香りが立ち上る袋の中身は、狐きつね色に揚げられたジャガ丸くんだった。

　くぅ、と小さなお腹なかが音を鳴らす。

　己の体を見下ろしながら腹部をさするそんなリリに対し、ソーマは無言のまま近付いた。

　迫る影にはっとするリリが怯おびえていると、ジャガ丸くんが一つ、差し出される。

　目を丸くするリリは、眼前に差し出された食べ物と顔色をちっとも変えない主神を交互に見た。そして、おずおずと受け取った。

　小さな唇をいっぱいに開いて、かじりつく。

　サクッと温かい衣ころもが鳴る音とともに、芋の旨みが口の中を満たす。

　久方振りのまともな食事に全身が弾はずむように喜んだ。

「ぁ、ぁの……ありがとう、ございます」

「……」

　必死に指まで舐なめて全て食べ終えた後、拙つたない言葉遣いで感謝を告げても、ソーマはやはり何も答えなかった。

　ややあって歩みを再開させ離れていく主神の背中を、リリは迷いながらも追った。

　ぺたぺたと足音を鳴らしながら、本拠ホームの神室しんしつに入ったソーマの後に続く。おずおずと扉をくぐったリリに主神は何も言わず、追い払おうともしなかった。

　小皿にジャガ丸くんを数個置いて、椅子いすの上に乗せる。

　それが自分に与えられたものだと気付くのに、リリは時間を要した。

　黙々と食べ始めるリリを他所よそに、一つのジャガ丸くんで食事を済ませたソーマは、酒の原料なのか部屋の隅で植物の混和を始める。乳鉢と棒を用いてごりごりと音を鳴らしていった。

（この、音……）

　空腹が解消され、瞼まぶたが徐々に下がり始める中、リリはその作業音に聞き覚えがあるような気がした。

　遥はるか前、記憶にも残っていない夢の狭間で流れていた、子守唄のような音。

　その規則正しい一定な節奏リズムは間もなくリリを眠りの世界へと誘いざなった。床に横になり、丸くなりながら、閉じた瞼から透明な滴しずくを流す。

　やがて、父親でも母親のものでもない大きな手が、リリの体を抱きかかえた。寝具ベッドの上に寝かされ、温かな毛布をかけられた時、眠りについた筈はずの彼女の瞼から涙が止まらなくなる。

　何も語ってくれない神の側で、リリは生まれて初めて他者の愛を知った。

　そしてそれが、最初で最後の主神の温もりだった。
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　リリにとっての契機、運命の日が訪れたのは、六歳の誕生日を迎えた直後のことだった。

　物乞いや物拾いなど行なっては、何も言わないソーマの部屋に足を運ぶ日々を繰り返していると、【ファミリア】の全団員に召集がかかった。

　主神を抜きにした、眷族のみの集会だった。

「よく集まってくれた、諸君。今日から私が団長となり、主神ソーマ様に代わって派閥の指揮をとる」

　薄汚れた広間の中、急造の壇上に立つ男の名は、ザニスと言った。

『神酒』を争うために幹部の入れ替わりが激しい【ソーマ・ファミリア】の中で、ザニスはＬｖ．２に上り詰めたほどの実力者だった。目障りな団長候補を葬ってあそこにいる、と不穏な囁ささやき声がリリの耳に届いてくる。

　何か嫌な予感が拭ぬぐえない中、二十代前半に見えるヒューマンの男が指を鳴らすと、各団員に杯さかずきが配られた。

「今後、【ソーマ・ファミリア】は更なる拡張を目指す。今のオラリオは時期も時期だ、新たな入団者を交え、この時代の荒波を越えてゆこう。……この酒は我々の活躍に期待する主神ソーマ様から振舞われた酒だ」

　ざわっ、と喧騒けんそうが膨らんだ。

　新規の入団者、今まで『神酒』を口にしたことのなかったリリのような下位構成員、多くの者が行き届いた酒に視線を落とす。あのソーマが『神酒』をこのように振る舞う筈がないとわかっていながら──新団長ザニスが酒蔵から盗んだものだとわかっていながら──甘く涼しい芳香に引き寄せられるように、杯を唇へと近付けていった。

　幼いリリも同じだった。その『神酒』の魔力に抗えず杯をゆっくりと持ち上げる。

　かけている眼鏡めがねの奥でザニスが目を細める中、彼もまた杯を高く掲げる。

「派閥の発展を願って──乾杯」

　男の唇が醜悪な笑みとなって歪む。

　そして、『神酒』を口にした次の瞬間、


「────────」



　リリは獣に成り下がった。
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　それから、リリはソーマの部屋に向かうことはなくなった。

　代わりに、両親の死に場所となり忌避きひしていた筈のダンジョンへともぐるようになる。

　金を、いや『神酒』を得るために。

　──飲みたい！

　──もう一度、あれが飲みたい！

　──何が何でも!!

　目の色を変え、リリはザニスが提示する資金集めの基準ノルマ達成に躍起になった。

　両親と全く同じ道を辿たどるように、冒険者となって『魔石』の輝きを欲したのだ。

「……」

　酒をひたすら求める餓鬼がきと化したそんな自分を、本拠ホームの上階からソーマが失望と落胆の眼差まなざしで見下ろしていたことを、リリは知らない。

　ザニスの企たくらみ──『神酒』による派閥統率を境に、主神が眷族達に完璧かんぺきに見切りをつけたことも。

「金を持ってこい、派閥に富とみをもたらせ！　我等の主あるじが求めているのだ!!」

　資金集めはより激化していく。

【ファミリア】の管理、運営は今まで以上に苛烈かれつなものとなり、派閥は新団長の私利私欲のために動いていると言っても過言ではなくなった。酒の魔力に取りつかれる信者達はそのことに気付きもせず、『神酒』を飲ませてやる、という魔法の言葉に無我夢中に従った。

　闇派閥イヴィルスを始めとした凶悪な無法者どもの影で行われる悪事の数々は、管理機関ギルドも捕捉し切れるものではなく、首謀者の狡猾こうかつさを物語っているかのようだった。

【ソーマ・ファミリア】の歪みは静かに、そして大きく広がっていった。


「はぁ、はぁ、はぁ……！」



　一方で、小人族パルゥムであり貧弱だったリリは、組織の歯車とは遠いところでもがき続けた。

　手を血まみれにしながらナイフを振るい、『ゴブリン』や『コボルト』など低級モンスターをダンジョンで屠ほふる。決して正面から飛びかからない。物陰で息をひそめ、己こそが喰くわれる恐怖と戦いながら、獲物が一匹になったところを見計らって奇襲する。弱くて、卑怯ひきょうで、効率が悪い、幼いリリの精一杯のやり方だった。

　だが、すぐに限界はやって来た。

　武器の整備費、道具アイテム、日に日にぼろぼろとなっていく体。残酷なハイリスク・ローリターン。ダンジョンにもぐる度に赤字となる。

　主神に泣きついて【ステイタス】を更新されても結果は変わらない。独学独力の限界、何よりみじめなほどリリには冒険者としての素質がなかった。

　非力なリリはサポーターへの転換を余儀なくされたのである。

　そして──搾取の日々が始まった。

「まって、まってください……!?　話がちがう！」

「愚図グズなお前のせいで稼ぎが減った！　報酬をくれてやるだけでもありがたく思え！」

　醜い報酬の奪い合いが待っている自派閥の団員との共同探索を避けて、他派閥のパーティの荷物持ちを務める度、冒険者達は小さなリリのことを虐しいたげた。

　分け前が減るのは当たり前。身に覚えのない罪を非難されてはただ働きを強要され、自衛用の武器や自前の回復薬ポーションを奪われることさえあった。

　──酒場の喧騒、迷宮探索の稼ぎを湯水のように使う冒険者達、報酬を分けてもらえるよう彼等の足もとに縋すがる自分。

　飛んできたのは蹴けりだった。倒れ伏して苦悶する自分の目の前に放り投げられたのは、報酬の金貨ではなく、僅わずかな鳥肉だった。

　這はいつくばって食えとばかりに上がる酒場中の笑い声を、冒険者達の嘲笑ちょうしょうを、リリは永劫えいごうに忘れることができないだろう。

　屈辱と絶望が胸の中で渦を巻く。涙が頰ほおを濡ぬらさない日はなかった。

　専門職のサポーター。蔑視べっしの対象。

　ただの荷物持ち。代えがいくらでも利きく消耗品。

　リリは神から授さずけられた己の手札カードと、世界の酷薄さを、この時に嫌というほど味わった。

（……どうして、リリはこんなに……）

『神酒』の魔力が薄れていったのもこの時だった。

　酔いが醒さめてしまうとあっけないもので、リリは途方もない虚むなしさに襲われた。自分をこうまで惑わせた『神酒』と主神ソーマに、恐怖さえ覚えた。

　しかし、もう引き返せない。下級冒険者達の間でリリはちょうどいい金蔓かねづるとして目を付けられてしまっている。

　力を貸してくれる者や己を庇護ひごする存在は、歪み果てた【ファミリア】にいる筈もない。身内で争っている彼等ら彼女等らの目にもリリはただの道具としか映っていなかった。

（助けてくれた誰かも、もういない……）

　いつの日か、確かに食料を恵んでくれた神物じんぶつの顔を、リリは思い出すことができなかった。

『神酒』の激しい飢えに洗い流され、あるいは地獄のように続く苦痛の日々に押し潰つぶされ、温かった筈の記憶は砂のように風化していたのだ。

　思い出さえ失ってしまったリリはもはや、ただ生きるために泥沼をかき分け続けた。

（死んでしまいたい……でも）

　痛い、苦しい、寂さびしい、もう嫌だ。

　叫ぶ心の声に突き動かされ、何度も命を捨てようと考えた。

　だがリリは知っていた。怪物モンスターの爪つめに引き裂かれる灼熱しゃくねつのような痛みを。冒険者達に蹴りつけられるむせび泣くほどの苦しみを。

　あれ以上の苦痛など想像するだに恐ろしく、死に踏み切ることはできなかった。


「──っ！」



　搾取される日々に耐え切れなくなり、リリはある日、とうとう逃げ出した。

　大粒の涙を流し、冒険者達からも、【ファミリア】からも。

　神の眷族の肩書きを捨て、無所属フリーの一般人になりすまし、ささやかな幸せだけを願った。

　だが。

　そんなリリのささやかな願いも、冒険者達は許しはしなかった。
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【ソーマ・ファミリア】から逃げられないと理解したのは。

　自分が冒険者に永劫えいごう苦しめ続けられると悟ったのは。

　己が身を寄せていた、老夫婦の花屋が無残に破壊された光景を見た瞬間だった。

「お爺じいさん、お婆ばあさん!?」

　事件の顚末てんまつは【ソーマ・ファミリア】に所属する冒険者達の襲撃だった。

　辿り着いたリリの居場所を徹底的に壊すように、あたかもお前がいるのはこちら側だと警告するかのように、『神酒』の魔力に取りつかれた者達が金を始めとした全てを奪っていったのだ。抗争が連鎖する都市の状況下で、余裕のない『ギルド』も他派閥もこうした犯罪を取り締まることができず、捜査の手が彼等に伸びることはなかった。

　破壊された花屋と同じようにヒューマンの老夫婦は痛め付けられていた。己の留守の間の惨事に、住み込みで手伝いをしていたリリは駆け寄って手を伸ばす。

　自分を迎え入れ、孫のようにして優しく接してくれた老夫婦は──その小さな手を払いのけ、拒絶した。


「────」



　優しかった筈の二人の瞳が、非難と嫌悪に染まっていた。

　唇から血を流し痣あざだらけとなった夫、力なく地面に座る彼の背を涙交じりに支える妻。リリを迎えたばかりに巻き込まれた老夫婦は、汚物でも見るかのようにこちらを睨にらむ。

　反転した彼等のその眼差しに、リリの小さな胸が罅ひび割れた。

（──待って）

　老人が静かに唇を開こうとする。

　待って、お願い、言わないで、とリリは全身で叫びかける。だが何一つ言葉にならない。

（──呼んでください）

　私リリを呼んで。

　いつもみたいに私リリを優しく呼んで、頭を撫なでてほしい。

　仕事を失敗しても、大丈夫だよ、と言ってくれたあの時のように笑いかけてほしい。

　私リリを必要として。

　私リリを助けて。

　私リリを、見捨てないで。

　貴方達にも見放されてしまったら、私リリは──。




「──お前なんかと会わなければよかった」




　リリの中で何かが壊れた。

　老夫の言葉が心を切り刻み、血のように大切な何かが溢れ出す。

　彼等に追い出されたリリは生きる亡者のように街をさまよい、気付けば暗い夜天の下、雨に打たれていた。

「はっ、はははっ……」

　誰もいない路地裏の真ん中で、リリは雨ざらしになりながら笑った。雨の滴がその小さな頰を伝い、幾筋も流れ落ちていく。

　老夫婦に贈られた可愛かわいらしい子供用の服が、勢いが増す雨を吸って、枷かせのように重くなっていった。

（誰も呼んでくれない、誰も頼ってくれない、誰も必要としてくれない……誰も、助けてくれない）

　自分は一人だ。

　差し伸べられる手はどこにもない。

　ちっとも優しくない世界は甘い夢を見せた後、必ず残酷な現実に引き戻す。

　リリはそれを理解した。

　背に刻まれた、この呪のろわれた眷族ファミリアの烙印らくいんをどうにかしない限り、自分に安息と自由は訪れないのだと、はっきり理解した。

　声を上げて笑う。

　その笑声の奥に、嗚咽おえつを押し隠す。

　リリの瞳は、この日から荒すさんでいった。
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　その後ご、リリはサポーター業を続けていった。

【ソーマ・ファミリア】は勿論もちろん、他の冒険者達から便利な荷物持ち扱いされようが、彼等の従順な下僕しもべを演じた。利用され、こき使われても、人形のような笑みと氷のような無表情を纏い、いつか派閥の呪縛から解放されるその時まで耐え忍ぶ。もうどこかに逃げたり、他者を頼る真似まねはしなかった。自分以外の誰かに被害を与えるのは──また誰かの優しさに裏切られるのは──嫌だった。【ファミリア】の脱退金に見合うだけの資金を用意するため、金を貯め込む毎日を送った。

　この頃ころからリリはすりなどの盗みにも手を染めた。心が擦り切れ、綺麗きれい事を信じなくなった彼女はもう手段を選ばなかった。盗賊としての技は日に日に培われていくようになる。

　無論、いい金蔓として目を付けられていたリリは、これまでがそうであったように搾取されることも何度もあった。

「ちっ、これだけしか持ってねえのか！」

　散々殴り付けられ地面に倒れ伏す自分に、金貨の詰まった袋を奪った獣人の男、カヌゥが舌打ちする。弱者であるリリから搾取を続ける【ソーマ・ファミリア】の一人だった。

　力つきた自分をカヌゥとその一味が見下ろす中、一歩外そとから見守っていた細面のヒューマンが、後ろ手を組みながら笑みを歪める。

「ソーマ様の『神酒さけ』も飲まず、よく頑張っているな、アーデ？　何か願い事でもあるのか？」

「……」

　団長であるザニスの問いかけにも、床に顔をつけるリリは答えなかった。

　あれからリリは『神酒』を一滴も飲んでいない。ザニスの計らいで定期的に摂取している他団員とは異なり、自分を惑わせた神の酒を忌いみ嫌い、そして恐怖していたからだ。

　首領の言葉に何も反応しないリリの頭を、下っ端であるカヌゥが返事をしろと蹴り付ける。

「団長ぉ、やっぱり娼館に売っちまいましょう。こんな小人族ちびでも、歓楽街あそこに持っていけば少しはまとまった金になりまさぁ」

「──何をしている？」

　カヌゥがザニスに向かって下卑げびた笑い声を上げていると、リリ達のいる本拠ホームの裏庭に、何者かが通りかかった。

　朦朧もうろうとする意識の中で聞こえてきた野太い声に、リリは眼球だけを動かす。

「おお、チャンドラの旦那。実はですねぇ……」

　ぼやけた視界に映るのは、ずんぐりとしながら筋骨たくましいドワーフの輪郭だった。

　カヌゥから話を聞くドワーフは、眉まゆをひそめる素振りをする。

「娼館など止めておけ」

「……なんですかい、チャンドラの旦那。このガキを庇かばうおつもりで？」

「他派閥よその恩恵おんけい持ちの女を売っても、歓楽街に密偵かと勘繰られるだけだろう。もし【イシュタル・ファミリア】にでも目を付けられたらどうする」

「うっ……」

　ドワーフの声の後に、カヌゥとその一味のたじろぐ気配が続いた。

　チャンドラと呼ばれた男は、最近になって派閥へ入団し、頭角を現しているＬｖ．２のドワーフだったとリリは記憶している。今のところ自分を虐げず、害にもなっていないドワーフの顔を思い浮かべながら、彼女は力を振り絞って顔を上げた。

　傷だらけのリリのことを、ザニスだけが変わらず見下ろしていた。

「ふむ、そうだなぁ……」

　カヌゥ達の話を吟味するように、ザニスは目を細める。

　眼鏡の奥で理知人を気取っている男の双眸そうぼうを、リリは空っぽの瞳で睨み付けた。

　やがて、男の唇は三日月を描く。

「チャンドラの言う通り、無用な疑いを招く必要はない。アーデは今のまま我が派閥につくしてもらおう。それに、ふふっ……そちらの方が面白おもしろそうだ」

　リリの冷え切った瞳を、この世の全てを恨んでいるような眼差しを、心底気に入ったようにザニスは笑った。

　一連のやり取りを黙って見聞きしていたリリは、静かに拳こぶしを握り締めた。

　全身を苛さいなむ痛みと怒りの感情が、体の奥に黒い火をつける。

　今日だけではない。これまでの仕打ちがリリの復讐心ふくしゅうしんを駆り立てた。

　己を見下ろしながら嗤う、憎き冒険者を睨み付けながら、リリは自分の胸から怨嗟えんさの声がこぼれ落ちるのがはっきりとわかった。
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　それから月日は進み、生まれて十三の年を迎える頃。

　少女は復讐を実行した。




　雨が降りしきる路地裏に、激しい怒声が響き渡っている。

　入り乱れる足音とともに何人もの冒険者達の罵倒ばとうが聞こえてくる中、荒い呼吸を繰り返す美しいエルフの少女がいた。

　水溜たまりをばしゃばしゃと鳴らし、自分を探す追手から完璧に逃れると、足を止めて壁に寄りかかる。

　金の長髪を雨で濡らすエルフの少女は呼吸を律しながら、静かに唇を開いた。

「──【響く十二時のお告げ】」

　その詠唱が響いた瞬間、たちまち彼女の全身を灰色の光膜が包み込む。

　次の瞬間、そこに立っていたエルフの少女は姿を消し、栗色の髪を頰に張り付かせるリリが現れた。

　漏もれ出る吐息と手足を震わせながら、携えていた包みを開く。

　中には金銀に輝く腕輪や指輪といった冒険者用装身具アクセサリー、稀少種レアモンスターの戦利品ドロップアイテム、更にナイフ型の『魔剣』まで存在した。

　リリの瞳が滲にじみ、その唇に歪んだ笑みが宿る。

「やったっ、やりました──ざまぁーみろっ!!」

　変身魔法【シンダー・エラ】。

　半年前、己の【ステイタス】に発現した『魔法』を用いて、リリは冒険者を出し抜いた。

　いじらしく、無害で可憐かれんなエルフのサポーターに化けて冒険者達に近付き、ダンジョン内で彼等から金品を掠かすめ取ったのだ。

「あはははははははははははははははは！」

　リリは笑った。

　何年振りとも知れない盛大な笑い声を上げて、暗い喜びに満ちた。

『魔剣』を始めとした金品を盗まれた冒険者達の怒号が今も聞こえてくる。必死に衝動を抑えようとするも、笑いが堪こらえ切れなかった。

　変身を解き、『盗みを働いたエルフの少女』ではなくなった自分にもう追手の手は届かない。後は再び変身してこの戦利品を売り払ってしまえば、足がつくこともなく大金が手に入る。

　とうとうやってやったと、リリは雨空を仰いだ。


（これから、今まで苦しめてきた冒険者達にっ……！）



　きっと、この変身魔法【シンダー・エラ】を駆使すれば別の方法で金を稼ぐこともできる。もっと別の道で生きていくこともできるだろう。

　だが、虐げられてきたリリの恨みと憎しみの心がそれを許しはしなかった。

　溜め込まれてきた怒りと嘆きが、弱い少女に冒険者達への復讐を誓わせたのである。

　泥水をすすりながら生きてきた今日までの人生から、決別するのだ。

　冒険者達から今まで奪われてきたものを全て取り返し、自分の手で自由を手に入れるのだ。

　油断すれば溢れ出る罪悪感を蹴り飛ばし、胸の奥に封じ込めながら、リリは無理矢理笑い続けた。

　一頻ひとしきり笑った後、その場から移動を始める。

　優しかった者達に追い出された、いつの日かと同じように降りしきる雨を浴びながら、リリは血を流す手負いの体を引きずって、煙る街の奥に姿を消した。
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　リリはその日から、何度も盗賊紛まがいのことを繰り返した。

　冒険者達をダンジョンの中で罠わなに嵌はめ、金目のものを奪って全力で迷宮から帰還する。サポーターごときに出し抜かれ怒り狂う冒険者達は時には罠を突破して追ってきたが、リリの変身魔法は完璧で誰も彼女を捕えることはできなかった。自派閥である【ソーマ・ファミリア】の者達からも金品を巻き上げた時は、少しは溜飲が下がる思いだった。

　喜びの裏で感じていた虚しさには、必死に気付かない振りをする。むしろ再燃させる怒りの力で軟弱な意志をねじ伏せる。お前はこれまでの仕打ちを忘れたのかと。

　そして、何度も冒険者達に意趣返しを行い、二年が経過した時。

　リリは水を張った桶おけを見て、自分の瞳が淀よどんでいることに気付いた。

　逃げ帰ってきた隠家アジトである安宿。今日もまた冒険者達を罠に嵌め、赤い血を流し、モンスターの死骸──灰粉を被かぶった自分は、笑えるほど汚きたならしい。

　ぼうっと水面を眺めていたリリは、唐突にある童話を思い出した。

　あれは花屋の老夫婦の家で読んだものだっただろうか。どこで見たかは詳しく覚えてないが、ありふれた物語だった。

　悪戯いたずら好きの精霊に魔法をかけられ、絶世の美女に変身してしまうみすぼらしい灰被はいかぶりの少女。淡い夢を見るため王宮に向かい王子に見初められてしまう彼女は、精霊の魔法が解けて逃げ出してしまうが、後日、王子が見つけ出す。

　魔法が解けた少女を、王子が迎えに行き、彼女は幸せになるのだ。

　血と灰に汚よごれた、鏡の中のもう一人の自分を見つめながら、リリは疑問を投げかけた。

　この偽りだらけの変身魔法まほうを解いた時──本当の自分に手を差し伸べてくる者は、存在するのだろうか？

「……馬鹿馬鹿しい」

　己の想像に、鏡に映る自分に、リリは嘲笑してやった。

　一人しかいない部屋の中、乾いた心を冒険者への怒りで上書きしながら、寝具ベッドの上で埃ほこりっぽい敷布シーツにくるまる。

　人の温もりを忘れている冷えた己の手を、窓の外に広がる月夜が見下ろしていた。
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　そう。

　自分を見つけ出し、迎えにくる王子など子供の夢物語、架空の存在だ。

　ましてや──自分を救い出してくれる『英雄』などいないのだから。

　だから、今日もまた。

　仮面を被り、無邪気な子供を装いながら、間抜けな冒険者を騙だましてやろう。

　次の獲物は決まっている。

　怒り狂う粗暴そぼうな冒険者から自分を庇った、いかにも駆け出しなヒューマン。

　こんな見ず知らずの薄汚い小人族パルゥムを助けて何を考えているのかと思っていたら、出てきた言葉は『女の子だから庇った』という噴飯ものの台詞せりふ。あまりにも愚かで、馬鹿馬鹿しくて、そんな理由聞いたことがなくて、その時は呆あきれ果て笑うこともできなかった。

　純粋さを表すような白い髪に、瞳の色は兎うさぎのごとき深紅ルベライト。

　消えきれていない田舎者いなかものの空気。きっと都市に来たばかりなのだ。

　そして匂においでわかる。底抜けのお人好しだ。

　どこかのみじめな小人族パルゥムとは違って環境に恵まれたのだろう。まだ痛い目に遭っていないに違いない。

　だから、自分が教えてあげよう。

　この都市の汚さを、過酷さを、非情さを。

　神に恵まれでもしなければ重苦に押し潰されていく現実を。

　授業料は、身分に不釣合いなあの漆黒のナイフだ。

　その無垢むくな心を自分のように汚してやる。自分の瞳のように歪めてやる。

　自分のように染まってしまえ。

　裏切られて、泣き叫び、誰も彼も信じられなくなってしまえ。

　二度と『女の子だから』などという馬鹿げた台詞を言えなくしてやる。

　そもそも見るからに御しやすそうな鴨カモだ。すぐに片が付く。

　あの業物わざもののナイフさえ手に入れれば、もしかしたら目標の金額にも届くかもしれない。【ファミリア】の呪縛から解放されるかもしれない。

　さぁ、汚い灰はいを被り、欺あざむこう。

　自分も他人も欺き続けたその先に、希望があると信じて、リリは今日もまた一人の冒険者に声をかけた。

「──お兄さん、お兄さん。白い髪のお兄さん」

















「し、『深層』……」

　くらり、と。

　目眩めまいを覚えたエイナは、テーブルに突つっ伏ぷした。

　対面に座って気まずそうにしているのは彼女の担当冒険者、ベル・クラネルである。

　うららかな午後の日差しが窓から差し込むギルド本部。

　その面談用ボックスで、エイナは先日の『遠征』について聞いている真っ最中だった。

　地上に帰還した際には、ベルの容態もあって詳しい説明は聞けなかった。それからも何かとバタバタしていて──上級冒険者の多大な犠牲による報告や後処理などもあって──後回しになっていたのだ。

　そうして、今。

『真相』を聞いてエイナは卒倒したのである。

「……それじゃあ、『大蛇の井戸ワーム・ウェール』に呑のみ込まれた後、『深層』を四日間も彷徨さまよってたってこと？」

「はい……それで、リューさん……【疾風しっぷう】に助けてもらって、何とか生き繫つないで……」

「……具体的には？」

「……闘技場コロシアムを抜けようとして、やっぱり死にかけて、火炎石ばくだんを使ったら床が抜けて……あとそこで、未開拓領域を見つけました……」


「あああぁぁ……！」



　遮音性しゃおんせいの優れた一室の中、のろのろと顔を上げたエイナだったが、続くベルの説明に頭を両手で抱えて本気で呻うめいた。

　宿場街リヴィラの大頭ボールスが窓口に突っ込んできたこともあり、【疾風】のごたごたに巻き込まれたのは知っていた。だが裏を返せば、それだけだと思っていた。

　誰が前哨戦ぜんしょうせんで『強化種モス・ヒュージ』とやり合った挙句、要注意人物一覧ブラックリストの調教師ジュラ・ハルマーが操あやつる『大蛇の井戸ワーム・ウェール』と交戦し、前代未聞の『破壊者イレギュラー』とも死闘を繰り広げ、止とどめに『深層』に落ちたなど予想できるだろうか。恐らく、神にだって無理だ。

　ベルは言葉を選ぶようにたどたどしかったが、『ジャガーノート』なる存在はウラノスも知るところらしい。ギルド上層部をすっ飛ばした主神の神意しんいというのなら、エイナも件くだんの化物モンスターについては黙秘するが、正直しょーじき何が起こってるのかわからない。【疾風】とベルが知り合いだったということも驚きだったというのに。

【ファミリア】の到達階層についても、『深層』に達したことは絶対秘匿する方針であると聞く。こちらはリリの差し金であるが、彼女からしてみれば管理機関ギルドへ収める税金上昇の可能性など絶対排除したい事柄だろう。

　違反ではあるが、状況を顧みても虚偽の報告は当然の権利のようにも思える。

　だからエイナもそれには協力する。

　協力するが……

「……ちなみに、今回更新した【ステイタス】のアビリティは？」

「えーと……一番高いので、Ｂです……」

　ばたりっ、と。

　エイナは万歳の格好でテーブルに突っ伏した。

　二度目である。

（あ、頭が痛い……）

　話を聞いただけなのに、もはや満身創痍そういだった。

　羽根ペン片手に羊皮紙に書き綴つづっていた記録メモは、早い段階で用をなさなくなった。

　どうせ提出しないだろうなーと思っていたが、やっぱり提出できそうにない。

『遠征』の内容を含めた第二級冒険者ベル・クラネルの報告書は、今回もお蔵入りである。

【ヘスティア・ファミリア】初の『遠征』──『ギルド』からの強制任務ミッションは『失敗』。

　全てその一言で片付けることをエイナは決めた。

　余計な改変や脚色は絶対にボロが出ると確信したからだ。

　少年の参謀ブレーンであるリリと口裏を合わせることが決定した瞬間である。

（とりあえず、ベル君にはもっと座学の時間を設けよう……）

　もうこの子には何が起きるかわからない。

　超一対一マンツーマンで超集中講義をする。絶対にする。

　ずれ落ちそうになっている眼鏡めがねを押さえながら、エイナはそんなことも心に決めた。

　人知れず哀れな少年の運命が決定した瞬間でもあった。


「…………」



　色々なことに思考を巡らせていたエイナは、そこで息を吸った。

　顔を上げ、きっと眉尻まゆじりを吊つり上げる。

「ベル君、立って」

「は、はい？」

「いいから立って！」

「は、はいっ！」

　険しい、にも見える表情で命令をする。

　ベルは慌あわてて椅子いすから立ち上がった。

　エイナも腰を上げ、机を回り込み、少年の目の前まで移動する。

　伸ばすのは手。

　何をされるかわからず緊張していたベルは、怒られると思ったのか目を瞑つむった。

　そして。

「えっ──？」

　抱き締める。

　少年の体を。

「ベル君……帰ってきてくれて、ありがとう」

　エイナは、胸の中の想おもいを告げた。

　大して身長の変わらない、けれど見かけよりずっとたくましくなっている体に腕を回し、互いの間にある距離をゼロにする。

「何度も話したと思うけど……たくさん、帰ってこなかった冒険者がいたから……」

　耳もとでそう囁ささやくと、ベルの肩が一瞬、揺れた。

　エイナは多くの冒険者を見てきた。

　その中で帰ってこなかった冒険者は数えきれない。

　帰ってきてくれた冒険者より、ずっと多い。

　この想いはエイナだけでなく、『ギルド』に関わる職員全員が同じ筈はずだ。

「すごく危ない目に遭って、きっと死んじゃってもおかしくない場所からキミが帰ってきてくれて……すごく、嬉うれしいの」

「エイナさん……」

「だから、ありがとう、ベル君……」

　本心だった。

　エイナが最初に担当になった冒険者も、今はいない。

　彼女も帰ってこなかった。

　あの時のエイナと彼女は、ベルと同じくらいの年齢だった。

　故ゆえに、というのもあるのかもしれない。

　あの時の悲しみを重ね、ベルを通して救われているのかもしれない。

（沢山の『冒険』を越えて、ちゃんと、ここにいる……）

　胸から伝わってくる少年の鼓動が、これが夢でも幻でもないことを証明していた。

　今、こうしてベルと向かい合っていることがどれだけ尊いことか、エイナは知っている。

『深層』から帰還したというのなら、尚更。

　だから我慢できず吐露したのだ。

　この喜びとも安堵あんどとも知れない胸の内を。

　今も溢あふれてくる、再会できたという想いを。

「また会えて、良かった……」

　頰ほおに彼の白い髪が触れる。雪の香りがしたような気がした。

　強張こわばっていたベルの体から緊張が抜け、笑ったのがわかった。

　だからエイナも笑った。

　散々迷った素振りを見せた後、持ち上がったベルの右腕が、ぽんぽん、と安心させるように優しく背中を叩たたいてくれる。

　心の奥からより一層の愛しさが溢れてきて、エイナはもっとベルを抱き寄せた。

　──しかし。

　普段制服スーツに隠れている胸が──ハーフといえどエルフにしてはかなり大きな双丘が──ベルの胸に押しつけられ、音を立てて形を変えた。ベルの吊るされた左腕に添った形だった。というか、見事に固定包帯ギプスに乗っかっていた。

　ベルは赤くなった。

　自分でやらかしたエイナも真まっ赤かになった。

　そこからは、音速だった。

　ばっ!!　とエイナがベルの両肩を摑つかんで引き離す。

　正気を取り戻した二人は、林檎りんごのように赤くなって見つめ合い、勢いよく飛び退のいた。

「わっ、私ちょっと資料取ってくるね!?　たっくさんの教材!!　今度ベル君が50階層まで行っちゃっても大丈夫なくらい勉強するための!!」

「は、はいっそうですね!?　わー、嬉しいなー!!」

　白々しいほどの言い訳で一度部屋ボックスから撤退しようとするエイナ。

　ベルもベルで死刑宣告に等しい通告を言い渡されているのだが、この場の空気を何とかするため勢いよく乗っかる。

　どうぞどうぞと送り出されるエイナはそそくさと退出しようとした。

「あっ、エイナさん！」

　だが、そこで呼び止められた。

　びくっ！　と肩を跳はねさせ、エイナが恐る恐る振り返ると──。

　ベルは勢いよく、お辞儀をした。

「ありがとうございました！　エイナさんと勉強したおかげで、帰ってこれました！」

　緑玉色エメラルドの瞳ひとみが見開かれる。

　学んだモンスターの知識が役に立った。

　教えてくれた『深層』の情報が命を救ってくれた。

　ベルはそう言っているのだ。

　体を戻し、未いまだ赤みが抜けきらない顔で、少年は照れたように笑う。

　呆然ぼうぜんとしていたエイナは、喜びに抱きすくめられるような、まだ恥ずかしいような、そんなちぐはぐの表情で、ぎこちなく笑った。

　眉尻まゆじりを下げた、泣き笑いのような表情だった。

　そこから今度こそ扉を閉め、面談用ボックスを後にする。


「……あ～～～～～～～～っ!!　何してるの、私!?　嬉しかったのは本当だけど……！　神々の言う『せくはら』だって、ベル君に訴えられないかな……」



　足早に移動しながら、尖とがった耳の先まで赤くする。

　個室だからって油断し過ぎ、というか大胆、いやいや変な意味じゃなくて……とぶつぶつ呟つぶやいては自滅して頰の紅潮に拍車をかける。

　熱くなった顔を広いロビーの空気で冷ましながら、カツカツと靴音を早く鳴らすことで必死に誤魔化ごまかした。

「でも……嬉しかったな」

　最後のベルの言葉を思い出し、あどけない笑みを滲にじませる。

　きっとあれは、『深層』から帰ってきてから伝えようとずっと考えていてくれたものなのだろう。

　アドバイザーであるエイナが胸の内を語ったように、冒険者であるベルも心の中の想いを口にしてくれたのだ。

　ふと緩みそうになる顔を、やっぱり慌てて抑えながら、エイナは窓口を隔てロビーと隣接する事務室に入った。

　今あったことを同僚に悟られまいと、自分の作業机デスクに戻る。

「あ～……チュール？」

「ローズさん？　どうしたんですか？」

　と、そこで先輩の受付嬢に声をかけられた。

　赤い長髪を揺らす狼人ウェアウルフの美女、ローズは受付嬢達の間でもまとめ役として頼られているのだが、今は普段の強気な態度が鳴りをひそめていた。

　視線を左右に動かした後、おずおずと切り出す。

「例のお金のことなんだけど……」

「お金？　私、貸し借りなんてしてませんよね？」

「いや、そうじゃなくて……」

　エイナが首を傾かしげていると、ローズは自分の作業机デスクの下をゴソゴソと漁あさった。

　取り出されたのは、大きな瓶びんだ。

　中に詰められているのは、割とかなりの額のヴァリス金貨。

　エイナは思わず仰のけ反ぞりそうになった。

「ほら、前にやったでしょ？　私達受付嬢の間で、『賭かけ』を……」

　あ、とエイナは思い出す。

　そうだ、あれは半年前。

　ギルド職員にあるまじき『賭け』をやったのだった。

「一番長かったやつで『半年』だったから……。【リトル・ルーキー】、いや【白兎の脚ラビット・フット】が冒険者になって、もうそろそろ経たっちゃうし……」

「残っているのはエイナだけとなりました……」

　ローズの言葉を継ぐのは、普段は無表情であるエルフの先輩受付嬢である。

『氷の妖精』などと言われて、実はエイナの次に人気がある受付嬢だが、今はその顔に若干じゃっかんの焦あせりを浮かばせていた。

　見れば彼女達の後ろでも、他ほかの受付嬢が固唾かたずを呑んで成り行きを見守っている。

「そのお金……いくら溜たまっていたんですか？」

「あ～、私達の給金の五倍くらい？」

　溜まった額を聞いて、エイナは押し黙る。

　同時に疑問も氷解した。

　要は『絶対勝てる』あるいは『冗談のつもり』『どうせ無効試合になる』と賭けていた遊戯ゲームが、まさかのエイナの『一人勝ち』となって慌てているのだろう。

　ギルドの華である受付嬢がこんな賭け事をしていると上司に知られたら本気で大目玉を食らうし、『やっぱりなかったことに……』と言い出したい者もいる筈だ。

　件の『賭け』に参加していなかったミィシャだって、隣でその金額を聞いて「ほぇ～」と驚いている。

　黙りこくるエイナの様子を窺うかがっていた狼人ウェアウルフの受付嬢は、これなら有耶無耶うやむやになりそうだと勘違いしたのか、安堵の笑みを浮かべた。

「まぁ、いい子ちゃんのエイナがこんなお金、受け取る筈ないわよね──」

「いいえ、もらっておきます」

　ひょい、と。

　エイナは賭け金が詰まった瓶を押収する。

　次いで、ぎょっ!?　と。

　受付嬢達が、みな目を剝むいた。

　エイナは目だけを除いて、にっこりと笑う。

　そして、有無を言わせない迫力を放ちながら、言った。




「このお金で、ベル・クラネル氏と夕食ディナーに行かせてもらいますので、どうかご心配なく！」





「「「えええええええええええ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～!?」」」



　エイナの爆弾発言に事務室が爆裂する。

　受付嬢達はもとより、悲鳴を上げる者、椅子からずれ落ちる者が続出した。

　特に男性が多い。


　ミィシャも「ほえぇぇぇぇ～～!?」と引っくり返っている。



「い、いけませんエイナ！　職権乱用です！　我々の身に流れるエルフの血に恥ずべき行いをしては……！」

「そうよ!?　有名になったからって若い燕つばめもとい冒険者を頂いちゃおうなんて……！」

「エルフにあるまじき賭博をしてしまったので、謝罪も兼ねてクラネル氏にご馳走ちそうします！　エルフとして、これくらいの贖罪しょくざいはすべきかと！　このお金は彼が受け取るべきです！」

　エイナの正論に、先輩受付嬢達はぐうの音も出ない。

　瓶を預かって背を向けると、他の受付嬢達の制止の悲鳴が飛んでくるが、無視する。

　──エイナは当時のことを思い出して、ちょっと怒っていた。

　だから、これくらいの方がいいのだ。

　別に夕食ディナー云々は方便で、少年にお詫びをするのなら何だっていい。

　それこそ、このお金でまた装備を用意してもらうのも、道具アイテムを揃そろえてもらうのだって。

　彼はきっと素直に受け取らないから、というか全力で遠慮するだろうから、あくまで夕食ディナーという体ていで誘うだけだ。

　よし、何も問題はない。うん、別に私情ではない。だから誘おう。

　説明するのはややこしいが、これから彼と念願の夕食ディナーを食べに行こう。もう決めた！

　冒険者が帰ってきてくれるなら。

　エイナはいくらだって力になるし、いくらだって寄り添う。

　その想いは、あの頃ころから僅わずかも色褪いろあせていない。

　事務室から出る間際まぎわ、エイナは振り返って、騒然となっている職員達に言ってやった。

「だって、私は彼のアドバイザーですから！」

















　黒を基調としたスーツとパンツ。首もとには蝶ちょう型のリボン。

　身の丈に合うよう採寸された制服は、手触りを確かめるまでもなく生地が高級なものであることがわかる。実際に着てみた感想は存外に動きやすい。なんでも、冒険者の戦闘衣バトル・クロスと同じように機能性も優れているということだった。

　かと言って、無償で支給された服に身にあまる感覚が拭ぬぐえるわけでもない。

　窓にうっすらと映る己おのれの制服姿に、エイナはつい恐縮しそうになってしまった。


「今から他ほかの職員と顔合わせをする。先日伝えた通り君達の配属は事務部だ。恐らく通常業務の他に受付嬢としても働いてもらうので、そのつもりで…………聞いているのか、チュール？」



「あ……すっ、すいません！」

　前方で引率している犬人シアンスロープの青年に声をかけられ、エイナは慌あわてて窓から視線を剝はがした。

　長い廊下には同じ格好をした亜人デミ・ヒューマンが何人もいた。すれ違う彼等の横顔はどれも引き締まっており、凛然りんぜんとして見える。すぐ隣にいる学生来の友人はその桜色の髪を揺らし、自分以上にガチガチに緊張していた。

　そんなエイナ達が初々しく見えるのか、一部の者達は笑みを向けてくる。頰ほおに熱が集まるのを自覚しながら無意味に眼鏡めがねをかけ直し、自分達の上司に当たる人物の説明に耳を傾ける。子鹿のように彼の背に付いていくエイナを、窓から差し込む春の日差しが見守っていた。

　そして、目的の部屋に入室する直前。

　廊下の奥に広がる白大理石のホール──その中でひしめき合う大勢の冒険者達が、視界に飛び込んでくる。

　富と名声を求め、怪物の巣窟へと繰り出す、あの命知らず達を支援サポートするのが今日からエイナの仕事だ。

　エイナ・チュール。十四歳の春。

　彼女は迷宮都市オラリオを統べる管理機関、『ギルド』の一員に加わった。
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　エイナが職場に『ギルド』を選んだ理由は、有り体に言ってしまえば金のためだ。

『世界の中心』と謳うたわれる迷宮都市、その中枢機関だけあって『ギルド』の給金は高い。通常の労働者はもとより、場合によっては一端いっぱしの下級冒険者の収益を上回るほど、ギルド職員は高級取りだ。

　だが、エイナは何も金にがめついわけではない。

　彼女が金銭を欲している理由は、家族に仕送りするためである。

　ハーフエルフであるエイナの母親は王族ハイエルフの森の出身だ。とある王女と一緒に里から抜け出した経歴を持つ彼女は、外界の空気が体に合わなかったのか、度々病やまいにかかり床とこに伏せる毎日を繰り返している。母親を愛したヒューマンの父親は、彼女に加え娘のエイナや妹を養うため男手一人で日銭を稼いでいた。寝具ベッドの上で咳せき込みながら微笑ほほえむ優しい母、毎日疲れ果てながらも自分を抱き締める温和な父の姿は、エイナに深く根差す記憶の情景である。

　そんな環境でありながら、自分を教育機関『学区』に入れてくれた両親にエイナは感謝をしている。同時に愛する家族のために、沢山の知識と経験を得て恩返しすることを決めていた。

　武闘、というより運動の適性がなかったエイナは座学を選び──もとより学ぶことは勤勉なエイナにとって苦ではなかった──進路の有力候補として『ギルド』を挙げていたのである。

　その甲斐かいもあって『学区』で好成績を収めたエイナは推薦枠を勝ち取り、狭き門であるギルド本部へ就職を果たしたのだ。

「前に伝えていた通り、正式に『ギルド』の一員として働くことになりました、っと……」

　ギルドに加わるにあたって宛てがわれた職員用の集合住宅、その一人部屋の中でエイナは羊皮紙に共通語コイネーを記していく。

　家族への手紙には近況の報告、後は冗談交じりにこれからの不安が書かれていた。

　新しい環境に対して戸惑い、心細さがないと言えば噓うそになる。父や母、あまり顔を覚えていない年の離れた妹の声も聞きたくなる時だってある。

　けれど同時に、エイナは期待もしていた。

『ギルド』に入ったのは決して家族のためだけではない。『世界の中心』であるこのオラリオで、ギルド職員として働けるのはより見聞を広げることができると期待してのことだった。

　多くの人々、多くの冒険者、多くの偉業。

　この都市はきっとエイナに本でしか知らなかった事柄、あるいは本にさえ載っていない発見と感動をもたらしてくれる筈はずだ。興味と興奮で満たしてくれる筈だ。

　きっと、やりがいがあるに違いない。

　木机の上で羽根ペンの音を奏でながら、背中まで伸びた長い茶色ブラウンの髪を揺らす。まだ幼さを残しつつも端麗である半妖精ハーフエルフの相貌には、いつの間にか笑みが浮かんでいた。

「……うん、頑張ろう」

　文末に親愛の言葉を綴つづり、手紙に封をする。

　窓から差し込む日差しに目を細めながら、エイナは気持ちを新たにした。
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「本日から貴方のアドバイザーを務めさせてもらいます、エイナ・チュールです。よろしくお願いします」

　エイナの最初の仕事は、冒険者の探索アドバイザーだった。

　所属部署の事務仕事はもとより、『ギルド』の華である受付嬢の役職も然るべき指導を受けた後、引き受けることになっている。

　冒険者に接する機会が多い窓口の人間として、日々ダンジョンにもぐる彼等ら彼女等のことを知っておかなければ務まるものも務まらない。迷宮探索が捗るよう冒険者達を支援サポートするのは当然であるが、新人にとっては勉強の一面も含まれていた。

　上司からアドバイザーの手引きをしっかり教わったエイナは、面談用ボックスの中で初対面した担当冒険者に挨拶あいさつをする。

「……ハーフエルフねぇ」

　相手の冒険者は、マリス・ハッカードと言った。

　青い髪を短くまとめた、どこか勝ち気そうなヒューマンの少女である。

　年は十五、細身の体は一六〇Ｃセルチと背丈もエイナより少し高い。

　新人であるエイナと同じく、ギルドに登録を済ませたばかりの駆け出し冒険者だ。

　緊張しながらも作り笑いを浮かべるエイナをじろじろと見ていたマリスは、これ見よがしに溜息ためいきを吐ついてきた。

「私、渋～いドワーフのおっさんを希望した筈なのに……こんな小便臭い半亜人ハーフだなんて」

「なっ」

「はぁ、ついてねぇなぁ。ド新人の職員を押し付けられるなんて……ったく、貧乏くじだよ」

　流石さすが冒険者志望と言えばいいのか。

　育ちが悪いと容易に察せる言葉遣いで不満を漏もらす。

　その顔には、まだ制服を着慣れていないハーフエルフへの侮蔑ぶべつがありありと浮かんでいた。憎まれ口がまだまだ続く。

　絶句していたエイナは、その侮辱にわなわなと肩を震わせ──あっさりと爆発した。

「そ、そっちだってっ、駆け出しの冒険者じゃないですか！　所属してる【ファミリア】もできたばかりの新興派閥で、初心者の癖くせに！」

「なっ、お前っ！　私はこれから第一級冒険者になって名を上げていくんだぞ！　その言い草はなんだ!?」

「右も左もわからないくせに第一級冒険者なんて言わないでください！　百年早いです!!」

「あんだとてめぇえええええええええええええっ!?」

　始まったのは激しい言い争いだった。

　成績優秀、頭脳明晰めいせき、品行方正──そんな三拍子が揃そろっているエイナも、やはり若かったのである。

　遮音性しゃおんせいに優れた面談用ボックスの中で頻しきりに飛び交う罵倒ばとうと反論。立ち上がった少女達は互いの立場も忘れて声をぶつけ合う。特にエイナは相手が冒険者であることも頭の彼方だ。思い浮かべていたアドバイザーの良好な滑り出しとは既にほど遠い。

　何はともあれ、第一印象最悪なこのマリスが、エイナにとって最初の担当冒険者だった。

「発育がいいからって調子に乗るなよォ半亜人ハーフ！」

「どこ見て言ってるんですかぁ!?　貴方が貧相過ぎるだけで私は普通です!!」

「うがぁあああああああああああ!?　もう許さねぇええええええええええええ!!」

　顔を真まっ赤かにして額をぶつけ合う二人の足もと、置いてある木箱の中では、支給品として提供される筈の短剣と軽装が、手持ち無沙汰ぶさたのように光沢を放っていた。




「もうっ、本当に信じられないよ、あの人！」

　その日の夜。

『ギルド』が推奨する高級住宅街近場の酒場で、エイナはマリスへの思いをぶちまけていた。

「顔を見るなり貧乏くじだなんて！　あんな人がいるから、冒険者だって誤解されちゃうんだ！」


「ふぁ～……エイナがそんなに怒ってるの、久しぶりに見た～」



　酒が入っているわけでもないのに声を荒らげる彼女の姿に、対面に座っているヒューマンの少女、学生来の友人でもあるミィシャ・フロットは目を丸くしていた。

　酒場の隅の二人がけの卓テーブルで、手もとの果汁ジュースをちびちびと飲む彼女は、桜色の髪を揺らしながら小首を傾かしげる。

「エイナが担当する冒険者、よっぽどだったんだね？」

「よっぽどっていうか、口が悪いっていうか……人を半亜人ハーフだとか言って、偏見でものを言ってくるから……」

　むすっ、としながらエイナは口を尖とがらせた。

　それはまるで体の中に半分流れるエルフの血がそうさせているかのようだった。

　一方ミィシャは、普段は大人びた友人の年相応の幼さを見られたことに、嬉うれしそうに相好を崩す。

「ミィシャはどうなの？　私と同じで今日、担当冒険者の人と顔合わせだったんでしょ？」

「えっとね、年上の獣人で、背が高くて……えへへっ、少し格好いいよ？」

　エイナの問いに、頰を染めながらミィシャは答えた。

　鼻梁びりょうが整っているとか、頭の上に生えるフサフサの耳が可愛かわいいとか、けれど対応は紳士的とか、そんな評価が続く。

「ミィシャ……言っておくけど、公私の混同は……」

「わ、わかってるってばぁ～!?」

　何やら醸かもし出し始める甘い空気に釘くぎを刺しておくと、ミィシャは慌てて両手を振った。

『ギルド』に入り本格的に働くようになって数日。

　気が知れた仲の二人は今日まであったことを語り合い、苦労や喜びを共有していく。

　店内は『ギルド』が推奨するだけあって柄の悪い冒険者の姿はない。かと言ってそこまで畏かしこまっているわけでもなく、ギルド傘下の魔石製品製造に関わる労働者達が麦酒エールを片手に気持ちの良さそうな声を上げている。まだ新人であるエイナ達でも気軽に入れるほど安上がりで、品の良い酒場は繁盛していた。

「ウラノス様と会った～？　すごい迫力だったよね～？　こっちが緊張しながら自己紹介しても『──そうか』とか言って威厳たっぷりだったし。あ、でもでも、事務部の人達みんな優しそうで良かった～」

　エイナがあらかた不満を吐き出すと、お喋しゃべり好きのミィシャが次々に話題を出す。

　聞き手に回るエイナは、いつにも増して饒舌じょうぜつな友人に苦笑した。それほど環境が目まぐるしく変わったのだと理解しながら。

「でも、アドバイザーの他にも受付嬢もやることになって……私にできるかなぁ」

「ミィシャなら、できるよ」

「でもでも、私エイナみたいに要領よくないし……『ギルド』に入れたのだって、きっとエイナのおまけで入れたようなものだし」

「そんなことないって」

　学生時代からエイナとミィシャは二人一組セットとして見られがちだった。

　ミィシャ自身もそれを自覚しているから『優等生エイナのおまけ』などという言葉が口を衝ついて出てきたのだろう。

　確かにミィシャは目を離せば楽をしようとするし、試験直前にならなければ勉強を始めない性分で、散々エイナの手を焼かせてきたが──彼女は『やる時はやる』ヒューマンだ。

　受付嬢として容姿を買われて、ということは勿論もちろんあるかと思うが、『ギルド』に入れたのもひぃひぃ泣きながら努力した賜物たまものに違いない。

　ギルドの志望動機は『エイナが行くなら私も行こうかなー』などという能天気なものだったが、エイナはその言葉がとても嬉しかったことを覚えている。

「ミィシャなら、大丈夫だよ。頑張ろう？」

「……うんっ。エイナがそう言ってくれるなら、大丈夫な気がする！」

　不安そうにしていたミィシャは、頑張ってみると笑みを咲かせる。

　エイナもまた笑い返すのだった。
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　それからはオラリオに慣れるための毎日が続いた。

　様々なことを教えてくれる職員達のおかげもあってエイナは日に日に業務を覚えていった。時には先任から上級冒険者の担当を引き継ぎ、彼等の言動から学ぶこともあった。

　ギルド本部から一歩外に出れば、勃発する抗争と様々な事件が視界や耳に飛び込んでくる。

　混乱期と呼ばれるほどの都市の治安の悪さはエイナ達が『ギルド』に入る時点で既に収束されつつあったが、愉快な神々の娯楽や女神達の確執など、騒動にはことかかない。

　初めて目まの当あたりにする怪物祭モンスター・フィリア、『ギルド』と【イシュタル・ファミリア】の間で発生したいざこざに、それに伴う抗争や戦争遊戯ウォーゲーム、複数の女神の連続送還……オラリオでは決して退屈しないのだと悟らせるには十分だった。

　迷宮探索では【フレイヤ・ファミリア】、そして【ロキ・ファミリア】の活躍が目覚めざましかった。

　中でも【ロキ・ファミリア】にはエイナのよく知る人物──幼少の頃ころに大変お世話になった王族ハイエルフ──が名を連ねており存分に驚かせたが、名乗り出て接触しようとはしなかった。

　絶対中立であるギルド所属の己の立場、何より都市を代表する第一級冒険者である彼女に気後れしてしまったのである。

　そしてオラリオに来て、二回目の春が訪れようとする頃。

　受付嬢の役職もこなし始めるエイナが担当する冒険者は四人に増えていた。

　中でも、マリスの階層攻略の進捗は目を見張るものがあった。




「エイナー！　10階層突破してきてやったぞ！」

　夕暮れのギルド本部。

　窓口から離れたエイナを呼び止めたのはマリスだった。

　換金にやって来たのか、金貨が詰まった袋を持って歩み寄ってくる。使い込まれた革鎧レザーアーマーと既に支給品から脱した鋼の短剣は、彼女の今日までの戦果を如実に表すものだ。

「えっ、もう到達階層を……って、私の言い付け、なにも守ってないじゃないですか!?　10階層からは霧が出て慎重に探索しないとってあれほど……！」

　暢気のんきに手を振ってくるマリスに、エイナは怒り半分驚き半分で食ってかかった。

　一年間で『上層』10階層を攻略。

　パーティを組んでいるとはいえ、新興【ファミリア】出身としては相当の攻略速度だ。

　まだまだ未熟なギルド職員だが、それがどれほどすごいかエイナには十分理解できた。

「あー、うるさいうるさい！　小言はいい、これから一緒に飲みにいこうぜ！」

「ギ、ギルド職員と冒険者が懇意になり過ぎては、周囲に要らない誤解を招きますっ。公私の区別はつけるべきで……!?」

「私のおごりなんだ、つべこべ言わずに来い！」

　機嫌のいいマリスに強引ごういんに引っ張られ、エイナは酒盛りに付き合わされることになった。

　ギルドの制服姿だけは不味まずいと何とか着替えた後、都市南部の繁華街、マリスお薦すすめだと言う酒場『焰蜂亭ひばちてい』へと連れていかれる。

「エイナ、お前、冒険者の間で評判だぜ？　『学区』上がりで可愛い受付嬢がいるって。ったく、本当にエルフは得だよな～」

「マ、マリスさんっ！」

　冒険者達の野太い笑い声が絶えない中、店特製の真っ赤な蜂蜜酒をあおるマリスにエイナはからかわれる。

　この頃になると、エイナとマリスは気心が知れるようになっていた。

　冒険者とアドバイザーという間柄の中で衝突もとい口論は何度もするが、今では文句を言い合う内に他愛もない話で盛り上がれる仲だ。といってもマリスがぐいぐいとエイナを巻き込んでいくのが常だったが。

　蜂蜜酒と同じ色に顔を染め、すっかりできあがっている担当冒険者に、清水せいすいだけ飲んでいるエイナは嘆息した。

「でもよ……まぁ、なんだ……お前はいいやつだよ、エイナ」

「……何ですか、いきなり」

　到達階層が増えそれまで上機嫌に笑っていたマリスは、ふと口調をあらためた。

　頰から赤みは抜けきらないまま、唇には微笑を残す。

「小言は今でもうるさいし、頭でっかちだけど……私はついていた。お前にアドバイザーになってもらって」

「……」

「がさつで頭の悪い私に、諦あきらめないで何度もものを教えてくれるし。今日も『オーク』と『インプ』の情報が役に立ったよ。……悪かったな、最初の頃、新人とか言って馬鹿ばかにして」

「マリスさん……」

　乱暴で典型的な冒険者気質のマリスと真面目まじめなエイナは、確かにお互い足りない部分を補うように上手うまく嚙かみ合っていた。

　ダンジョンでは力ずくではどうにもならないことが多々ある。そう続けながら、マリスは酒の力を借りて感謝を述べてきた。

「お前に出会えて、良かったよ」

　店内の喧騒けんそうにかき消えそうなそのマリスの呟つぶやきを聞いて、エイナはギルド職員になってから抱いたことのない感情が、胸の中に広がるのがわかった。

　目の前のマリスの眼差まなざしが、胸に迫ったと言ってもいい。

　自分でも判然としない心の動きを持てあますエイナは、狼狽ろうばいを隠すように、咄嗟とっさに質問をしていた。

「マ、マリスさんは……どうして冒険者になったんですか？」

　オラリオに訪れ、冒険者になる者の中には訳ありである者が少なくない。身の上を必要以上に詮索しないのは暗黙の了解だ。

　初めて懐ふところに踏み込んできたエイナに、マリスは一度黙った後、口を開く。

「私は、見返してやりたいんだ。私を捨てていった親や、馬鹿にしてきた連中を。第一級冒険者くらいすごいヤツになって、有名になってな」

　自身が浮浪児であったことを打ち明けたマリスは、最後に顔を綻ほころばせる。

「後は、そうだな……汚い私を拾ってくれた、神様のため、かな？」

　照れ臭そうに笑う彼女に、エイナは眼鏡の奥で緑玉色エメラルドの瞳ひとみを細めていた。

　冒険者の一般的な心象イメージは、乱暴者でならず者。

　それは間違いではないが、正しいわけでもない。

　家族を支えようとする自分と同じ在り方のマリスを前にして、エイナは共感を覚えると同時に、嬉しく思った。

　冒険者達をこれからも支援サポートし、応援しよう。

　若いハーフエルフの少女はその思いを新たにした。

　はっきりとしたやりがいを見出せた、そんな気がした。
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「チュール」

「レーメル班長」

　マリスとの距離がより縮まってから、一ヶ月後。

　エイナがギルド本部の廊下を歩いていると、犬人シアンスロープの上司に声をかけられた。

『ギルド』に加わるにあたって自分達を引率し、今日まで様々なことを教え続けてくれる恩師と呼べる存在である。

「お前とフロットが入ってから一年になるが、もう職務には慣れたか？」

「はい、おかげさまで」

　顔の線が細い上司と肩を並べて歩きながら、エイナは今の自分の心境を語った。

「最近、冒険者達を身近に感じられるようになりました……彼等の力になれたら、そう思っています」

　先日のマリスの一件を思い出しながら、これからも二人三脚を続けていきたいと口にする。

　微笑みを浮かべるそんなエイナの横顔を、犬人シアンスロープの上司は黙って見つめてきた。

「そうか、お前とフロットは、まだだったか……」

　──まだ？

　その呟きについて問い返す前に、彼は言葉を続けた。

「チュール……これは、お前より長く『ギルド』に務めている者としての意見だが」

　意味深に長い前置きをした後、告げる。

「冒険者には、情を移さない方がいい」

「えっ？」

　エイナが動きを止めるのを脇に、上司は先へと進んでいった。

「後で辛つらくなる。個人的な見解、だが」

「班長……？」

「少なからず、多くの職員も私と同じことを言う筈だ」

　遠ざかっていく背中に、エイナは取り残される。

　彼の言葉の意味がはっきりとわかったのは、数日後のことだった。
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　その日、エイナは査察担当として摩天楼施設バベルに足を運んでいた。

　茜あかね色の光に包まれた黄昏時たそがれどき。

　地下に通じる階段から続々と冒険者達が帰還してくる中、塔の一階、大広間にいたエイナ達査察官の一団も視察を終えて帰路につこうとしていた。

「……？」

　ざわっ、と喧騒が膨らんだのはその時だ。

　冒険者達の方から発せられたざわめきにエイナが振り向くと、地下から複数の遺体が引き上げられてくるところだった。

　冒険者のパーティが、全滅したらしい。

　呆然ぼうぜんとするエイナの耳朶じだに冒険者達の話し声が届いてくる。

　階層に転がっていた死体を上級冒険者のパーティが見つけ、同業者のよしみで回収してきたのだと。

　エイナより長く『ギルド』に務めている他の職員達が冷めた顔、無表情、あるいは何かを押し殺したように唇を引き結ぶ中、地上に帰ることができた遺骸は大広間に並べられた。

　そして、その中には、エイナの知る者がいた。


「えっ──？」



　ボロボロになった革鎧レザーアーマー、硬直した手に握られる折れた剣、見覚えのある青い髪。

　その血塗ちまみれのヒューマンの少女は──紛まぎれもなくマリス・ハッカードその人だった。

　見間違えるわけがない。

　見間違えることなどできない。

　薄く瞼まぶたを開いたマリスの亡骸なきがらは、虚うつろな瞳で虚空を見上げている。

　その体は腕が一本、欠損していた。

　凄惨な蹂躙じゅうりん劇を物語るかのように、他の者達の遺体も多くが引き裂かれている。

　次の瞬間、エイナの膝は独りでに崩れ落ちていた。

「あの傷跡……小竜インファント・ドラゴンか？」

「だろうなぁ。まともに抵抗もできなかったんだろう。見ろよ、ひでえもんだ」

「運悪く遭遇しちまったのか、それとも身のほども知らねえで自分達から仕掛けやがったのか……まぁ、よくあることだ」

　冒険者達の無情な囁ささやき声が耳を通り抜けていく。

　力なく床に座り込んだエイナの思考は停止していた。

　ただ視線の先の光景が──冷たくなった彼女の亡骸が、現実から目を背けることを許さない。

　アドバイザーに就任してから、一年。

　エイナが担当してきた冒険者達の中で、マリスが最初の死亡者だった。

「チュールッ！　おい、チュール!?　ああっ、くそっ!!」

　自分の名を呼ぶ職員達の声が、遠い。

　何かから逃げるように目の前が真っ暗になる。意識が薄れていく。

　なのに、マリスの顔が、血塗れの彼女の表情が瞳に焼き付いて離れない。

　知っていた。

　ここは迷宮都市オラリオ。

　日々大勢の冒険者がダンジョンへともぐり、そして多くの者が帰らぬ人となる。

　知らない筈がなかった。

　だが、彼女に限ってまさか、という思いがエイナにはあった。

　どこかで他人事ひとごとのように感じていたのだ。

　昨日まで笑い合っていた冒険者達が、かけがえのない友が、いなくなる筈ないと。

　エイナは初めて、身近な者の死に直面した。
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　マリスとの別離が契機だったかのように。

　エイナが担当していた冒険者は、全て死亡した。

　後任として引き継いだ上級冒険者でさえも『中層』へ赴き、帰ってこなかった。

　──『冒険者には、情を移さない方がいい』。

　上司が告げたその言葉の真意を、エイナは正しく理解した。

　果てのない喪失感が全てを物語っている。

　恐らく上司を始め多くのギルド職員がこれと同じか、あるいはそれ以上の衝撃を幾度となく体験してきたのだ。

（わたし、は……）

　悲しむより先に、エイナは後悔に取りつかれた。

　自分は迷宮探索アドバイザー。冒険者達に対しできることが残っていたのではないか？

　もっと自分は、彼女達にしてあげられることがあったのではないか？

　──死なせてしまった。

　その思いがエイナの胸に巣食う。

「そりゃ傲慢ごうまんよ、チュール」

　そんなエイナの胸中を見抜いたかのように。

　受付嬢の中でも古参である狼人ウェアウルフの女性が、言った。

「もっと安全な仕事はあった。それでもあいつ等は冒険者になった。金のため、名声のため、後は『未知』とかいうアホみたいな興奮を求めて……。そんな馬鹿な連中を、私達が助けられる筈ないじゃない」

「ローズ、さん……」

「『冒険』するのもしないのも、あいつ等の勝手……私達がどんなに呼びかけても、結局、意味なんてないのよ」

　赤い長髪をいじりながら、狼人ウェアウルフの受付嬢は苛立いらだちながら語った。

　一切いっさいの作業が進んでない己の作業机デスクで、人形のように身動みじろぎせず椅子いすに腰かけていたエイナはゆっくりと顔を上げる。

　力のない視線を向けるエイナの目から見ても、彼女の横顔には苛立ちの他に、哀惜の念が漂っているように感じられた。




「この仕事、つらいね……」

　更に日が経たった後。

　二人で残った事務室で、ミィシャはぽつりとこぼした。

　卓テーブルの上にはすっかり冷めた二人分の紅茶がある。

　ミィシャもまた、担当していた冒険者が死んでしまっていた。

「誰も、帰ってこないんだね……。どんなに強い人も、格好いい人も、優しい人もっ……みんなっ」

「ミィシャ……」

　傍はたから見ても件くだんの冒険者に好意的だった──あるいはほのかな恋心を抱いていたのかもしれない──ミィシャは、うつむきながら小さな体を震わし、数滴の滴を腿ももの上に落とす。

　いつも明るい彼女のこんな弱々しい姿、エイナは見たことがなかった。

「ねぇ、エイナ……そっちに行ってもいい？」

「……うん、いいよ」

　エイナの座る長椅子に、ミィシャは腰を下ろし、泣いた。

　縋すがり付くようにエイナの肩に顔をもたれさせ、声を押し殺しながら嗚咽おえつを漏らす。

　彼女の体を抱き締めるエイナもその日、涙を流した。

　ミィシャのおかげで、マリス達の死を悼いたみ、ようやく泣くことができた。
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　それからも多くの者達に死なれ、悲嘆に暮れる日々の中で、エイナは理解したことがある。

　それは、『冒険』は冒険者を死に導くということ。

　一瞬の油断や慢心、好奇心、あるいは『偉業』へと臨む勇気でさえも、彼等の命を刈り取る鎌に成りうる。

　エイナの中で無謀と蛮勇は『冒険』と同義となった。

　そんな『冒険』に身を投じる冒険者を、エイナは幾度となく止められなかった。

（つらい、つらいよ？　……でも）

　他の受付嬢や職員達と同じように、一度、冒険者から距離を取ろうとした。

　だが、エイナは踏みとどまった。

　アドバイザーとして接する冒険者達の中にマリスの姿を見出し、悲しみから逃れるのではなく、彼等と向かい合った。

（見捨てちゃったら、もっとつらいから）

　ギルドに入った当初、抱いていた興味と興奮は姿を変え、使命感になっていた。

　他の同僚やミィシャさえ仮面の笑みを被かぶり、冒険者と線引きする中、エイナは自ら彼等ら彼女等らへ踏み込んでいった。

「さぁルヴィスさん、今日はここまで勉強しましょう！」


「う、うぅ……エイナさん、そろそろ休みをっ……！」



　自ら座学を開き、徹底的にダンジョンの諸知識を叩たたき込む。

　相手が初心者の下級冒険者だろうと、他の担当官から引き継いだ上級冒険者であろうと容赦ようしゃしない。

『冒険』をさせない。

　その一念でエイナは冒険者達に対しできる限りのことをつくした。

　昇格ランクアップに臨むにしてもパーティの準備や様々な対策を入念に検討し、入念に施す。

　時には信用できる冒険者に自ら冒険者依頼クエストを発注して、危険覚悟の上で迷宮探索に同行することもあった。

　冒険者達を殺すダンジョンの脅威を肌で感じたかったのである。

「ドルムルさん、ここが全部間違ってます！　さぁ、やり直しです!!」

「もう許してくれぇ、エイナちゃ～ん!?」

　最初は顔をしかめていた職員達も、どんなことがあっても挫くじけないエイナの姿に、口出しすることはなくなった。

　そして、ミィシャも変わるようになった。

「ねぇ、エイナ。今度、獣人の初心者を担当することになったんだけど……武器は、何を薦めればいいかな？」

「ミィシャ……うんっ、一緒に考えよう？」

　少なくとも事務的になるのではなく、冒険者のために何ができるのか、エイナにも相談して考えるようになった。底抜けの明るさが、戻るようになった。

　エイナは、それが嬉しかった。
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　時は巡る。

　気付けば、エイナはマリスより背丈が高くなっていた。

　長く伸ばしていた髪も切った。

『発育がいい』だなんてマリスに妬ねたまれていた体もより成長し、大人に近付きつつあった。

　そして、ギルドに務めて五年が経った春──。
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「──ぼ、僕っ、冒険者になりたいんです！」

　エイナは、一人の冒険者志望の少年と出会った。

「……か、確認しますが、新規の冒険者、登録の方でお間違いありませんね？」

「はいっ！」

　白い髪に深紅ルベライトの瞳の、まるで兎うさぎのようなヒューマン。

　熱意を漲みなぎらせながら何度も頷うなずく少年に、窓口で受付をしていたエイナは微苦笑した。

　業務通り羊皮紙に必要事項を記入させた後、その登録申請書に視線を走らせる。

　名前はベル・クラネル。

　マリスと同じヒューマン。そして、彼女よりも年齢は低い。

　この少年のような年端もない冒険者志望の者達を何人も見てきたエイナは僅わずかな間、顔を暗くさせた。

　だが、すぐに職員用の笑みを纏まとい直し手続きを済ませる。

　また明日来るように少年に伝えた後、一度事務室へ戻った。

「ありゃ早死にするね。間違いないよ」

「ロ、ローズさんっ」

「見込みがないってアンタもわかるでしょ、チュール？　もう何年ここで働いているのよ」

　一部始終を見ていたのか、狼人ウェアウルフの受付嬢はふざけ半分で声を投げてくる。

　何年も『ギルド』にいれば職員もわかってくるものだ。

　新たに門を叩いてきた冒険者に見込みがあるか、否いなかを。

　エイナの目から見ても、先程の少年は冒険者として大成するとは思えなかった。

　少なくとも、『器』ではないと肌で感じ取れる。先輩受付嬢に図星を指され、ぐうの音も出ない。

「アドバイザーの要望は？」

「えっと……女性職員で、種族はエルフの方です」

「ご希望はエルフだってさぁ！　ソフィ、あんたやる？」

「結構です。長続きしない冒険者を引き受けても労力の無駄なので」

　ローズの同期であり、ギルドの中でも人気の一、二を争う美女エルフの職員は、事務仕事を続けながら淡白過ぎるほど淡白な態度で取り合わなかった。

　その薄い紫の長髪が無感動に揺れる。

「ローズさんっ、ソフィさんっ！　そうやって決めつけるのは、どうかと思いますっ」

　堪たまらずエイナが異議を唱えると、狼人ウェアウルフの受付嬢は「それなら」と言って、笑みを浮かべた。

「賭かける？　あの坊やがどれくらいもつか」

　少年の今後を巡って賭博を持ちかける彼女の言葉に、休憩中の受付嬢達がこぞって反応した。

「私は半年で」

「ならあたしは二ヶ月」

「半月かなー」

「参加するんなら、私のところに金貨持ってきなさいよー」

「み、みなさんっ!?　不謹慎です!!」

　狼人ウェアウルフの受付嬢を胴元に本当に賭けを行う同僚達に、エイナは憤った。

　この賭博が冒険者の死から目を背ける冗談、彼女達なりの心配りだということはわかっている。わかっているが、心が納得しない。

　エイナの叫び声に、窓口に座っているミィシャが不思議そうに振り向く中、「とか言ってエイナもあの坊やが冒険者として食っていけるなんて思ってないんでしょう？」と受付嬢達はからかって肩を叩いてくる。

　曰いわく、半年以上に賭けて負けるのが怖いのだろう、と。

「──っ」

　恐らく、ここでエイナが認めれば話は終わりだっただろう。

　だが、冒険者の無事を誰よりも祈るエイナは、例え戯言ざれごとでもそんなものを認めるわけにはいかなかった。

「いいですっ！　それなら私が。彼の担当アドバイザーになります！」

　あの少年を生かしてみせると、気炎を吐いたのだ。

「ちょ、ちょっと、チュールっ？」

「貴方、上層部うえから他の案件を押し付けられて、担当冒険者を持つ余裕なんてないでしょう？」

「一人くらいなら面倒を見られます！　それに、ハーフと言っても私だってエルフですから！」

　何も問題ない筈だと受付嬢達に言い散らす。

　こうなっては誰もエイナを止められなかった。

「私が勝ったら金輪際、こういった賭け事は止めてもらいますから！」と言い付けて事務室を出る。少年の担当官に立候補するためだ。

　必ずあの少年を死なせるものか。

　エイナはそう心に誓った。
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　そして。

（昨日はあんなこと言っちゃったけど……）

　翌日になって頭が冷えたエイナは、ギルド本部の廊下を移動していた。

　少々熱くなり過ぎたと反省しつつ、だが前言を撤回するつもりはなかった。

　冒険者を生かしてみせる。

　冒険者達をこれからも支援サポートし、応援していく。

　マリス達と触れ合い、死別し、己へと誓った約束を思い出す。

　ボックスの前に辿たどり着き、息をつく。

　座学用の極厚の教材を三冊抱えていた彼女は、扉をノックした。

「──あ」

　開いた扉の先で目を見開く少年に、エイナは笑みを浮かべた。

「本日から貴方のアドバイザーを務めることになりました、エイナ・チュールです。今日からよろしくお願いします」

















　ヴェルフ・クロッゾ

　Ｌｖ．２

　力：Ｈ118→177　耐久：Ｈ123→191　器用：Ｈ143→Ｇ233　敏捷：Ｉ71→Ｈ138　魔力：Ｉ72→98

　鍛冶：Ｉ

《魔法》

【ウィル・オ・ウィスプ】

　・対魔力魔法アンチ・マジック・ファイア

　・詠唱式【燃えつきろ、外法げほうの業わざ】

《スキル》

【魔剣血統クロッゾ・ブラッド】

　・魔剣作製可能。

　・作製時における魔剣能力強化。

【炎化創火ベリタス・バーン】

　・炎に対する高耐性。

　・炎属性に関わる攻撃時、効果増幅。







　リリが【ランクアップ】した日に、ヴェルフも【ステイタス】の更新を受けた。

　能力値アビリティの大幅な上昇に、新たな『スキル』の発現。

　Ｌｖ．２になったばかりの身でＬｖ．３に至ることは──ベルではあるまいし──流石さすがに無理な話だったが、『遠征』で己おのれを賭とした戦果が如実に表れている。

　特に極限状況下の『鍛錬』の副産物か、炎属性特化の『スキル』発現は大きい。同属性の『魔剣』ならば更に威力が増すというわけだ。わかりやすい効果なだけに、戦闘が素人のヘスティアも喜んでいた。

　しかし、今のヴェルフにはそれらは些末さまつな事柄だった。

　いや、それよりも喜ぶべきことが──優先すべきことがあったのである。
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「見てください。新しい『魔剣』です」

【ヘファイストス・ファミリア】、北西のメインストリート支店。

　その三階にある執務室。

　ヴェルフは自信を上手うまく隠せないまま、目の前の神物じんぶつに一振りの武器を差し出した。

　ダンジョンで作り上げた《始高しこう・煌月かづき》である。


「…………」



　受け取る女神、ヘファイストスは眼帯で覆われていない左眼を細め、剣身の隅々まで視線を走らせる。

　鍛冶師にとって、この瞬間が最も緊張する。

　生きた心地がしないと言ってもいい。

　なにせ『鍛冶』を司る神に、『至高』の境地から己が打った作品を品評してもらうのだから。

　ヘファイストスの他ほかにも男神ゴブニュなど、彼等ら彼女等らの言葉に一喜一憂するのは職人としては当然で、崖から突き落とされればしばらく鎚つちを握れなくなる者も出てくるほどだ。彼等の評価はまさに鍛冶師にとって『神の言葉』に等しい。

　けれど、ヴェルフは今回だけは不安とはほど遠いところにいた。

　色好よい返事をもらえる──などと確信しているわけではない。

　己を出し切ったという『充足感』が心を満たしているからだ。

　これでもし悪い評価を頂戴しても、ならば更に殻を破らなければと覚悟を据えるのみ。

　今の自分を超えなければならない、と潔く納得するだけである。

　そんな風に思えるほど、ヴェルフは目の前の『魔剣』に己の全てをそそぎ込むことができていた。

「主神様、伝えた通り、その『魔剣』はダンジョンで打たれたもの。そこの馬鹿ばかは設備も碌ろくに整っていない『死地』でそれを作り上げたのだ。どうかそれも加味して、曇りなき眼まなこで価値を見抜いてくれ」

　部屋にはヴェルフ達の他に、豊満な胸にさらしを巻いたハーフドワーフの姿もあった。

　本来主神が座る執務机に頰杖ほおづえをつきながら、椿ツバキはからかうように告げてくる。その口端には笑みが浮かんでいた。

　ヴェルフとしては極めていてほしくなかったのだが、同席すると言って聞かなかったのである。

　好き放題に余計なことをのたまう椿ツバキに目角を立てていると、それまで黙っていたヘファイストスが初めて口を開いた。

「確かに、『クロッゾの魔剣』じゃない。『貴方ヴェルフの魔剣』ね……」

　既にダンジョンで使い込まれた跡がある剣身の表面を、指を這はわせるように撫なでる。

　素材に超硬金属アダマンタイトが使用されていることも、とっくに気付いているのだろう。

　ヴェルフの技術の粋、何より彼の炎──『魂』が込められていることを証明するように、紅色の表面にヘファイストスの相貌がうっすらと反射する。

　その一振りの『魔剣』は雄々しく、美しかった。

「それで、主神様？　沙汰さたは？」

　時の流れを進めるように、椿ツバキが尋ねる。

　些少さしょうの空白。

　至高に立つ鍛冶師は、ややあって告げた。

「……まぁまぁね」

　──ぐっ!!　と。

　ヴェルフは迸ほとばしる勢いで片手を握り締めた。

　ヘファイストスの評価はその一言のみ。

　しかしそれだけで、ヴェルフの胸は果てしない高揚に包まれた。

　体中が炉のように熱くなる。

　それほど、今の鍛冶神の言葉には『価値』が詰まっていた。

　様子を見守っていた椿ツバキもしたり顔を浮かべている。

　あるいはそれは、弟の成長を歓迎する姉弟子の顔でもあった。

「……貴方達の言う至高にはまだ届かない。だから、精進しなさい。この先も」

　ずっと無表情に近かったヘファイストスが、この時、初めて笑みを浮かべた。

　携えていた《始高しこう・煌月かづき》を両手で差し出す。

　臣下の礼を取るように、ヴェルフもまた両手でそれを受け取った。

　戻ってきた剣の重みを手の平に刻みつけながら、鞘さや代わりの白布を巻き直す。

　丁寧に、嚙かみ締めるように。

　ヘファイストスはその光景を、天上から見守る神々のように、優しく見つめていた。

「……こほんっ」

　と、そこで。

　ヘファイストスはわざとらしいくらいに、咳せき払いをした。

　それまで纏まとっていた神の表情を崩したかと思うと、頰を淡く赤らめ、瞼まぶたを閉じる。

　正対するヴェルフから見て顔を横の方に向けながら、唇をもごもごと動かした。


「まぁ、まだまだ未熟で粗いところはあるようだけど？　貴方も魂を込めてこれを作ったようだし？　それにこんな短期間でここまで至るなんて、神わたしも想像できなかったというか？　だ、だから……その、つまり……少しだけ、本当に少しだけ…………認めてあげるのもやぶさかではないというか……」



　ヘファイストスらしくない歯切れの悪い口調で、迂遠な言い回しをする。

　言葉が進むにつれ彼女の頰の赤みは増していった。

　外から見守る椿ツバキはニヤニヤと笑っていた。

　ヴェルフはヴェルフで、彼女が『何を』言わんとしているのか、神意しんいを正しく理解した。

　再び拳こぶしをぐっと握る。

　瞼を開けて、ちらりとこちらを見やってくる紅髪紅眼の女神に、笑い返す。

　そしてヘファイストスが意を決した瞬間、自らも宣言すべく、口を開いた。

「約束通り、貴方と付き合って──」




「──ええ!!　これを足がかりにして、絶対に貴方が認める剣を作ってみせます！」




　女神の言葉を塗り潰す語勢で、自信満々にそう告げた。

　ヘファイストスは固まった。

　椿ツバキも固まった。

　ヴェルフは、満面の笑みだった。

　そうだ。

　ヴェルフはちゃんとヘファイストスの言いたいことなどわかっている。

　これだけの作品を打っておきながら停滞など許されない。現状に満足するのではなく、速やかに次の高みを目指すべし！　と。

『至高』に辿たどり着くために、想おもいを遂げる壮大な『約束』のために、より精進しなくては。

「失礼します!!」

　堂々と告げ、ヴェルフは踵きびすを返した。

　何の未練もなく扉を開けて、出ていく。

　何だったらこれから工房に直行して、新たな刀剣を打ちまくりそうな勢いであった。

　呆然ぼうぜんとするヘファイストスと椿ツバキを残して、あっという間に去っていくのだった。




「……もぉ！」

　ヴェルフがいなくなった後。

　固まっていたヘファイストスは、少女のような声を上げた。

　その頰は先程よりもっと紅い。

　怒りと羞恥、そして歯痒はがゆさがない交まぜになったような、そんな表情だった。

　青年が出ていった扉を恨みがましく睨にらみ、可愛かわいらしい地団駄を一つ。

　神友しんゆうの幼女の神がここにいたら呆気あっけに取られていたかもしれない。

　そんな珍しく荒れる主神を脇目に、椿ツバキは額を片手で覆い、長嘆した。

「なんと鈍い……曲がりなりにも『極致』に至ったせいで、武器が恋人になっておる」

　自分のことを棚に上げ、最上級鍛冶師マスター・スミスはぼやくのだった。

「あの鍛冶馬鹿め……」
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「よっしゃあ！」

　ヴェルフは走っていた。

　オラリオの街路を。

　白布に包んだ魔剣を肩で背負いながら。

　顔いっぱいに浮かぶのは笑みだ。すれ違う亜人デミ・ヒューマン達を驚かせるほどの声を打ち上げながら、躍動感溢あふれる大股で路上を駆け抜けていく。ヘファイストス達の前では我慢して我慢して我慢していた『歓喜』を、ここぞと爆発させていた。

　その様はまるで子供のようだ。

　普段【ヘスティア・ファミリア】では長兄のように振る舞う彼からは、まず見られない姿。どちらかと言えば、それはベルの仕事だ。

　そんなに嬉うれしいのか、と問われれば、ヴェルフはこう答える。

（嬉しいに決まってる！）

　だって、言ったのだ。

　あのヘファイストスが！

　あの至高の鍛冶神が！

『まぁまぁ』と！

　それがどれほど得難い評価なのか、ヴェルフ達鍛冶師スミスは知っている。

　至高の頂いただきに立つ鍛冶神が『まぁまぁ』と言う重みは、彼等にとって何よりも代えがたい栄誉なのだ。

　欠片かけらに過ぎずとも認められたと言ってもいい。

　出会いは偶然、けれどあっという間に惹ひかれて焦こがれるようになったあの『火の親方』に、ヴェルフは一矢報いたのである。

「よっし！」

　再び歓呼を一つ。

　走りはそのまま、右足で踏みきって思いきり飛び上がりたい衝動に駆られた。

　理性がそれを何とか食い止めて阻止したが、胸を満たす感情は止められない。

　──『魔剣』を憎んでいた。

　およそ『魔剣』を打てるようになってしまったあの日から、ずっと。

　でも、今からは、少しだけ。

　少しだけ、愛してやれるような気がした。

「俺おれも、魔剣おまえたちを受け入れられる気がする」

　あてもなく走り続けて辿り着いたのは、中央広場セントラルパーク。

　暖かな日差しが降りそそぐ中、ヴェルフはおもむろに足を止めた。

　冒険者達が左右に流れていくのを他所よそに、空を仰ぐ。

「フォボス……見てるか？」

　晴れ渡る蒼穹そうきゅうを見つめて呟つぶやく。

　今の自分を形作る数々の情景を浮かべ、たくさんの感情を乗せて。

「俺は、ちゃんとやってるぞ」

　やがて、悪童のように唇を吊つり上げてやる。

　空に浮かぶ雲の隙間すきま、同じように笑う女神の横顔が、見えたような気がした。

















「おい、『出来損ないのクロッゾ』」

　これだから夜会は嫌いだ。

　ヴェルフは億劫おっくうそうに振り返りながら思った。

　壁や柱にあしらわれているのは、目が痛くなるほど光り輝く金銀を贅沢ぜいたくに用いた装飾。流れる弦楽器の音楽に合わせ豪奢ごうしゃに着飾った貴族達が中央のダンスホールで優雅に舞いを踊る。頭上できらめくのは彼かの迷宮都市産であるシャンデリア型の巨大魔石灯だ。

　豪華絢爛けんらんな大広間。

　巨大なバルコニーや庭と噴水を有する城の一角。

　王城で開かれている夜会だ。

「没落しておきながらこのような場所に顔を出して。過去の栄光に縋すがるのみの穀潰つぶしめ。残飯でも漁あさりにきたのか？」

　ニヤニヤと唇を吊つり上げるのは有力貴族の子息達だった。

　頭の悪そうな二人の取り巻きを率いる十歳ほどの少年は確か自分ヴェルフと同世代だったか。細身の体を仕立てのいい服で包みながら、見下した目付きで嗤わらってくる。

　ヴェルフはこの夜会の雰囲気が大っ嫌いだった。

　光り輝くドレスや流麗な音楽で飾りながら、出席している各貴族や王の臣下達、狸たぬきどもが腹の探り合いを行う。連なる美辞麗句の裏で誰もが舌舐なめずりを行なっている──まだ子供と言って差し支えないヴェルフの目にも夜会の光景はそんな風に映っていた。

　全て上辺だけの世界。

　本物は何一つとしてない。

　誰もがおべっかを使い、自分以外の者を蹴け落とそうと躍起になっている。そして政争から脱落した者は、今、ヴェルフが被こうむっているように嘲弄ちょうろうと冷笑の対象となるのだ。

　有力者達に尻尾しっぽを振りにいっている一族の者達の手で強引ごういんに連れてこられたが、まったく、これならば汚い工房にこもって鎚つちでも磨いていた方がマシだ。

　遥はるか昔日せきじつに凋落ちょうらくした、鍛冶貴族クロッゾの一子である自分をあざ笑ってくる連中を前にしながら、ヴェルフはつくづくそう思った。

「寄ってたかって一人を辱めるか、フロンのところの息子よ。この場に相応ふさわしくないな」

「マ、マリウス様……!?」

　ヴェルフが貴族にちっとも相応しくないほど顔をしかめていると、一人の少年がこちらに近付いてきた。

　マリウスと呼ばれた少年──この国の第一王子の登場に、子息達ともどもヴェルフも驚かざるをえない。

　蜂蜜色の金ブロンドの髪に、騎士のように真まっ直すぐ伸びた背筋、将来は線の細い美丈夫になるだろうことを約束されている容姿。まさに『貴公子』という表現がぴったりだった。

　恵まれた容姿の他ほかにも能力ステイタスに裏付けされた武の一面を兼ね備え、王や主神からの無理難題への対処など、齢よわい十二にして既に頭角を現し始めているらしい。貴族の中では彼に取り入ろうとすり寄る者が後を絶たないとも聞く。

　自分ヴェルフを庇かばった、というより気紛きまぐれだろう。

　王族である自分を取り巻くあらゆる事柄に対し、ほとほと億劫そうな第一王子を見て、ヴェルフは不思議と察してしまった。

　この夜会に嫌気が差しているのかもしれない、という奇妙な共感とともに。

「い、いえっ、これはっ……そ、そうです、この男がいけないのです」

　王族に対する臣下の礼も忘れて取り乱す子息達は、そこで何か思い付いたように、子供ながら醜い笑みを浮かべた。

「とっくに枯れ果てた鍛冶師ごときが、身分も弁わきまえず我々に楯突たてついてきたのです。大人しく『鉄遊び』に興じていればいいものを──」

　その言葉の続きは、繰り出された拳によって遮さえぎられた。

　眦まなじりを裂いたヴェルフが殴りかかったのである。

「もういっぺん言ってみろ、てめえ！」

　頰ほおを殴られ「ぎゃあっ!?」と鼻血を流す少年の胸ぐらを摑つかみ、怒号を上げる。

　周囲から貴婦人達の甲高かんだかい悲鳴が上がる中、側にいるマリウスは一驚し、しかし一向にヴェルフを止めようとしない。口もとを押さえ、漏もれ出そうになる笑みを必死に隠している。

　他の子息達も巻き込んであっという間に取っ組み合いへと発展するが、赤い髪を翻ひるがえす少年の激昂げっこうは止まらなかった。足だろうが肘だろうが駆使して三人まとめて絶叫を上げさせる。

　軍神アレスが君臨する国家系【ファミリア】──ラキア王国。

　その王都バルアで開かれている夜会は、たちまち大騒ぎとなった。
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「──ギャッハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　曇天の下、神の下品な哄笑こうしょうが響き渡る。

　頰にすり傷を残すヴェルフは、腹を抱え転げまわる女神を前に仏頂面を晒さらしていた。

　没落を経てすっかり寂さびれたクロッゾ家の屋敷、その裏庭。

　騒動を起こした夜会の翌日のことである。

「夜会で貴族のガキに殴りかかって乱闘騒ぎなんて、初めて聞いたぜー!!　うひひひひ！」

「うるせえ……仕方ないだろ、喧嘩けんかを売ってきたのは向こうだ」

　館の中からは「ヴェルフッ、ヴェルフ！　どこにいるの!?」という母親の金切り声が響いている。

　錯乱ヒステリーもとい説教を嫌ったヴェルフはこの裏庭に逃げ込んだのだが、まるでこちらの思考を先読みしていたかのように、目の前の女神がニヤニヤと待ち構えていたのである。

　今度は何をしでかしたのかと問われ、嫌々ながら話してみれば、ご覧の有り様だ。

「それより、フォボス。騒ぐとお袋達に見つかる。止めろ」

「あーわりぃわりぃ。でも、お前は本当におもしれーなぁ、ヴェルフー。他の一族クロッゾの連中と違ってよー」

　艶つやのある黒髪は腰まで伸びていた。

　言うまでもなく整った女神の相貌をヴェルフは見上げるが、彼が子供であることを差し引いても細身の体は女性にしては高く、一七〇Ｃセルチ手前はある。着こなしているのは、髪の色と同じく黒の帯でできた変わった服だ。

　妙齢、という表現が当てはまるかは定かではないが、とにかく美女の女神だ。

　例のごとく、神々特有の下品な口調や笑い声が全てを台なしにしているが。

「お前みたいなヤツが一杯いれば、没落貴族の世話を押し付けられてる私も、退屈しないで済むんだがなぁー」

　彼女の名はフォボス。

　歴とした女神であり、鍛冶一族クロッゾの面倒を見ている主神だ。

　王国ラキアに自派閥ごと取り込まれてしまった自由気ままな傀儡かいらいでもある。

　早い話、彼女は王国軍アレス・ファミリアが仕掛けてきた戦争に敗北したのだ。そして戦争遊戯ウォーゲームの敗者のごとく勝者の要求を呑のみ、軍神アレスの隷属──『従属神』となったのである。

　膨大な被治者を有するラキア王国の中で、非戦闘員と戦闘員を区別するものは『神の恩恵ファルナ』の有無。民である前者が大多数を占めるとはいえ、後者に属する兵士や騎士の数は優に十万近くに上る。とてもではないが、恩恵授与から【ステイタス】更新等とうの作業など、主神アレス一人で面倒を見切れるものではない。

　そこで出番なのが、フォボスのような『従属神』だ。

　アレスの支配下にある彼女達が手足となり、末端の者達を眷族けんぞく化するのである。

　凋落したクロッゾの一族はみな、あくまで王国ラキアの一員という位置付けは変わらないものの、彼女の恩恵を刻まれた【フォボス・ファミリア】だ。

　国家系【ファミリア】の中では頻繁に見られる体系である。

「……退屈なら、政変クーデターでも何でも起こせばいいだろう。そういうのが好きなんじゃないのか、神ってやつは」

「そうだなー、誰かやってくんねーかなー。傍から見るのは大好物なんだがなー。アレス達の目を盗んで、子供唆そそのかしながらビシバシ鍛えるの、すごい面倒臭そうだろう？」

　戦争の敗神とはいえ、気まぐれな神々は何を起こすかわからない。

　よって叛逆はんぎゃくを未然に防ぐべく、ラキア王国が誇るＬｖ．２及びＬｖ．３の騎士や将軍など、近衛隊このえたいを含めた国の主戦力は全てアレスの傘下にある──他神の手を借りているとはいえ『頭まで筋肉』と謳うたわれ無駄に頑強なアレスは万以上の眷族を従えている──。それに対して、従属神には地位や力の弱い者達の面倒が押し付けられるのだ。

　更に言えば、従属神の眷族が武力でも頭脳でも、いかなる能力であろうと秀でているとわかれば、即刻改宗コンバージョンが行われ【アレス・ファミリア】の末席に連ねられる。

　つまり、王国ラキアで成り上がるということは軍神アレス──建国の父の神血ちを授さずかるということだ。

　そして、没落した鍛冶一族クロッゾも、彼かの主神のもとへ返り咲くことを今でも夢見ている。

「しかし、政変クーデターとかさらっと言っちゃう辺り、お前やっぱり変だなー。うひひ」

　かつて絶大な火力を誇った『クロッゾの魔剣』を王家に献上し、栄華を極めた一族は今や見る影もない。呪われた彼等は『魔剣』を打つことができなくなったのだ。昨夜の夜会で子息達が嘲笑ちょうしょうした通り、過去の栄光に縋りながら日々を過ごしている。

　ヴェルフは、そんな一族の妄執を醜いと思っている。

　関心もなかった。

　彼には目指す『目標』があったからだ。

「俺おれは鍛冶師になるんだ、神とか王とか上の連中がすげ変わろうが関係ない。……って、おいっ、止めろ！　頭をかき回すな!?」

　まだ背丈がないヴェルフの体に腕を回し、「うりうり」と髪をかき交ぜてくるフォボス。切れ長の瞳ひとみは妖艶ようえんさも兼ね備えているが、どうも幼稚な言動と仕草しぐさが不均衡アンバランスだった。他の一族クロッゾとは異なるヴェルフにこうして構ってはちょっかいをかけ、からかってくる。

　ヴェルフにとって彼女は崇めるべき神ではなく、むしろ悪友や、面倒な年長者という存在に近かった。

「そういえばヴェルフ、ガロン達が鍛錬するって言ってたぜー」

「なっ……早く言え！」

　一頻ひとしきりヴェルフをおもちゃにしていたフォボスは、思い出したように告げた。

　豊満と言うほどではないものの、黒い衣装ごしに柔らかい胸や肢体を押し付けていた女神に顔を赤くしていたヴェルフは、目を見開いて叫んだ。

　彼女の体を振り解き、裏庭から駆け出す。

「頑張れよー、ヴェルフー」

「うるせえ、馬鹿ばか女神！」

　口では言うが、ヴェルフの顔には笑みが浮かんでいた。

　両手を振って走るその姿は、貴族として教育された所作から離れた、年相応の子供と呼べるものだった。

　背後で遠ざかる女神にニヤニヤと見守られながら、館の角を曲がる。

　離れの奥に建つ古ぼけた建物を、ヴェルフは脇目も振らず目指した。
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　一族クロッゾが保有する『工房』は、退廃した館同様に、ぼろ臭かった。

　だがヴェルフはこの狭い鍛冶場が嫌いではなかった。鼻を刺激する鉄の香りも、煤すすまみれで汚れた壁も、古かろうと熱い炎を燃やす炉も、全て。ここいる間は貴族などというしがらみを忘れられた。

　仕立てのいい貴族の服を脱いで作業衣に着替えたヴェルフは、薄暗い『工房』の中に足を踏み入れた。

「爺じじい、親父！」

　工房にいるのは二人だけだった。

　同じ作業衣に身を包んだヴェルフの祖父ガロン・クロッゾと、父親ヴィル・クロッゾだ。

　白い髪と髭ひげを生やしたガロンと、長い茶色の髪を結わえたヴィルは振り返る。

「ヴェルフ、その呼び方は止せといつも言っているだろう。いつになったら貴族としての自覚が芽生えるのだ。それに聞いたぞ、私が留守の間、夜会で騒ぎを起こしたらしいな？」

「あれは、向こうから俺達のやってることを鉄遊びなんて言ったから……」

「黙れっ、王の御前で暴れるなど、子供の喧嘩であろうと許されることではない！　マリウス様に口添えして頂いたから、ことなきを得たものを……」

　父親のヴィルは、貴族として厳格な人物であった。

　現当主として一族の再興を誓う彼は、あくまで鍛冶貴族としての体裁を母親や他の郎党と同様に強要してきた。ヴェルフはそれが窮屈だった。

　ちなみに夜会での一件は、気紛れなのか第一王子がヴェルフを擁護したため、お咎とがめなしとなっている。

「ヴィル、もういい。ヴェルフも来た。始めるぞ」

「……わかりました」

　うつむいて顔を歪ゆがめる子を睨にらみ付けていたヴィルだったが、ガロンの言葉に渋々従った。

　当主の座を譲ったヴェルフの祖父は、老いを感じさせないほどたくましい体付きをしていた。背筋は鉄芯てっしんが通っているかのように伸びている。顔立ちは常に厳いかめしい。

　ガロンは貴族ではなく、『鍛冶師』だ。

　ヴェルフはそう思っている。だから今も自分を助けたのだと。

　笑みを浮かべる幼いヴェルフは、何も言わず炉の前に移動する祖父の背中、そして父親の後に続き、彼等の隣に陣取った。

「──ふっ！」

　カァン、カァンッ、と。

　火花と鉄を打つ音を弾はじかせながら、鍛錬が開始される。

　炎を入れた炉は真まっ赤かに燃え上がり、薄暗い工房を照らし出していた。

　殺人的な熱で顔を焼かれ、いくつもの汗を垂れ流しながら、それでもヴェルフは父と祖父の助手役に従事する。

　女神フォボスの『恩恵』を有している父と祖父の打撃音は力強かった。その『力アビリティ』によって相槌あいづちを必要とせず武器を作り上げることができるにもかかわらず、二人は一つの金属を愚直に叩たたき鍛え上げていく。

　ヴィルとガロンは──いやヴェルフも含め、親子三代にわたって力を合わせ、一振りの武器を作り上げようとしていた。

「いいか、ヴェルフ。鉄の声を聞け、鉄の響きに耳を貸せ、鎚に想おもいを乗せろ。でなければ真しんの剣つるぎは打てん。私達は、必ずや『クロッゾの魔剣』に代わる武具を作り上げるのだ」

　ヴィルが鬼気迫った表情で、鎚を振り下ろしながらヴェルフに告げる。

　その言葉を言うのはいつも父親だった。

『クロッゾの魔剣』に代わる武器で一族を立て直そうと、ヴィルは人生を賭かけていた。

　貴族としての復権を本懐にしつつも、この時の父親の意志と情熱は本物で、ヴェルフは素直に頷うなずいていた。

　鍛錬に臨む父親の横顔を、ヴェルフは尊敬し、愛していた。

「……ヴェルフ、鋏はさみをよこせ」

「ああ！」

　そして寡黙な祖父は、その背中だけでヴェルフに鍛冶師とはなんたるかを教えていた。

　ひたすら鉄を鍛えるその姿を見て様々なものを学んできた。ヴィルもそうだ。一族が『クロッゾの魔剣』を打てなくなって久しい中、ガロンは至高の武具を目指し『鍛冶師』に没頭してきたのだ。

　──鉄の声を聞け、鉄の響きに耳を貸せ、鎚に想いを乗せろ。

　この教えはもともとガロンの言葉で、ガロンから受け継がれてきたのだ。取り憑かれたように鎚を振り下ろす彼の口から、ヴェルフも一度だけ聞いたことがある。

　物心がつく前のヴェルフは武器より先にガロン達、鍛冶師の存在を知った。

　その上で彼等の意志と熱が生み出す武器に魅せられた。

　鍛えられた刃、力強い輝き。

　王国ラキアのとある騎士が祖父の作品を振るう姿を目にした時、ヴェルフの全身が熱くなった。

　使い手とその半身、人と武器はこうまで高め合えるのかと。

　自分も鍛冶師になりたい。

　鍛冶師になり、至高の武器を作り上げたい。

　その武器が最高の使い手とともに駆け抜ける姿を見届けたい。

　そんな強烈な衝動に襲われた。

　憧あこがれと願望、情熱。

　ヴェルフは熱い想いを、幼少の頃ころより胸に秘めていた。

「……ヴェルフ、打ってみろ」

「えっ……い、いいのか、爺じじい!?」

　これまで助手紛まがいのことしかやらせてもらえなかったヴェルフに、初めて鎚を持つことが許される。

　厳格な祖父は視線だけで「やれ」と促してきた。

　汗にまみれる父親も笑っている。

　ヴェルフは笑った。

　泣き出してしまいそうなくらい、唇を吊り上げた。

　子供の細腕では不釣り合いなほど重いハンマーを握り締める。

　真っ赤に熱した金属、そして鉄床アンビルの正面に進み出る。

　今日という日を、自分は決して忘れないだろう。

　ヴェルフはそう確信しながら、鎚を振り下ろした。

　父や祖父のものとはほど遠い、情けない打撃音が奏でられ、いくつもの火花が散る。けれどヴェルフは振り下ろす鎚に己おのれの全てをぶつけた。

　自分も『鍛冶師』になる。

『クロッゾの魔剣』を超える武器を、至高の武具を、父と祖父とともに作り出す。

　この時のヴェルフは、その未来を信じて疑わなかった。
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　その運命の日は、ヴェルフが十歳の誕生日に訪れた。

「じゃあ、私の『恩恵』を刻むぞー」

　クロッゾの館の一室で、ヴェルフはフォボスから『神の恩恵ファルナ』を授かろうとしていた。

　十歳の誕生日に『神の恩恵ファルナ』を刻むというのはガロンの指示だった。【ステイタス】を得る前に、職人としての苦労を知っておけという彼の方針であった。

　ヴィルやガロン、一族の者に見守られる中、半裸になって椅子いすに座るヴェルフの背に、フォボスが神血イコルを垂らし【神聖文字ヒエログリフ】を刻む。




　ヴェルフ・クロッゾ

　Ｌｖ．１

　力：Ｉ０　耐久：Ｉ０　器用：Ｉ０　敏捷：Ｉ０　魔力：Ｉ０

《魔法》

【】

《スキル》

【魔剣血統クロッゾ・ブラッド】

　・魔剣作製可能。

　・作製時における魔剣能力強化。




【神聖文字ヒエログリフ】の文字群が刻まれた小さな背中──他の一族クロッゾと同じように発現している【魔剣血統スキル】──を眺めていたフォボスは、おもむろに口を開いた。

「……ヴェルフ、『魔剣』、作ってみろよ」

「は？　作れるわけないだろう。一族は『精霊』に呪のろわれて……」

「いいから、やってみろって」

　今日まで鍛冶師としての技術は父と祖父に叩き込まれている。

　鎚を初めて持ったあの日から一年、【ステイタス】を得た今ならきっと一人でも武具を打つことができるだろう。

　ガロンやヴィルともども怪訝けげんな顔をするが、黒髪の女神は薄い笑みを浮かべるだけだった。

「……やるだけだぞ」

　神に促され、ヴェルフは渋々従った。

　そして、全てが変わってしまった。




「信じられん……」

　ヴィルの視界に広がるのは、黒い煙が立ち上る焦土だった。

　王都バルアから出た平原である。

　彼の手には紅色の短剣が握られており、たった今、バキッと音を立てて破砕した。

　剣身の破片が足もとに転がる中、同行してきた一族の者達とヴィルは呆然ぼうぜんとする。

　ヴェルフが作り上げた短剣──『魔剣』の試射である。

『うっ──ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　飛び交う無数の火の粉。

　全てが灰燼かいじんと帰した焼け野原。

　過去の栄光の象徴、蘇よみがえった『クロッゾの魔剣』に猛り狂ったかのような歓呼が上がる。

　居合わせたヴェルフもまた愕然がくぜんとし、砕けた剣つるぎの残骸を泣きそうな瞳で見つめていた。
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「ヴェルフッ、魔剣を打て!!」

　館に帰った後、ヴェルフは一族郎党に取り囲まれた。

　顔も知らなかった縁者が、母親が、そしてヴィルさえも、目を血走らせながら『魔剣を作れ！』と斉唱する。

　幼いヴェルフは、立ちつくしていた。

「クロッゾの悲願を、一族を再興させるのだ!!　他ならないお前の『魔剣』で!!」

　正面に立つヴィルはヴェルフの両肩を摑み、眦を裂いた形相を浮かべる。

　痛みで顔を歪める子にまるで気付かず、『魔剣』の生産を強要した。

「待てよ、待ってくれ……『クロッゾの魔剣』に代わる武器を、俺達が作るんじゃなかったのかよ!?」

「そんなものはもう必要ない！　お前さえいれば、『魔剣』さえあればクロッゾは蘇る!!」

「親父っ、嫌だっ、俺は使い手を置いて逝いく剣なんて……必ず砕ける『魔剣ぶき』なんて、見たくない！」

「何をふざけた戯言ざれごとを抜かしているのだ、この愚息がぁ!!」

　頰を殴られ、床に転がったヴェルフは茫然ぼうぜん自失となる。

『魔剣』に代わる武器の作成に心血をそそいできた男は、もうそこにはいなかった。

　いるのは一族の妄執に取り付かれた、呪われた魔剣鍛冶師の末裔まつえいだった。

「『クロッゾ』の栄華を取り戻すのだ、ヴェルフ！　王家に取り入るための道具を打て!!」

　その叫びに。

　その言葉に。

　ヴェルフの固められた拳こぶしが、あらん限りの力によって打ち震える。

　歓喜の叫びを上げる一族の中で、ただ一人ずっと黙りこくっているガロンを、ヴェルフは縋るように見上げた。

　孫の揺れる眼差まなざしに対し、押し黙っていた祖父は……ぞっとするような無表情で、告げた。

「『魔剣』を打て。ヴェルフ」

　ふっ、と。

　ヴェルフの全身から力が消え失せる。

　次に漲みなぎるのは、真まっ赤かな怒りの炎だった。

　失望、裏切り、そして強烈な悲憤。

　この日、ヴェルフは父親や祖父、クロッゾの一族と決別した。
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「家を……国を出るのかぁ、ヴェルフ？」

　深夜、ヴェルフが部屋の中でひそかに旅支度をしていると、フォボスが現れた。

「何の用だ……」

　振り返ったヴェルフは、野獣のような荒すさんだ瞳を向けた。

　もとはと言えばこの女神の指示が全ての発端だ。

　いくら隠そうが、いずれ明るみになる出来事であったとしても、幼いヴェルフは彼女を恨まずにはいられなかった。

「悪かったよ、お前の居場所を奪っちまって。ごめんなぁ、ヴェルフ」

「……」

「ただ、その力を知らないままだったら、いや受け入れていなかったら、いつかお前は後悔する……そう思ってあんなことを言っちまった。うひひっ、許してくれよ」

　フォボスは愛おしそうに打ちひしがれた子供を見つめていた。ニヤニヤとしたいつも通りの笑みを浮かべながら。

　一頻り口を噤つぐんだ後、責めるのを止めたヴェルフは旅支度に戻った。

「止めても無駄だぞ」

「止めねえよ。むしろ助けてやる」

「……なに？」

　ヴェルフはそこで、手を止めて振り返る。

「言葉通りさ。国の外に、出してやるよ」

「どういうつもりだ……？」

「可愛かわいい子供への、最後のお節介さ。罪滅ぼしでもいい。それにガキ一人で王都バルアの外壁を抜けられるわけねえだろ？」

　黙りこくるヴェルフに、歩み寄ったフォボスは「任せとけって」と笑いかけ、その肩を馴なれ馴なれしく抱いてくる。

　彼女の神意しんいはわからなかったが、その言葉は正しかった。

　貴族と鍛冶師以外の生活を知らないヴェルフが、国の検問を抜けられる可能性など僅わずかに過ぎない。狂喜乱舞している一族によって、自分が『クロッゾの魔剣』を打てることは今頃王城にも伝わっているだろう。

　この国を出るというのなら、フォボスの協力を仰ぐしか選択肢はなかった。

「ヴェルフ。あと『魔剣』も持っていけよ」

「必要ない。俺にあんな武器は──」

「何が起きるかわからないだろ？　念のためだって。こんな時くらい神様の言うことは聞いとけよ、なっ？」

『魔剣』は二振り作られていた。

　試射用のものと、王家への献上用のものだ。

　自分の初めての作品を勝手に使われるのも、置いていくのも胸糞むなくそ悪いだろ？　と。

　フォボスに諭されたヴェルフはしかめっ面を作りながら、不承不承に頷いた。

「私のツテを使って、検問を通れるようにしてやる。決行は明日だ、いいな？」

　何の気紛れかはわからない。

　だが、目の前の『悪友』の言葉は信じていい気がした。

「ああ……」

　計画を説明するフォボスに、ヴェルフは頷いていた。
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「聞いたか、マルティヌス！　クロッゾに『魔剣』を打つ者が現れたぞ！」

　王城の最上階、玉座の間の中で。

　ヴィルに謁見えっけんされた男神アレスは、「フハハハハハハッ」と呵々大笑かかたいしょうの声を上げていた。

「しかしアレス様、クロッゾの一族は未いまだ『精霊』に呪われております。今は原型を保っていたとしても、戦場に出た途端ポッキリという可能性も……きっと不良品でしょう」

「む、それもそうだな。よし、あまり期待しないでおこう！」

　初老の王が進言すると、鎧よろい姿のアレスは獅子ししのような金髪を揺らし、あっさりと頷く。

　そんな暢気のんきに笑い合う二人の様子を陰から見守る王子マリウスは、げんなりとしていた。

　彼等の代わりに心労を蓄積するように、『目』と『耳』の役割を持つ間諜かんちょうを呼び寄せる。

「クロッゾの情報は？」

「はっ……どうやら『魔剣』の作成者は現当主ヴィル・クロッゾの長子、ヴェルフ・クロッゾの模様」

「ヴェルフ・クロッゾ……あいつか」

　自分専用の配下の報告を聞き、聡明な王子は一年前の夜会を思い出していた。

　瞳の色は違えど、自分と似た光を宿した眼まなこ──己の生きる環境に疑問を持っている赤髪の少年の顔を。

「……一応、網を張っておけ。門に騎士達を配備しろ」
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「くそっ!?」

　暗雲が広がる闇夜やみよからは、雨が降りしきっていた。

　旅装のローブを纏まとうヴェルフは、鳴り響く警笛の音を振り払いながら、城下町の大通りを駆け抜けていく。

　王都バルアは都合四つの外壁に囲まれている。

　王族と貴族、軍人、民の居住区を分ける巨大な円壁を女神フォボスの手回しによって二つまで通過したヴェルフは、三つ目の外壁門で兵士に見つかってしまった。

　いつになく、厳重な検問が行われていたのである。

「ちくしょう、どうなってるんだ……！」

　能力ステイタスの力で何とか検問を突破し、雨に打たれながら城下町を突っ切っていく。

　ヴェルフは息を切らしながらひた走った。

　腰に吊るした短剣が耳障りなほどにガチャガチャと盛んに鳴っている。

　いよいよ最後の外壁が近づいてくると、そこには固く閉ざされた鉄門扉と──

「止まれェェ！」

　──騎士!!

　甲冑かっちゅうに身を包んだ三名の男達の姿に、ヴェルフの目が見開かれる。

　王国ラキアが誇るＬｖ．２の騎士。

　今のヴェルフでは到底敵かなわない格上の、武器の使い手。

　抜剣し警告してくる騎士達に、少年は眉間みけんを歪め──短剣の柄つかに手をかけた。

　騎士と門、それに向かってまっしぐらに駆け、その緋色ひいろの剣身を抜き放つ。

　そして、振るった。




「焰華えんかぁ!!」




　その『魔剣』の力を。

「────────────」

　待ち構える騎士達も、解き放ったヴェルフ自身も、その光景に時を止めた。

　繰り出されたのは猛り狂う『大炎流』。

　火炎の顎あぎとが、立ちつくす騎士もろとも門扉を呑み込み、咆哮ほうこうする。

　炸裂さくれつ。

　轟音ごうおん。

　そして爆砕。

　深夜の城下町に炎の雄叫おたけびが上がり、騒ぎを聞きつけた人々の悲鳴があっという間に夜雨よさめの隙間すきまに響き渡る。

　呆然とするヴェルフの視線の先に広がるのは、崩壊した壁、闇の奥に広がる外の世界。

　そして、瓦礫がれきの山に埋もれる瀕死ひんしの騎士達の姿があった。

「……うっ、うぁあああああああああああああああああああああああ!?」

　ヴェルフは吠ほえた。

　手の中から、砕け散る『魔剣』の欠片かけらをこぼしながら、闇夜に向かって。

「これがっ、これが力か!?」

　雨に顔を打たれ、涙のようにいくつもの滴がヴェルフの頰を伝っていく。

　堅牢けんろうな外壁から立ち上る煙と、雨を浴びようが消えない燃え盛る緋色の焰ほむら。

　本来ならば、ヴェルフなど騎士達の手にかかれば一瞬で制圧されていた。

　それを覆したのが、『クロッゾの魔剣』。

　何の力も持っていない子供が、屈強な騎士さえ倒してしまう外法げほうの武器。

　遥か昔、作り手である鍛冶一族をも堕落させた、強力無比な魔剣。

　無残に焼き焦こげた騎士達の剣に、とうとう目から涙をこぼしながら、ヴェルフは絶叫した。

「こんなものが、本当に鍛冶師おれたちが生み出さなきゃいけないものなのか!?」

　混乱する兵士達の追手を背後に追いやり、ヴェルフは破壊された外壁を飛び出す。

　暗闇に姿を消しながら、何度も嗚咽おえつと怒声を夜の空に打ち上げた。

　──俺は、『魔剣』を打たない。

　その日。

　ヴェルフは鍛冶師としての誇りと、意地を貫き通すことを誓ったのだった。





[image: ]






　王都から脱出したヴェルフが辿たどり着いたのは、王都からそう離れていない雑木林だった。

　雨は止んでいた。

　ずぶ濡ぬれになった彼がフードを脱ぐと、木陰から黒髪の女神が現れる。

「上手うまくいったみたいだなぁ、ヴェルフ」

「フォボス……」

　待ち合わせ場所に先に訪れていたフォボスはゆっくりと歩み寄る。

　疲弊した少年の相貌、鞘さやだけを残して消えた『魔剣』。

　それらを見た彼女は、何も言わず目を細めた。

「ヴェルフ、来い。旅立っちまうお前に、私からの餞別せんべつをくれてやる」

　最初で最後の【ステイタス】更新だ。

　そう言って、フォボスは背後に回り込んだ。

　一夜の逃亡劇にすっかり心身を磨耗したヴェルフは黙って従い、なされるがままになった。

　糸の切れた人形のように岩へと腰かけ、フォボスが服をまくる。

　鍛冶作業により筋肉がつきつつある少年の背を、女神の細い指がなぞっていく。

「終わりだ。それとヴェルフ、私との契約は解除しておいた」

「……？」

「いつでもどこでも改宗コンバージョンできるってことだ。これから先、好きな神の派閥ファミリアに入ればいい」

【ステイタス】を封印したわけではなく、強化された能力値アビリティの力は残しながら、再契約が可能状態にしたとフォボスは説明する。

　いわば他神の『改宗コンバージョン待ち』の状態であると。

「ただし、私の神血イコルは残り続ける……つまり、お前の童貞はじめては私が頂いたってことだぁ～」

「……変なこと言うな」

　神妙な顔をしていたヴェルフは、フォボスの軽口にようやくいつもの調子で返事をした。

　女神は「うひひっ」とおかしそうに肩を揺らす。

「今日中に隊商キャラバンがこの林の側を通りかかる。それに乗れ。王国ラキアから出た後は、自由にしろ」

「お前は……どうするんだ。今、王都バルアに戻ったら、俺を逃がしたせいで……」

「私がいなきゃ、誰がお前の尻しり拭ぬぐいをするんだぁ？　今頃いまごろ大騒ぎだぜ、王国ラキアも一族クロッゾも」

「……」

「安心しろよ、ヴィル達は私に踊らされて、お前は唆そそのかされたってことにしてやる。ぜーんぶ女神わたしの娯楽のせいだってなぁ。アレスはアホだから、信じるさ」

　そのフォボスの言葉に。

　自分を見つめる彼女の眼差しに。

　ヴェルフは確かに、胸をかき乱された。

「……なんでだよ？　なんで俺に、そこまで……」

「神の酔狂さぁ。後は、そうだなぁ……可愛い子供のためか？」

　首を横に傾けながら、女神は長い黒髪をうなじから落とした。

「私は嬉うれしいんだ。お前みたいな馬鹿なガキがいてくれて。それにもう、アレスの下でダラダラ暮らすのも飽きてきた」

　下界から送還されてももういいや、とフォボスはケラケラと笑う。

　それは全て、気紛れな彼女の本心なのだろう。

　けれどヴェルフは確かに、その時、その場所で。

　彼女の中に『神』を見た。

「安心しろよ。『天界』に吹っ飛んでも、お前のことをずっと見守っててやる。ひひっ」

「……余計なお世話だ」

　そして。

「──行けよ、ヴェルフ。好きに生きろ。クロッゾも王国ラキアも、お前の枷かせになるだけだ」

　フォボスは抱き締めることも、頭を撫なでることもしなかった。

　ただ、ヴェルフが今まで見たことのない穏やかな笑みを浮かべた。

「じゃあな」

「……ああ」

　それが彼女と交わした、最後の言葉だった。
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　後日。

　ラキア王都バルアの方角から、巨大な光の柱が天に昇った。

　──ごめん、ありがとう。

　王国ラキア領外、小高い丘の上。

　少年は一人、その美しい輝きを見上げながら、静かに一筋の雫しずくを流した。
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「随分、活きのいい子がいるわね？」

　美しい麗人の声が響く。

　彼女の眼が見つめるのは、炉が燃え滾たぎる鍛冶場。

　そこでは赤髪の少年が、大人達相手に鍛錬の場を巡って取っ組み合いの喧嘩を行っていた。

「あぁ、女神様っ。すいません、久々に寄って頂いたっていうのに、見苦しいもんを……」

「あら、鍛冶師かじしってああいうものでしょ。好きよ、私は。で、誰なの？」

「それがある日、『住み込みで働かせてくれ！』っていきなり押しかけてきやがって……。名前の方も恐らく偽名でさぁ。なまじ鍛冶の腕もいいもんだから、始末に負えねえ」

　剣製都市ゾーリンガム。

　契約先の出張でこの都市に赴いていた『とある女神』は、懇意にしている鍛冶屋に訪れていた。大きな眼帯に覆われた美貌の中、その左眼を細め、勝ち取った炉の前で鍛錬に励む少年をじっと見つめる。

「ねぇ、工房長。あの子、私に預からせてくれない？」

「ええっ？　別にうちは構いませんが……いいんですかい？」

　構わないわよ、と女神は破顔して、少年の鍛錬が終わるのを待った。

　やがて、まだまだ粗あらい一振りの剣つるぎを作り上げた彼のもとに、彼女は歩み寄る。

「ねぇ貴方、名前は？」

　汗だらけの顔を上げた少年は、突然現あらわれた神物じんぶつに怪訝な表情をしつつ、問いに答えた。

「……ヴェルフ」

「ただのヴェルフ？　家の名前はないの？」

「家名は、言いたくない……」

「そう。じゃあヴェルフ、私の【ファミリア】に入らない？」

「は……？」

　瞳を弓なりにした麗人の笑みに、少年はぽかんとした顔を浮かべた。

「……誘う前に、あんたも名乗れ。人に名乗らせたんだからな」

「あら、ごめんなさい。忘れてたわ」

　胡乱うろんな目付きをする少年に、女神は失敬と謝る。

　そして。

「私の名前は──」




　悪友の女神に導かれた先。

　少年は、紅眼紅髪の女神と出会いを果たした。

















「「「かんぱーい！」」」

　重ねた杯さかずきから白い泡が派手に散る。

　十以上にも及ぶ杯をぶつけ合った僕達は、なみなみとそそがれたお酒や果汁ジュースを一斉にあおり、あるいは口付けた。

　場所は『豊穣ほうじょうの女主人』。

　すっかり日が暮れた夜、西のメインストリートに建つ酒場は今日も盛況だ。温かな暖色の魔石灯の光に包まれ、多くの客で賑にぎわっている。酒に酔ったドワーフや小人族パルゥム達の喧騒けんそうが、『遠征』から帰ってきた体に妙に心地良い。

　僕達は『宴会』を開いていた。

　参加しているのは【ヘスティア・ファミリア】と【ミアハ・ファミリア】、そして【タケミカヅチ・ファミリア】と、お馴染なじみになった面々だ。

「固定包帯ギプス脱装おめでとうございます、ベル様！」

「あはは……えっと、ありがとう？」

　リリの大袈裟おおげさな言い回しに、僕はつい苦笑してしまう。

『遠征』から帰ってきた後、こうして宴会を開くのも実は二回目。

　一度目は僕達の本拠ホームで開いた『遠征』の帰還祝い。

　そこでミアハ様やタケミカヅチ様が祝杯を上げてくれた。

　二度目の今は、僕の固定包帯ギプスが取れたことを祝って。

　正直、そんな理由で開くのもなんだかなーと思わなくはないけど……ミアさんのご飯を食べたいと思っていたから、これはこれでいいのかも。お金の管理に厳しいリリも許してくれたんだし。

　ちなみに、神様は例のごとくバイト。

「しょげるヘスティアは俺おれ達で慰めておくから、お前達は眷族けんぞくだけで盛り上がれ」とはタケミカヅチ様の言葉だ。ミアハ様やヘファイストス様、あとはヘルメス様やデメテル様も加わって、神様達同士で一杯するらしい。

　何でも積もる話があるんだとか。

「へぇ、美味おいしい。ちょっと高いけど、いいお店だね、『豊穣の女主人』って」

「来たことがないのか？　冒険者達の間で結構有名だろう、この店は」

「そうなんだけど……何故なぜかアポロン様が毛嫌いしてたから。前の派閥では使ったことがなかったんだ」

　運ばれてくる料理に舌鼓したつづみを打つダフネさんやヴェルフの他ほかにも、みんなが自由に盛り上がっている。回復薬ポーションの仕入れの話でもしているのかナァーザさんとリリは冗談交じりに──けど目が笑っていない状態で──商談していたり、命ミコトさん、千草チグサさん、春姫ハルヒメさんは昔話に花を咲かせている。【タケミカヅチ・ファミリア】の団員達もそこに加わっていた。きっと、離れ離れになっていた春姫ハルヒメさんとの時間を取り戻そうとしているのだろう。

　まるで長兄のように口を挟まず優しく見守っている桜花オウカさんを見て、僕はつい頰ほおを緩めた。

（……【ロキ・ファミリア】は、来ないよね）

　自分達のテーブルを見回していた僕は、ふと店内に視線を走らせた。

　つい探してしまうのは、都市最強の名を掲げる【ファミリア】。

　そして美しい金の髪の少女。

『異端児ゼノス』の事件を経て、沢山の『冒険』も乗り越えた今、僕はアイズさんに会いたいと、そう思っていた。

　成長した自分を見てほしい、とは言わないけど……自分がどこにいるのか、知りたいのかもしれない。確かめたいのかもしれない。

　憧憬しょうけいの存在である、あの人と対面することで。

　一応、また戦い方を教えてもらう約束はしてはいるけれど、どんな顔をして会いに行けばいいのかわからないのも本音だった。

「ん、どうしたベル？　辺りを見回して」

「あ……えっと、【ロキ・ファミリア】が宴会にきたら、お店に入りきるかなって思って。アイズさん達も、よくここを使うらしいから」

　僕が咄嗟とっさに誤魔化ごまかしていると、隣の席に座っているヴェルフは「ああ」と気楽に笑った。

「大丈夫じゃないか？　もうすぐ『挽歌祭エレジア』だしな」

　そこで、そんな聞き慣れない単語を口にする。

「『挽歌祭エレジア』……？」

「準備するのはギルドの連中だろうが、【ロキ・ファミリア】や【フレイヤ・ファミリア】あたりも、しばらく大人しくしとけって言われてるだろう」

　ヴェルフはそう言って麦酒エールのおかわりを注文する。

　首を傾かしげる僕は、その『挽歌祭エレジア』について尋ねようとしたけれど、

「ベ、ベルさん！　……ひ、左腕の方は、大丈夫なんですか？」

　それまで話に参加していなかったカサンドラさんが、意を決したように話しかけて、中断されてしまった。

「あ、はい。アミッドさんに経過は良好だって言ってもらえて。痛みとか、動きにくいとかももうありません」

「そ、そうなんですね……良かったぁ」

　斜はす向かいに座って、両手で握ったグラスと睨にらめっこしていた──というか緊張していた？　──カサンドラさんは、僕の答えに笑った。

　自分でも左手を握って開くを繰り返し、問題ないことを確認してみる。

　戦闘はまだ控えてくださいってアミッドさんに言われたけど、この調子ならダンジョン探索を再開できる日も遠くないかも？

「あ、そうだ……ヴェルフ、カサンドラさん、あの時はありがとうございました」

　そこでちょうどいいと思い立ち、ヴェルフとカサンドラさんにお礼を告げる。

　遠征中に用意してもらった《ゴライアスのマフラー》についてだ。

　あれがなかったら冗談抜きで破壊者ジャガーノートと戦えなかったし、今頃いまごろ僕はここにいなかったかもしれない。

　思ったことを素直に伝えると、ヴェルフは唇を上げながら手を振り、カサンドラさんは目を見開いた後、すごく嬉うれしそうに「はいっ！」と破顔した。

　目尻めじりに涙が見えたような気がした綺麗きれいな笑みに、ちょっとどきっとしたのは内緒。

　節操がないなぁ、と自分のことながら羞恥交じりに思い、苦笑する。

「それにしても……ダフネ様とカサンドラ様、お二人とも【ランクアップ】するなんて。おめでたいですね」

「あ、ありがとうございます！」

「これでうちの【ファミリア】にもＬｖ．３が二人……ふふっ、持ってかれる税金以上の活躍、期待してるからね、ダフネ、カサンドラ……」

「地味な脅迫してこないでよ、団長さん……」

　リリの言葉にカサンドラさんが恐縮そうに頭を下げ、何やら怪しい笑みを浮かべるナァーザさんにダフネさんが辟易へきえきする。

　そうなのだ。

　今回の『遠征』でダフネさんとカサンドラさんも【ランクアップ】していた。

　僕が『深層』をさまよっていた頃、リリ達も負けず劣らずの『冒険』を繰り広げたらしい。『下層』の階層主を少人数で撃破なんて、それだけでも凄すさまじい『偉業』に違いないだろう。

　孤立して迷惑をかけたという負い目もあるけれど、それ以上にすごいと僕は感嘆していた。

　少しだけ寂さびしい、なんて思っているかもしれない。

　みんなと集団迷宮探索パーティ・プレイできなくて、なんて。

　とにかく、今回の宴会はダフネさん達の昇格ランクアップ祝いも兼ねて、という側面もあった。

「そう言うリリルカも【ランクアップ】したんでしょ？　おめでとう」

「いえ、これもダフネ様のご指導のおかげです。ありがとうございました」

　笑みを浮かべるダフネさんに、本当の師弟のようにリリが礼を取る。

　命ミコトさんや春姫ハルヒメさんの影響か、椅子いすの上に正座をしてやけに極東っぽく頭を下げた。これには桜花オウカさん達も苦笑いする。

　同じパーティの中で【ランクアップ】した者が続出した。

　つまり、それだけ今回の『遠征』が過酷の連続だったということ。

　他の【ファミリア】の『遠征』と比べても、多分例れいがないくらい。

「ふふっ、ミャー達の活躍も忘れてもらっちゃ困るニャ！」

「そうニャ！　傷付いた自分の前に華麗に現れるミャーを見て、少年が『嗚呼ああクロエ様、僕のお尻は一生貴方のものです！』と誓ったシーン……あれは感動ものだったニャ」

　仕事を放り出して、アーニャさんとクロエさんが妙に決まった格好ポーズをとりながら会話に割り込んできた。

　とりあえず記憶にないクロエさんの解説に僕が頰を引きつらせていると、使用済みの皿を山積みに持ったヒューマンのルノアさんが、呆あきれ顔を浮かべた。

「私達が行った時は、大体ことが終わった後だったじゃん。何もしてないくせに何なに自慢してんのさ、馬鹿ばか猫二匹」

「「ニャんだとー!?」」

　そうして、アーニャさんとクロエさんが憤慨したところで、

「くっちゃべってるんじゃないよぉ、馬鹿娘どもォ！」

　長台カウンターの中からミアさんの怒号が轟とどろいた。

　僕達の救援のためにお仕事をサボったアーニャさん達は、厳しい監視マークに遭っているらしい。

　ミアさんの強烈な眼光にアーニャさん達は肩を跳はねさせ、「「「ごめんなさーい!?」」」と半分泣きながら速やかに仕事へ戻っていった。

　アーニャさん達の援軍は僕達のせいでもあるので、普通に申し訳ない気が……。

「気になさらないでください、ベルさん。アーニャ達も覚悟して行ったんですから」

「シルさん……」

「皆さんが無事に戻ってきてくれて、私は嬉しいです」

　そんな僕の心を読んでいたかのように、料理を運んできたシルさんが笑いかけてくる。

「私も、知り合いの冒険者様のところに行って『助けてください！』と泣きついたんですけど……ふふっ、必要なかったですね」

「……その節は、大変ご迷惑をおかけしました」

　こっそり耳打ちしてくるシルさんに、気まずさもあって謝る。

　本当に、色々な人を心配させていたのだ。

「それで、ベルさん」

　僕がつい頭をかきながら苦笑していると、シルさんも笑いながら尋ねてきた。




「リューと何かあったんですか？」




　ピシッ！　と。

　僕の周囲から凍りつく音がした。あとリリの周囲からも。

　……僕は最近、リューさんに避けられている。

　多分、恐らく、きっと、間違いない。

　固定包帯ギプスを装着する羽目になった後も『豊穣の女主人』には何度か来たけど、その度にリューさんは僕と顔を合わせようとせず、さも自然な動きでスタスタと厨房に引っ込んでしまうのだ。

　まるでこちらを遠ざけているようで、その背中を追えなかった。

「酒場に帰ってきてから、ベルさんの話をするとリューの様子がおかしくて」

　微笑ほほえみながら、僕のことを穴が開くほど見つめてくるシルさんに、何故か汗が噴き出してくる。浮かべていた笑みを不細工に痙攣けいれんさせていた僕は、しばらく挙動不審になった後、恐る恐る尋ね返した。

「おかしいですか……？」

「おかしいですね」

「どんな風に……？」

「あんな風に」

　片手で木のお盆を持ちながら、シルさんがある方向を示す。

　そこには、リューさんがいた。

　アーニャさん達と同じようにテキパキとテーブルの間を移動し、給仕を務めている。

　別段不思議なところはないように見えるけど……こっちを見ない。

　不自然なほどに僕達のテーブルを見ない。

　というか、僕を見ない。

　忙せわしなく注文オーダーを捌さばく都合上、どうしたって僕達の方向を向くし、何だったらテーブル付近まで近付いてくるけれど……一度ひとたび僕が視界に入り込もうとすれば、ぐるんっ！　と体の向きごと変えている。ぎょっとした客の視線をかき集めるほどだ。

　まだ視線を逸そらすとか、目を伏せるとかなら目立たなかった。

　けれど、あまりにも俊敏に体を翻ひるがえすものだから、違和感が酷ひどい。

　何だったら、一人だけダンジョンの中にいるような動きだ。

　旋風のごとき回転に合わせてスカートが無駄に風を孕はらみ、黒の脚衣タイツに包まれたおみ足が度々あらわになっている……。

　シルさんと観察していた僕は、再び汗を流した。

「リュー！　坊主たちのテーブルに運びな！」


「…………」



　盛り付けた皿を長台カウンターに置いたミアさんが、直接指示する。

　しばらく沈黙していたリューさんは、その端麗な表情をなに一つ動かすことなく、ひょいと複数の皿を手や腕に装備した。

　そのまま、僕達のもとへ真まっ直すぐやって来る。

「リュ、リューさん……」

「肉塊ステーキになります」

「今、いいですか……？」

「ご注文ですか？」

「えっ」

「麦酒エールですか？」

「あ、あの……」

「麦酒エールですね」

「は、話を……」

「承うけたまわりました」

　か、会話が成立してない……。

　動揺する僕を他所よそに、スタスタと去っていくリューさん。

　さすがにこちらの様子に気が付いたのか、ヴェルフや命ミコトさん、春姫ハルヒメさん、ナァーザさん達や桜花オウカさん達が僕の方を見る。

「……ベル様、リュー様と何があったのですか？」

「そ、それが、わからなくて……色々あり過ぎて、逆に絞れないというか……」

　顔を近付けて尋ねてくるリリに、うろたえながらも素直に白状する。

　真っ先に思い浮かぶのは……は、裸で抱きしめたことだけど……非常事態だったし。

　それにダンジョンから帰ってきた後は普通に会話できていた。何だったら笑い合ってもいた。あの空が綺麗な高台の上で。

　僕はリューさんを怒らせるようなことをしてしまったのだろうか？

『深層』を脱出するために力を合わせた。

　あの時、誰よりも通じ合えた。

　そう思ってるのは、僕だけなのかな？


「…………」



「……シルさん？」

　そこで、こちらを注視しているシルさんに気付く。

　じーと音が聞こえてくるほど、薄鈍うすにび色の瞳ひとみが僕の顔を見つめていたかと思うと──。

　ぱこっ、と。

　両手に持ったお盆で、頭を軽く叩はたかれた。

「えっ？　えっ？」

「つーん、です」

　可愛かわいい音が鳴った頭を押さえ混乱していると、シルさんは目を瞑つむり、そっぽを向いた。

　まるで子供のように。

　けれど珍しく、怒っているような気がした。

　戸惑う僕を置いて、シルさんは何も教えてくれず、リューさんと同じように仕事へ戻っていく。

　そんな僕達をリリは半眼で眺め、ヴェルフとダフネさんは我関せずでお酒を飲み、命ミコトさんと千草チグサさんは首を傾げ、春姫ハルヒメさんとカサンドラさんはおろおろとしていた。

　ナァーザさんだけが「若いね」と目を瞑って笑い、「どういうことだ？」と桜花オウカさんが生真面目まじめに尋ねる。

　そんなみんなに構う余裕が、今の僕にはない。

　呆然ぼうぜんとする僕は、厨房へと去っていくリューさんの背中を見つめることしかできなかった。
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「ごみを出してきます」

　リューはそう言った。

　厨房でてんてこ舞いに働き回る料理人シェフ達が肉を炙あぶる火の唸うなり声や野菜を切る調理の音で返事をする。生ゴミが詰まった木造桶バケツを一人で抱え、裏口を出た。

　すっかり暗くなった細い路地に出て、廃棄場所に片付ける。

　そこまでだった。

　リューは我慢の限界のように、それまで小揺るぎもさせなかった表情を崩した。

「……変だ」

　一人きりになったところで忸怩じくじたる感情を曝さらけ出す。

　その頰は淡く染まっていた。

　顔に集まる熱を隠すように、無意識のうちに口もとを手で覆う。

「あれは、変だ。ベルに失礼だ。彼を傷付けてしまう。……早く謝らなくては」

　自分の行動を顧みて非難する。

　あの優しい少年はリューの様変わりにうろたえて、嫌われたのではないかと心を痛めているだろう。

　今すぐにでも目の前に赴いて、腰を折るべきだ。

　気にしないでください。何でもありません。

　そう伝えるだけでいい。

「でも……」

　動悸どうきがするのだ。

　緊張してしまうのだ。

　変な態度を取ってしまうのだ。

　今までできていたことが、できなくなっている。

　彼の顔を、見ていられない。

「……私は、どうしてしまったのだろう」

　だらりと腕を垂らし、目を伏せて呟つぶやく。

　胸がうるさい。耳だって熱い。

　少年の姿を視界に捉とらえる度、肩が猫のように飛び上がる。

　まるで本当に病やまいにかかったかのようだ。

（……私は、いつから……）

　彼を『ベル』と名前で呼んでいるのだろう？

　その事実に気が付いてしまったリューが、記憶を振り返ろうとした時。

「リューさん」

　名前を呼ばれた。

　すぐ後ろから。

　リューは、空色の瞳を見開いた。

　気配に気付かなかっただとか、どうしてここにだとか、そんな失態と疑問はもはや些事さじだった。

　ベルだ。

　振り向かずともわかった。

　声だけでわかった。

　しかし──リューは混乱の極致にすっ飛んだ。

『今、少年と二人きりでいる』という現実を許容できなかったのである。

　よって、振り向きざま手刀を放った。

「何奴なにやつ!!」

「えええええっ!?　僕です!?」

　一閃いっせんされた左手の一撃に、ベルは叫び声を上げながら対処する。

　半年前、Ｌｖ．１の彼では決して対処できなかったリューの一撃。それをまだ癒いえきってない己おのれの左腕を庇かばいながら、右手で受け止めた。

　攻撃を見舞ってしまったリューさえも一驚させるほどの素晴らしい動き。

　Ｌｖ．４の名は偽りでないことを証明する、確かな『成長』である。

　痛めないようにという判断だろう、リューの細い手首を見事に摑つかんでいた。

　が。

　今のリューにはそれは逆効果だった。

　ぎゅっと握られた左手を起点に、熱が一気に全身を駆け巡る。


　かぁ～～～っ！　と頰を紅潮させた瞬間、赤くなったまま眉まゆを吊つり上げ、まさに【疾風しっぷう】の名のごとき身のこなしでベルの腕を絡からめ取る。



　そして、ブン投げた。

「ふぐあっ!?」

　路地に木霊こだましたのは、地面に叩たたきつける音と、少年の悲鳴。

【ステイタス】はきっともう上を行かれた。

　けれど『技と駆け引き』は依然リューの方が一枚、いや二枚も三枚も上だ。

　碌ろくに身構えてもいない少年の体が投げ飛ばされるのは道理である。

　しかし、問題はそこではない。


「…………私はいつもやり過ぎてしまう」



　冷や汗とともに、とてもとても聞き苦しい言い訳を口にするリュー。

　よりにもよって石畳に叩きつけてしまった。

　少年はＬｖ．４といえど、投げ飛ばした力もまたＬｖ．４。

　足もとの石畳には見事に罅ひびが走っており、当のベルも盛大に目を回している。

　脳裏の片隅で、元派閥アストレア・ファミリアの輝夜カグヤとライラが『ポンコツエルフー』と唱和するのを幻聴してしまった。

「リュー、ゴミ出すのにどれだけ時間かかってるニャー！」

「!?」

　更に畳みかけるように。

　固まる彼女のもとに、怒った声が届いてきた。

　いつまで経たっても帰ってこないリューにアーニャ達が業を煮やしたのだろう。近付いてくる気配に当の本人は顔色を豹変ひょうへんさせる。

　この惨状を見られてはいけない。よくわからないが見られたくない！

　直後に取った行動は、やはり混乱の極致の賜物たまものだった。

　リューは咄嗟にベルを抱き上げた。

『お姫様抱っこ』だった。

　そのままその場を避難した。

『お姫様抱っこ』のままで。

　この迷宮都市オラリオに来て数々の『お姫様抱っこ』をしたことはあれど、されたことはないベルが今いま起きていれば悶絶していただろう。しかしそんなことを知る由よしもないリューは、【疾風】の名に違わぬ速さで疾走した。

　店の仕事を放り出して、何度も路地を折れ曲がり、人気ひとけのない場所を求めて。

　そして。


「はぁ、はぁ……！」



　辿たどり着いたのは、やはり人目のない細い路地だった。

　周囲は石造りで小店こみせもなく、あるのは上に伸びる短い階段と古ぼけた魔石街灯、あとは木でできた長椅子ベンチくらい。

　ひとまず気絶しているベルを長椅子ベンチに寝かせたリューは、あまりにもヒドイ自分の行いに頭を抱えたくなった。

「傷害……誘拐……私は一体どこまで堕おちれば……」

　止まらない自責の念に翻弄ほんろうされつつ、ベルの体を調べる。

　とにもかくにも治療だ。

　意識は刈り取ってしまったが、幸い怪我けがはない。にもかかわらず『回復魔法』を行使する。そわそわと体を揺らし、考えうる限りの治療を不必要なまでに施していく。有り体に言ってしまえば、動転パニック状態だった。とにかく、自分ができることを全部全部全部行った。

　その結果。

　リューは、ベルに『膝枕ひざまくら』をしていた。


（何故っっっ……!?）



　自分でやったくせに動揺する絶賛混乱中の妖精ポンコツエルフ。

　これは、あれである。

　せめての罪滅ぼしとして、少年が目を覚ますまで首が痛くならないように己の腿ももを提供するという配慮的な行為である。そうに違いない。そうとしか、考えられない。

　もはや頰から熱が引かず、今も気絶している少年の顔を見下ろしながら沸騰ふっとうしそうになる。

　そんな中。

　人気のなかった路地に、陽気そうに肩を組んだ獣人の二人組が通りかかった。

　既にでき上がっているのだろう。酒気を振りまきながらリュー達を見て、盛り上がる。

「ヒューヒュー！」


「おーおー！　お嬢ちゃん達、見せつけてくれる、ね、ぇ………………」



　囃はやし立てる彼等の言葉は、途中で途絶えた。

　エルフが瞳孔の開き切った瞳で、めちゃくちゃ怖い顔で見つめていたからだ。

「吠ほえるな」

「は、はひっ」

「忘れろ」

「ふ、ふぇ」

「去れ」


「「はいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!?」」



　肩を組んだまま猛退散する二人組。

　酔っ払い達が去り、二人きりに戻ると、リューは沈痛そうな表情で呟いた。

「……おかしい。さっきから、ずっと」

　頭上には、路地の形に切り取られた蒼あおい夜空が広がっている。

　そこには故郷の森のように星が鏤ちりばめられていた。

　少年を腿の上に乗せながら、静謐せいひつな空間に包まれる。

「私は、難物のままだ……。面倒で、嫌いやなエルフのまま……」

　渦巻くのは自己嫌悪だ。

　思い起こすのは、このオラリオに来たばかりの頃の自分。

（アストレア様と、アリーゼと会った時と同じ……）

　あの時も、リューは近付いてくる誰しもを傷付けた。

　自分の狭い見解が醜態に拍車をかけ、今のように迷路から抜け出せずにいた。

「……ベル」

　昔の自分には戻りたくなくて、口を開いた。

　目もとにかかっている白い前髪を、そっと指で触れてしまう。

　それだけで胸が暴れた。

「私は、貴方を嫌ってなどいません……」

　こんなところで釈明しても意味はない。

　けれど、今なら言える気がした。

　頰をうっすらと赤らめ、脚の上に寝かしている少年の顔に語りかける。

　前髪で瞳が覆われていて良かった、とリューは思った。

　少年の閉じられた瞼まぶたと睫毛まつげが見えたら、きっとリューは理由がわからないまま酷く戸惑って、口をもごもごと動かすだけだっただろう。

　細長いエルフの耳にかかる髪を指ですくい、顔を少年のもとに近付ける。

　吐息がかかる距離で、囁ささやいた。

「嫌う筈はずがない。逆に──」

　そこまで言った時だった。

　リューは言葉を切った。

　無言となった。

　不自然な沈黙を纏まとった。

　やがて、その空色の瞳をすっと細める。

「ベル……起きていますね？」

　ぴくっ、と少年の頰が揺れる。

　白を切るように動き出そうとしない少年に、リューが顔を上げ、氷点下の眼差まなざしをそそぎ続けていると、


「…………はい」



　ベルは観念したように、いや極めてばつが悪そうに、目を開いた。

　リューは柳眉を逆立てる。

「もう二度とあんなことをしないでほしい……私はそう言った筈ですが？」

「いだだだっ!?　す、すいませぇん!?」

　狸寝入たぬきねいりしていた少年の頰をつねってしまう。

『深層』をさまよっていた時もそうだった。

　この少年は『闘技場コロシアム』を崩落させた後、仕方がなかったとはいえ瀕死ひんしの振りをして、リューの生娘のような情けない声をしっかり聞いていたのだ。

　当時のことを思い返し、羞恥もぶり返してくる。

　目の下を紅潮させるリューは、恨みがましい眼差しで頰をつねる手に力をこめた。

　ベルの悲鳴が一音程オクターヴ高くなる。

「ご、ごめんなさい……気が付いたら、こんな格好になってて、混乱して……言い出せなくて……」

　頰をさすりながら、ベルがリューの脚から起き上がる。

　腿ももから去っていく温もりを少し残念に思ったのは、きっと気のせいだろう。

「……ちなみに、どこから目覚めていたのですか？」

「えっと、本当についさっき……逆に、ってリューさんが言った時です」

　ならば大丈夫だ。ならば、致命的な失言は聞かれていない。

　リューはほっと安堵あんどした。

　その安堵がどういう意味なのかも理解しないまま、胸を撫なで下ろした。

「それで、ど、どうしてリューさんが膝枕を……？」

「……私の行いが、貴方に害を与えてしまったので、せめてもの罪滅ぼしとして……」

「なるほど……なるほど？」

　隣に座って、頻しきりに首を傾げるベルに、ことの経緯を説明する。

　決してベルの方を見ようとせず、真正面、路地の壁を見つめたまま。

「……あの、やっぱり僕、リューさんを怒らせるようなことをしちゃったんですか？」

「えっ？」

「あれからリューさん、僕を見ようとしないから……」

　引き寄せられるように目を向けると、そこには困ったように笑うベルの顔があった。

　それはどこか悲し気にも見える。

　胸が締め付けられるリューは、咄嗟に告げていた。

「違うっ」

「えっ？」

「それは違うっ、貴方は何もしていない！　……貴方が、悪いわけでは……」

　次第に言葉が尻すぼみになったリューは、目を丸くするベルから視線を剝はがし、己の足を見下ろす。

　必死に胸を落ち着け、言いたいことをしっかり整理してから、口を開いた。

「私は……貴方を嫌っているわけではありません。貴方が私に何をしたというわけでもない」

「そうなんですか……？」

「ただ、貴方の顔を直視することに堪たえられないだけです」

「だからナンデ!?」

　聞き方によっては誤解を招く発言だとリューは気付かない。多感で繊細な年頃であるベルが微妙に傷付いていることにも気付けない。

　弁明するリューはやはり、ベルと目を合わせようとしなかった。

　ただ少年の肩のすぐ近く、真隣から離れようともしなかった。

「……すいません、ベル」

「へ？」

「今回の件も含め、迷惑をかけてしまって。貴方に度重なる心労を与えてしまった。本当に、申し訳ありません……」

「あ、いえっ、大丈夫です！　僕もリューさんに嫌われてないってわかって、ほっとしたというか、嬉しいというか、その……」

「……そうですか」

「はいっ」

「……」

「……」

「……戻らなくて、いいのですか？」

「えっと……面倒だからしっかり話をつけてこい、ってヴェルフに言われたので。少しくらいは。リューさんの方こそ、大丈夫なんですか？」

「私は……ミア母さんという意味で絶対許されないでしょうから、今更早く戻ろうとしても、大して意味はありません」

　だから、もう少し遅れて帰ってもいい筈だ。

　リューは心の中でそう思った。

　そう思ったから、もう少しだけここにいようと思った。

「アーニャやクロエ、ルノア、それにシルさえこうしてサボることはある……ので、少しくらいなら」

「あはは……」

　ベルが苦笑する。

　リューも、そこでようやく笑みを浮かべることができた。

　そこから会話するのは、お互いの近況についてだった。『深層』から帰った後の自分達のことを聞き合い、伝え合う。

　左腕の調子はどうか？　リューの右脚の方は？

　女神ヘスティアに『ただいま』と伝えた。ミアの手料理を食べた。

　今はじっくり休んでいる。酒場では以前のように働いている。

　そんな他愛もない話を交わす。

　そんな他愛もない話が、今のリューには喜ばしかった。

　胸がくすぐられる。

　最初は緊張していた声音も緩み、穏やかになっていた。

「あの、リューさん」

「？」

「もしよかったら、アリーゼさん達のこと……教えてくれませんか？」

　不意に、ベルはそんなことを言ってきた。

「アリーゼ達のことを？」

「はい。ダンジョンにいた時は、深く聞けなかったですし……リューさんの【ファミリア】のことを、知りたいなって」

　あの別離を思い返せば、胸を疼うずかせる痛みは確かにある。

　けれどそれ以上に、ベルがアリーゼ達について聞いてくれたことが、嬉しかった。

「……いいでしょう。それでは、何から話しましょうか……」

　少しだけ顔を上に傾け、夜空を見る。

　星の輝きに思いを馳はせながら、恥ずかしい話だが、と前置きをして語り出した。

　この都市に来た詳しい経緯、そしてそこで誰と会ったのかを。

　少年は静かに耳を傾けた。

　時々笑って、リューも思わず微笑んだ。

　夜空が見守る路地で、彼女達はもう少しだけ、二人だけの時間に身を委ゆだねるのだった。

















　リュー・リオンは、エルフの里に暮らす村娘の一人だった。

　単なる村娘、と言うのは語弊がある。彼女は里の聖樹せいじゅを代々だいだい守護する守もり人びとの一族であり、生まれて間もない頃ころからエルフの戦士として教育を受けてきた。いざ外敵が里にやってくれば大人達に交ざって迎え撃つ。たとえ神による『恩恵』を授さずかっていなくとも、地上に棲息するモンスター程度ならば、彼女達は弓矢や刀剣を駆使して撃退することができた。

　そしてその日もリューは他ほかの戦士とともに、里に近付いた他種族の隊商を追い払ってきた。

「薄汚い獣人の商人どもめ」

「見たか、あの醜い顔を。心の醜悪さが滲にじみ出ているのだろう。我々とは違うのだ」

　顔を隠す覆面を纏まとったまま、小さな体をすっぽりと覆う外套がいとうを揺らしてリューが里に帰還すると、エルフの大人達は追い払った者達を嘲弄ちょうろうしていた。

　濃い枝葉で頭上を閉ざされた妖精の集落。神々が降臨を果たした現代──ヒューマンや亜人デミ・ヒューマンの交流が一層盛さかんになった『神時代しんじだい』の中で、一部のエルフはその矜持きょうじの高さから他種族との馴なれ合いを嫌い、森の奥深くに閉じこもっていた。

　里の最奥に聖樹せいじゅがそびえるリューの故郷、『リュミルアの森』もその一つだった。

「……」

　外も内も醜い。

　見目麗うるわしい自分達とは異なり、何と穢けがらわしいことか。

　他種族のことを口々にそのように語る同胞の姿を、リューは一人、黙って眺めていた。

　下界の住人の中でも容姿端麗として知られるエルフ。

　誇り高く、潔癖で、認めた者でなければ肌の接触を許さない。

　だが、そんな美しい筈はずの同族達を見て、リューは思ってしまった。

　──見目麗しい私達エルフこそが、一番醜いのではないか。

　美貌に浮かぶ数々の嘲笑ちょうしょう、同胞を称たたえ合う美辞麗句。彼等と彼女等を眺め、接する内に抱いてしまった疑念だった。

　切っかけは何だったか覚えていない。

　生を受けて十一年、幼い心に芽生えたその疑念は日が経たつにつれ大きくなっていた。

　そして、疑念はいつしか嫌悪にまで姿形を変えていった。

　同族意識が高いエルフの中で、その考えは異端に違いなかっただろう。しかし一度考かんがえ出してしまったらもう止まらなかった。男女問わず吐き出される高慢な言葉は、リューの羞恥と落胆に拍車をかけ、自尊心をも失わせていく。

　幼いリューは何も知らなかった。

　里を出たことのない彼女の世界は小さ過ぎた。

　だが、目の前に広がる光景が歪ゆがんでいるだろうことは、彼女は確信していた。

　家族や里の者達から日に日に離れていく心。

　里の者達を恥じ、エルフである自分自身に対しても慙愧ざんきの念を抱く。

　エルフ達に背を向けて足を進めた先、澄んだ森の小川から水をすくって喉のどを潤せば、己おのれの相貌が水面に映る。

　尖とがった耳に、空色の瞳ひとみ。

　伸ばしている金の長髪と、里の者と同じ端整な顔立ち。

　目を伏せながら己の小さな手の平を見下ろしたリューは、その日、決心した。

「……さようなら」

　闇やみの帳とばりが落ちた真夜中。リューはエルフの里から飛び出した。

　里から取れる『白聖石セイロス』──路銀代わりの僅わずかばかりの鉱石を持ち出し、たった一人で。

　愛していた故郷の美しい星空、そして生まれた時より自分を見守り続けてくれた森の聖樹せいじゅ。それらに別れを告げ、リューは外の世界に旅立った。

　広大な外界に思いを馳はせて。

　エルフという名の軛くびきから、解放されることを望んで。

　だが──。
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　雨が降っていた。

　灰色の雲が空を覆い、深く被かぶったフードを微雨びうが濡ぬらす。ぴちゃぴちゃと音を鳴らしながら歩むリューは、小雨に煙る人気ひとけのない通りを力なく眺めた。

　迷宮都市オラリオ。

　故郷を後にしたリューは、『世界の中心』とまで言われるこのオラリオに足を運んでいた。初めて出る外の世界に戸惑いながら、閉鎖的な里にも伝わっていた迷宮都市を目指し、充実した苦労を重ねながら巨大市壁の門をくぐった。

　オラリオには神も人も精霊も、種族の垣根を越えて集まると聞いていた。

　この場所でなら得難い何かを見つけられるのではないか──いやエルフの里では手に入れることのできなかった他種族の友と、かけがえのない仲間と巡り会えるのではないか。

　ダンジョンという魔窟が眠るこの都市に、リューは期待していたのだ。

　だが、そんなリューの期待はあっさりと砕けた。

　他ならない彼女自身の手によって。

　──触ふれるな！

　自分に近付いてくる者をことごとく、リューは拒絶してしまった。

【ファミリア】に勧誘しようとするヒューマン。

　酒に酔った獣人達。

　いやらしい笑みを浮かべる小人族パルゥムの商人。

　言動が豪快なアマゾネスの娼婦しょうふ。

　哀れんでくるドワーフの冒険者。

　善意も悪意も関係なく、リューは彼等の手を打ち払ってしまった。

　認めた者でなければ肌の接触を許さないという、エルフの性質。

　心身に刻まれている一族の風習はリューに潔癖であることを強要した。選民意識を持つ里の者達に囲まれ、種族として潜在する特質を矯正せず成長してしまった代償であった。

　何より、周囲から寄せられる好奇の視線にリューは耐えられなかった。

　里の中では浴びることのない興味と羨望、好色の眼差まなざしは彼女に困惑を与え、恐怖をもたらした。ひとえに見目麗しいエルフの容貌が原因である。

　今や顔を隠すフードがなければ外を出歩けないほどだ。それほどまでに、里の外の視線はリューにとって『怖い』ものだった。

　もはやリューに残されているのは、名も知らぬ同族エルフを頼ることくらいだった。

　しかし彼女はしなかった。若い矜持がそうさせたのだ。

　自分を含め、エルフを恥じて嫌うその心が、少女の退路を完全に塞ふさいだ。

「……飛んだ笑い種ぐさだ」

　気付けば、リューは僅かでも肌を晒さらさぬよう外套を羽織り、覆面を纏うようになっていた。

　里に嫌気が差して飛び出したにもかかわらず、里とは異なる世界にうろたえ、動揺し、自ら壁を作り上げている。そんな自分を、リューは笑うこともできず自嘲じちょうした。

　みじめだった。

　滑稽こっけいであった。

　歩みを止めた足もと、石畳の水溜たまりに映る己の顔を踏み潰つぶしたい衝動に駆られた。

　知らない者達に怯おびえ、どうしようもない不快感を覚える。ともすれば自分こそ偏見の目で他者を見下しているのではないかという疑念にリューは支配された。エルフへの嫌悪が全て自分のもとに返ってくる。

　冷たい雨を浴びながら一人、路地裏の真ん中で立ちつくした。

「貴方、どうかしたの？」

　そんなリューに、投げかけられる声があった。

　肩を揺らして振り向くと、そこには美しい女性が立っていた。

　妙齢の年頃に見えるその容姿はエルフのリューより整っている。胡桃くるみ色の長い髪は頭の後ろで気品よくまとめられていた。瞳の色は星海を彷彿ほうふつさせる深い藍あい色だ。貞淑な貴女きじょのように質素なカートル──ロングスカートを身に着けている。

　淡く発散されている神威しんいが超越存在デウスデアであることを告げていた。

　買い出しの帰りなのか、雨避けのケープを頭から被って袋を抱えている彼女は、リューに微笑ほほえみかけてくる。

「女神……」

　呟つぶやいて、リューは顔を歪めてしまった。

　リューは神に良い印象を抱いていない。

　オラリオで初めて出会った神々は軽薄な者ばかりで──『少女エルフキター！』『くそっ、もう少し若ければ……！』などと意味がわからないことを抜かしてきて──彼女を大いに愕然がくぜんとさせたのだ。とてもではないが彼等に縋すがることなどできなかった。

　この頃になると、他種族だけでなく神々さえ嘲弄して森に閉じこもっていた里の者達は正しかったのではないか、とそんな思いも抱いてしまうほどだった。

　幻滅と失望の感情が止とどめを刺すかのように、打ちひしがれている少女の胸の内をかき回す。

　心がささくれ立っている今のリューにとって、娯楽に飢える神々は苛立いらだちの存在でしかなかったのである。

「そんなところに立っていたら、風邪かぜを引いてしまうわ」

　女神の声音はまるで羽毛のように柔らかい。包み込むような優しさがある。

　しかしリューは他の神々と同様、目の前の彼女にも反感を抱いてしまった。

「……私がいくら濡れようが、貴方には関係ない筈だ。放っておいてほしい」

「あら、関係はあるわ。貴方みたいな、いたいけな女の子が病やまいに犯されてしまったら、私は悲しんでしまうもの」

　どうしてあの時、放っておいたのかって。

　そのように語りかける女神は、柔和な笑みを崩さず、言葉を続けた。

「私が雨宿りの場になれればいいのだけれど。今の貴方──迷子みたいな顔をしているわ」

　迷子。

　その言葉を聞いて、リューは体の中で何かが切れてしまった音を聞いた。

　──一体、誰のせいだと思って!!

　それは紛まぎれもなく、全くの見当違いで、子供じみた癇癪かんしゃくに違いなかった。

　だがこの時のリューは、その激情に歯止めをかける術すべを知らなかった。

「全てっ、神々あなたたちのせいだ!!」

　生を受けてから今まで、上げたことのない声音でリューは叫んでいた。

　僅かに瞠目どうもくする女神を前に、荒ぶる感情の言いなりになる。

「貴方達がエルフなんてものを創造したから！　他者を受け入れることもできない、上辺だけの種族を生み出したから!!」

　下界にヒューマンと亜人デミ・ヒューマンを生み出したのは、天界に住まう神々だ。

　子供達にとって気が遠くなるほどの昔日せきじつ、神々の趣味と気分、そして悪戯いたずらによって、下界の住人達は種族ごとの差異と格差を伴って生まれた。下界の住人はそう信じて疑っていない。

　リューはどうにもならない熱を瞼まぶたに宿しながら、訴えた。

「何故なぜ、私達をこのような存在にした!?」

　二人しかいない通りに痛哭つうこくの声が響いていく。

　当たり散らす少女のエルフに、女神は口を閉ざした。

　雨足が次第に強くなっていく。あたかも、リューの発言を咎とがめるかのように。

　酷ひどい八つ当たりだった。

　叫び散らしたリュー自身が傷付き、頰ほおを伝う滴しずくが止まらなくなる。

　みじめだった。

　滑稽であった。

　目も当てられないほど、愚かであった。

　リューは己の所業にうなだれ、自己嫌悪の渦に呑のみ込まれていく。

　まだ小さな体が、嗚咽おえつを堪こらえるかのように震えた。

「……今の貴方に必要なのは、神々わたしたちの声ではなく、対等の友人のようね」

　やがて、全てを見透かしているかのように、名も知らない女神はそう言った。

　はっとしたリューが思わず顔を振り上げると、そこには変わらない慈愛の笑みがあった。

「神って、意外に何もできないものなの。たとえ『力』が使えたとしても……」

　ごめんなさい、と女神は申し訳なさそうに、しかし同時に優しげに藍色の瞳を細める。

「貴方の迷いを明るく笑い飛ばしてくれるような、そんな素敵な出会いが訪れることを祈っているわ」

　彼女はリューに歩み寄り、即席の地図を手渡した。

「もしよかったら、訪ねてきて。力になってあげられるかもしれない」

　そう言い残し、女神は目の前から去っていく。

　立ちつくすリューの手には、先程の地図と、そして布に被せられたパンと果物があった。

「……」

　世間知らずの少女に、純粋な善意で声をかける者はいなかった。

　いたとしても、リューは自ら拒絶してきた。

　だからそれは、リューがオラリオに訪れて初めて受け取った優しさだった。

　雨の勢いが弱まっていく中、少女は女神が去っていった方角を、しばらく見つめ続けた。
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　連日の都市の活気は、どこか精彩を欠いている。リューはそう感じていた。

　それまでエルフの里しか知らなかった自分にとって、オラリオは十分と言えるほどの大都会だったが、どこか陰りが見られるのだ。

　それは不意に見せる住人達の溜息ためいきや、暗然とした面持ちだったり、一つの悲鳴から連鎖する騒動であったりした。揉もめ事を聞きつければオラリオの一般人達は慣れたようにその身を隠し、あるいはいずこかへと避難していく。鎮圧に向かうギルド職員や、冒険者らしき者達の激しい往来を見かけない日はない。

　決して治安がいいとは言えない。あてもなくオラリオの中をさまようリューは、常にひりついている街の空気からそんな感想を抱かざるをえなかった。

　だから。

　このような事態に陥おちいるのも、早いか遅いかの違いだったのだろうと、冷めた頭で思った。

「お前、エルフだろ？　調べは付いてるんだぜ？」

「どこの神の庇護ひごも受けちゃいねえ。後ろ盾だての心配をする必要はねえし……楽勝だぁ」

　人払いをされた路地裏で、リューは柄の悪い亜人デミ・ヒューマン達に囲まれていた。

　あの女神と出会って二日。節約していた路銀もつきかけ、安宿の利用にも限界が見え始めていたリューは、地図の場所へ向かうか向かうまいか迷っていた。

　これ以上恥はじを重ねていいものかと種族エルフとしての矜持を払拭ふっしょくできずにいた彼女だったが、突如とつじょ男達が現れ、示し合わせたかのようにこの場へ誘導してきたのである。

　彼等の口振りからして、田舎者いなかものかつ美しいエルフであるリューはいい鴨カモだと目をつけられてしまい、事前に身の回りを調べられていたのだろう。

「娘ガキと女の境目ってところか。歓楽街にいい値段で売れるぜ」

　──人攫さらい、いや人身売買か。

　オラリオではこのような行いが横行しているのか。

　エルフとして高潔なリューは唾棄だきの感情に駆られた。自分のことだけで余裕のなかった彼女が、初めて抱く激しい義憤であった。

　頭目であろう猫人キャットピープルの青年を、リューは覆面の奥から睨にらみ付けた。

　恐らく相手は『神の恩恵ファルナ』を授かった冒険者達だ。エルフの戦士として常人より遥はるかに戦えるとはいえ、彼等の前では屈さざるをえないだろう。ましてやこの数では。

　手を伸ばしてくる冒険者達に、どうにか逃げ出すため護身用の短剣を抜こうとするリューだったが──

「──ちょっと貴方達！　白昼堂々と何をやらかそうとしているのよ!!」

　颯爽さっそうと現れる影があった。

　驚く男達ともども目を向ければ、戦闘衣バトル・クロスに身を包んだヒューマンの少女が立っていた。

　美しい赤い髪を後頭部の高い位置で結わえ、まとめて垂らしている。神々の言うところの『ポニーテール』という髪型だ。腰の剣帯にはレイピアを佩はいている。

　意志の強さを示す緑の双眸そうぼうは吊つり上がっており、うろたえる男達を睥睨へいげいしていた。

「アリーゼ・ローヴェル……！」

「また貴方達ね、ジュラ！　悪巧みをしようとしたって、そうはいかないんだから！」

　面識があるのか、互いの名前を呼びながら猫人キャットピープルの青年と少女は睨み合う。

「貴方達、街で何て言われているか知ってる？　ゴロツキよ、ゴロツキ！　オラリオにまで来てダンジョンにももぐらずチンピラ扱いされて、恥ずかしくないの!?」


「こっ、このアマァ……！」



「──やるの？」

　直後だった。

　殺気を帯びる青年達が動こうとした瞬間、少女は瞳を剣のように細め、目にもとまらぬ速さでレイピアを抜剣する。

　突き付けられる銀剣の切っ先に、男達は息を呑んだ。

「ちッ……いつか必ずブチ殺してやるっ。いくぞ！」

　顔を盛大に歪めた猫人キャットピープルの青年は唾つばを吐き捨て、怒鳴り声を上げる。

　啞然あぜんとするリューと、得物を収める少女を残し、悪漢達は退散していった。

「全く、懲りないんだから。……貴方、大丈夫？」

　こちらに駆け寄ってくる相手を、リューはあらためて見た。

　美しい少女だった。言葉を交わさずともその快活さと、真まっ直すぐな性格が伝わってくる。

　年齢の割に大人びているエルフのリューとは同世代にも見えるが、ヒューマンであることも加味すれば、きっと年は一つ二つ上だろう。

　まじまじと観察していると、小首を傾かしげていた少女は何か気付いたように笑みを浮かべ、薄い胸を大いに張り、その上に右手を置いた。

「自己紹介がまだだったわね！　私はアリーゼ・ローヴェル！　そろそろＬｖ．２になる予定の美少女冒険者よ!!」

　その自己紹介に、リューの目が途端に醒さめた。

「な、何よっ。ほ、本当なんだからね！　これでも生意気な新人ルーキーってやっかみと羨望を集めて注目されてるんだから！」

　慌あわてて言葉を続ける少女に、リューは何も言わず、背を向けた。

　立ち去ろうとする彼女に対し、ヒューマンの少女──アリーゼは眉まゆをひそめる。

「ねぇ貴方、黙ったままどこかに行っちゃう気？　別にお礼を言ってほしいわけじゃないけど、無視するのは失礼だわ」

「……自己満足のために私を助けたのなら、見返りなど要らない筈だ」

　自分は貴方に助けを求めていない、とリューは一瞥いちべつを投げながら答えた。

　常のリューならばありえない言動だったが、外の世界に抑圧され続けてきた彼女の心は磨り減っていた。何より、少女の善意てを打ち払い、非難の眼差しを浴びることが恐ろしかった。

　リューの返答に、アリーゼは思わずといった風に瞬きを繰り返す。

　そして、忌憚きたんのない言葉を口にした。

「貴方、偏屈なのね」

　その言葉に。

　リューの頭に、かっと血が上った。

　図星を刺された気分を味わうとともに、屈辱と怒りがその身を支配した。

　その空色の瞳を鋭くさせ、フードの奥から睨み付ける。

「それは私がエルフだからということか？」

「はぁ？」

　きょとんとした相手の間の抜けた表情に、とうとう怒りが振り切れ、リューは叫んだ。

「私は──私だって、なりたくてエルフになったんじゃない!!」

　この都市に来て以来の、二度目の感情の発露だった。

　普段の生真面目きまじめな言葉遣いを忘れ、歳とし相応の口調で感情をぶちまける。

　はぁ、はぁ、と路地裏に響く乱れた呼吸の音。

　絡からまる少女達の視線。

　リューの訴えを浴びせられたアリーゼはややあって──はんっ、と。

　これ見よがしに、鼻を鳴らしてみせた。

「貴方、なに言っているの？　とっても間抜けなのね」

「なっ……!?」


「私はエルフだからってそんなこと言ったつもりは、これっぽっっっっっっちもないわ!!」



　そしてリュー以上に大きな声で、きっぱりと告げてきた。

「偏屈で意地っ張りで頑固なのは貴方の性分でしょ？　種族のせいなんかにしないで！」

　面食らうリューに、少女は詰め寄ってくる。

　立てた人差し指をこちらの眼前に突きつけ、目と鼻の先で言葉をまくし立てた。

「ドワーフでも紳士なおじ様はいるし、エルフでも目が当てられないほどの乱暴者だっているわ！　種族なんて関係ない！　今の貴方、はっきり言ってとっても格好悪いんだから!!」

　頰を平手打ちされたかのような衝撃が、リューにもたらされる。

　少女の言葉はことごとく胸の奥底を強く揺さぶってきた。

　何も反論できない。動揺が止まらなかった。オラリオに来てから今日まで──あの女神に当たり散らしたことも含め、自分の行いを糾弾きゅうだんされているかのようだった。

　真摯しんしに注意する少女の言葉を聞いて、リューはようやく、自分の過ちを受け入れた。

「……貴方の、言う通りだ」

　長い沈黙の後。

　リューはそう呟いていた。

「私は卑怯ひきょう者だ。上手うまくいかないことを全て種族のせいにして……ただの、子供だ」

　リューはいつの間にか全てエルフのせいにして、不条理だと嘆くだけだった。

　初めて触れる里の外の世界に戸惑って、情緒が不安定になったまま、喚わめき散らしていただけだったのだ。

　己の甚だしい見当違いを認め、恥ずかしくて堪たまらなくなる。

　視線を足もとの石畳に落とし、俯いた。

「あら、ちゃんと認められるんだ。普通の人なら真まっ赤かになって怒るか、絶対に受け入れようとしないのに。……貴方、偏屈だけど素直なのね。ううん、律儀なのかしら」

　そんなリューに、アリーゼは拍子抜けしたように言う。

「──でも、そういう人、私は好きよ」

　そして、次には笑った。

　自分に向けられる屈託くったくのない笑顔に、顔を上げたリューは目を見開き、うろたえる。

　不思議な少女だった。

　頭上の晴れた青空によく映える、赤い髪の少女。

　リューが今まで見てきたことのない人物だった。

「貴方も私の正しさにひれ伏したの！　ふふんっ、さっすが私！」

　……余計なことを言うのも特徴のようだ。

　リューは自分の顔が微妙な形になっているのを自覚しつつ、フードと覆面を脱ぎ払った。

「助けて頂いて、ありがとうございます。貴方に感謝を」

　驚く相手と目を合わせ、誠意を込めて礼を告げると、アリーゼ・ローヴェルは破顔した。

「思いつめている顔をしてるけど、何かあったんでしょ？　私でよかったら、聞いてあげる」

　そのまま気さくな笑みを向けながら、そう言ってきた。

　きっと彼女はこうして誰に対しても分け隔てなく接するのだろう。少々強引ごういんに路地裏から広場に案内されるリューはそんなことを思った。

　水が舞う噴水に二人で腰かけ、気付けば、相手を拒絶してしまう苦悩を打ち明けていた。

「ふぅん……エルフの習わしは聞いたことがあるけど、人によってはそんな深刻なのね」

　不思議な感覚だった。

　会ったばかりの少女に心を許している今が。

　この気持ちを言い表す術すべを、リューは持ち合わせていない。

　相槌あいづちを打ちながら耳を傾けていたアリーゼは、リューが話し終えるのと同時に、顔をぐいっと寄せてきた。

「なら、訓練すればいいじゃない！　手を握られても振り払わないように！」

「なっ……」

　自分のこれまでの懊悩おうのうを笑い飛ばすかのような提案に、面食らってしまう。

「今からやってみましょう！　手を貸して？」

「ま、待ってください、私は……！」

「私はもうすぐ第三級冒険者になる予定なの！　貴方にいくら叩たたかれようが痛くもかゆくもないの！　大丈夫よ、ほらっ！」

　己の手を取ろうとするアリーゼに、リューは拒絶したくない一心で身を離そうとするが。

　自称上級冒険者一歩手前の少女にあっさり捕まり──ぎゅっと手を握られた。


「────」



　互いの指と指が絡まる。

　手は繫つながれたままだった。

　リューの手は、アリーゼの手を打ち払おうとしなかった。

　握られた手の平に、少女の温もりが伝わってくる。

「なに、全然平気じゃない。拍子抜けだわ」

「いや、そんな……」

　握られる手に空色の瞳は釘付くぎづけとなった。

　今、何が起こっているのか理解できない。

　そんな風にうろたえるリューの横顔を見つめていたアリーゼは、おもむろに相好を崩す。

「ねぇ貴方、私達の【ファミリア】に入らない？」

　そして手を繫ぎ合ったまま、リューを誘ってきた。

「えっ……」

「私、貴方のこと気に入ったわ！　ちょっと融通が利きかないけど、貴方は間違いを認められるエルフよ。何より貴方、曲がったことが大っ嫌いでしょう？　私達と同じだわ！」

「し、しかし、私は……」

「無理強いはしないわ！　でも見学するだけでもいいから、来てみて！」

　アリーゼは噴水から立ち上がり、手を繫いでいるリューも続く形になる。

　リューはその手を振り払うことができなかった。

　得難い何かを見つけたように、離してしまうことを惜しいと感じてしまった。

「そういえば、まだ名前を聞いてなかったわ！　ねぇ、教えて？」

「……リュー。リュー、リオン……」

　手を引っ張られながら、うろたえっぱなしのリューが答えると。

　赤髪の少女は振り返り、快活な笑顔を浮かべた。

「なに、名前はリュー？　言いにくいわね、今日からあんたのことはリオンって呼ぶわ！」

『貴方』から『あんた』に呼称が変わったことに──より少女を身近に感じられるようになったことに、リューはどうしてか、胸が温かくなるのを覚えた。




「アストレア様、いま帰りました！」

　アリーゼに導かれ到着したのは、都市南西部に存在する一軒家だった。

　とある地図に記されたものと同じ経路に、まさか、とリューが予感を覚えていると、玄関をくぐった広間には、椅子いすに腰かけ編み物をする藍色の瞳の女神がいた。

「お帰りなさい、アリーゼ。あら、その子は……ふふっ、そう。そうなったのね」

　胡桃色の長髪を揺らし、嬉うれしそうに微笑む女神──アストレアに、リューは決まりが悪いような、頰に熱が集まるような、とにかくそんな感情を覚えた。

　結局再会さいかいすることとなった心優しき女神に、謝罪の意も込めて、一礼を返す。

「団長様、そのエルフの御方はどちら様ですか？」

「ま～た捨て犬拾う感覚で連れてきたのかよ～」

「初対面の相手に猫を被る癖は直した方がいいと思うわ、輝夜カグヤ！　リオンは歴とした新入団員候補よ、ライラ！」

　他にも、広間にある複数の長椅子ソファーには他種族の少女達が各々の姿勢でくつろいでいた。

　派閥の同僚であろう彼女達に返事をすると、アリーゼはリューを部屋の中央まで連れ、説明を始める。

「リオン！　ここが私達【アストレア・ファミリア】のホームよ！　団員の数は十、主神は勿論もちろんあそこにいるアストレア様！」

　ちなみに私は団長よ！　と自慢げに付け加えるアリーゼ。

　同時に結成されてからまだ年月が経っていない、新興派閥だとリューは聞いた。

「私達は探索ダンジョン系の派閥として活動する以外にも、都市の治安維持に努めているわ」

「治安維持……？　管理機関ギルドに命じられて、ということですか？」

「違うわ！　私達は私達の正義に従って行動している！」

「正義？」

　尋ね返すと、ええ、とアリーゼは頷うなずいた。

「正義と秩序を司つかさどる主神アストレア様の名のもとで、世の過ちを正すの！　理不尽なんてものをなくすの！　私達の正義はアストレア様で、そして各々の理想！　アストレア様がいる限り、私達は正義を見失わない！」

　誇らしげにアリーゼは自分達の信念と、正義について語った。

　ある意味、部外者であるリューからすれば、それは盲目的にも聞こえるものだ。

　主神アストレアがよく言われる神の気紛きまぐれによって彼女達を利用すれば、あっさりと滑稽な操あやつり人形になるだろう。

　──だが同時に、そんなことにはならないという確信もあった。

　今もアリーゼや他の団員、そしてリューを優しげな眼差しで見守るアストレアは、彼女達の信頼を裏切らなければ見捨てもしない。彼女は間違いなく子供達を誰よりも愛する神格者じんかくしゃだ。

　アリーゼ達が寄せる全幅の信頼は、アストレアがアストレアたる由縁なのだろう。

「勿論、正義は他人の正義とぶつかり合う！　他の人達にも沢山の理想があるもの、当然だわ！」

　人の数の分だけ主張があり、貫き通そうとする意志がある。

　ぶつかり合うのが正義の宿命なのだと少女は告げる。

「──でも、今オラリオにのさばっているのは、決して正義なんかじゃない!!」

　そこで強く、アリーゼは言葉を言い放った。

「リオン、あんたの目に今のオラリオはどう映った？　街の人達は笑っていた？」

「……みんな何かに怯えていた。淀よどんだ、川のようだった」

「そうよ！　オラリオは今、大変な時代に陥っている！　あのゼウスとヘラの【ファミリア】が『黒竜こくりゅう』に敗北してから五年、未いまだに悪あくがのさばってしまっている！」

　ゼウス・ヘラの両派閥による『三大冒険者依頼クエスト』の失敗。

　エルフの里にいたリューでもその事件は知っている。そしてその結果、闇派閥イヴィルスを始めとした混沌こんとんがオラリオを包み込もうとしているのだとアリーゼは語った。

「ロキ、フレイヤの二大派閥は勿論、最近じゃあガネーシャも頑張ってる！　鍛冶師スミスの集団であるヘファイストスだって！　でも、それだけじゃ足りない！」

「……」

「私達が台頭するの！　そしてこの暗黒期を終わらせる！」

　自分達の手でオラリオの混乱期を収束させる。

　両腕を広げる少女は、本気で言っていた。

「オラリオは『世界の中心』、ここが乱れれば下界中に影響は波及する。オラリオに混沌なんて要らないわ！」

「アリーゼ……」

「今オラリオに必要なのは正しい秩序と、沢山の人の笑顔よ！」

　眩まぶしかった。

　一途な意志と信念、誇りによって輝いているアリーゼの瞳が。

　少女の決然とした表情に心は揺り動かされ、引き寄せられるかのようだった。

「……そのためには、仲間がいる。私達と志こころざしを同じくしてくれる、同志が」

　熱弁していたアリーゼは、語気を静かなものにし、こちらをじっと見つめてきた。

　彼女の視線を受け止めるリューは、女神アストレアや団員達に見守られながら、瞼を閉じる。

　リューはきっと、対等の友人が得たかった。

　尊敬し合える仲間が欲しかった。

　オラリオに来たのは、エルフの里で手に入れられなかった何かを、望んでいたからだ。

　だが、今はどうだろうか。

　何を思っているだろうか。

　初めて自分の手を取った他種族の少女の想おもいを聞いて、心は何を訴えているだろうか？

　思い出す。

　悪漢達に虐しいたげられようとしていた自分を。あるいはその時に感じた義憤を。

　そして、自分を助け出してくれた少女の姿を。

　瞼の裏に少女アリーゼの笑顔、女神アストレアの慈愛が蘇よみがえった。

「私も……」

　目を開けたリューは、アリーゼの緑の瞳を見つめ返す。

「私も、貴方達の正義を担えるだろうか……」

「──勿論よ！　歓迎するわ、リオン！」

　アリーゼは破顔した。

　他の団員達も喝采かっさいし、アストレアも笑みをこぼした。

「私達の【ファミリア】に入ってくれてありがとう、リュー・リオン」

「いえ……貴方と、アリーゼのおかげです。行き場を見失い立ちつくしていた私を、導いてくれた……」

　別室で服を脱ぎ、アストレアに背を向けるリューは言った。感謝していると。

　やがて【ステイタス】が刻まれた彼女は晴れて女神の眷族けんぞくとなり、派閥の徽章きしょうも与えられた。

　それは、正義の剣つるぎと翼のエンブレム。

「さぁ、新しい仲間の入団式よ！　みんな、集まって！」

　新入りの同僚の肩を叩こうとする団員を、リューがつい投げ飛ばすという一騒動があったものの、アリーゼ達は広間の中央で輪となった。

　ノイン、ネーゼ、ライラ、アスタ、リャーナ、輝夜カグヤ、セルティ、イスカ、マリュー。

　多くがアリーゼと同世代の少女達。

　エルフではない他種族の仲間。

　微笑むアストレアに見守られながら、リュー達は手を重ね合う。

「私達は【アストレア・ファミリア】。正義と秩序を司つかさどるアストレア様の眷族。必ずオラリオに安寧あんねいをもたらす！　──正義の剣つるぎと翼つばさに誓って!!」

「「正義の剣つるぎと翼つばさに誓って！」」

　アリーゼの言葉の後に、少女達が唱和する。

　そして、仲間の視線が集まる中。

　リューは笑みを浮かべ、それに倣ならった。

「──正義の剣つるぎと翼つばさに誓って」




　この誓いは、五年後に訪れる別離の日まで、決して破られることはなかった。

















　ヤマト・命ミコト

　Ｌｖ．２

　力：Ｈ185→Ｇ279　耐久：Ｈ158→Ｇ255　器用：Ｇ232→Ｆ334　敏捷：Ｇ217→298　魔力：Ｉ97→Ｈ149

　耐異常：Ｉ

《魔法》

【フツノミタマ】

　・重圧魔法。

　・一定領域内における重力結界。

《スキル》

【八咫黒烏ヤタノクロガラス】

　・効果範囲内における敵影探知。隠蔽無効。

　・モンスター専用。遭遇経験のある同種のみ効果を発揮。

　・任意発動アクティブトリガー。

【八咫白烏ヤタノシロガラス】

　・効果範囲内における眷族けんぞく探知。隠蔽無効。

　・同恩恵を持つ者のみ効果を発揮。

　・任意発動アクティブトリガー。




　サンジョウノ・春姫ハルヒメ

　Ｌｖ．１

　力：Ｉ18→35　耐久：Ｉ43→80　器用：Ｉ70→99　敏捷：Ｉ61→96　魔力：Ｅ441→Ｄ543

《魔法》

【ウチデノコヅチ】

　・階位昇華レベル・ブースト。

　・発動対象は個人限定。

　・発動後、一定時間の要間隔インターバル。

　・術者本人には使用不可。

【ココノエ】

　・付与魔法エンチャント。

　・詠唱連結。

　・連結対象の魔法効果を装塡。最大発動数は九。

《スキル》

【妖想狐術ミクズメノホウ】

　・魔法効果増幅

　・精神力マインド消費の効率化。




　更新された命ミコトと春姫ハルヒメの【ステイタス】。

　まずリリ達と同じく能力値アビリティが大幅に上昇した。特に春姫ハルヒメの『魔力』の伸びは驚異で──『魔力』はその性質上『力』や『敏捷』など他ほかの『基本アビリティ』と比べ上昇しにくい──、彼女の所有魔法が頻繁に使用しづらい長文詠唱、または超長文詠唱であることを加味すると、今回の結果は称賛に値する。

　それに伴う形か、『スキル』まで発現した。

　新たな『スキル』は魔法種族エルフが種族全体で共通して発現させるものと似ており、『妖術師』として重宝することは間違いない。ちなみに、今日こんにちまで確認されている魔力系の『スキル』の中でも精神力マインドの消費に関する効果は貴重で、地味ながら強力だ。

　命ミコトは新たな『魔法』や『スキル』は発現しなかったものの、

「なんかヤバい『スキル』が発現できそうだったけど、怖いから止めた。きっと自爆系」

　というのはヘスティアの談である。

　どんなに嫌な予感がしても『未知』に対する好奇心が勝り、手当たり次第に発現させる神にしては珍しい選択だった。それほど命ミコトのことを想おもって、という愛情の裏返しかもしれない。

　それを差し引いても、能力値アビリティの上昇幅はベルを除けば【ヘスティア・ファミリア】の中でも最高値トップ。多能冒険者オールラウンダーとして『遠征』で活躍し続けた結果だ。もはやその【ステイタス】の内容はＬｖ．２の中堅どころを目前としている。

　自分達の更新結果に、命ミコトも春姫ハルヒメも喜んだ。

　しかし浮かれることなく、切り替えるのもまた早かった。

　極東出身の少女達は、謙虚に、勤勉に、そして積極的に、次の段階ステージを目指している。
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「て、てあー！」

　力の入った、けれど微妙に気の抜ける声が、ダンジョンに響き渡る。

　風になびくのは金の毛並みを持つ太い尻尾しっぽ。

　長杖ちょうづえを大きく振りかぶった狐人ルナール、春姫ハルヒメは、モンスターに向かって突進した。

『ホアッ!?』

　待ち構えるのは一匹の『ゴブリン』である。

　ダンジョン最弱の代名詞でもある哀れな低級モンスターには、素人同然の構えで突っ込んでくる獣人の娘も脅威に映ったのか──事実Ｌｖ．１の体当たりも十分な必殺だ──動転の声を上げる。

　外すわけがない絶好の時機タイミングに繰り出された杖の一撃は、しかし、盛大に空振った。

「こんっ!?」

　挙句、その勢いのまま転んだ。

　春姫ハルヒメの体がちょうど『ゴブリン』の真横の位置にずしゃー！　と滑り込む。

　何ともいえない沈黙がダンジョンに流れる。

『……ゴブリャア！』

「はぐうっ!?」

　いったん動きを止めていた『ゴブリン』が『ビビらせやがって！』とばかりに蹴けりを叩たたき込んだ。ちょうどいい位置にある春姫ハルヒメの横っ腹へ。

　オラオラと容赦ようしゃなく叩き込まれる攻撃に鈍い呻うめき声を上げる狐人ルナールの少女。低級モンスターの蹴りとはいえ痛いものは痛い。

　しかもそこから引き寄せられてきたのか、他の『ゴブリン』もぞろぞろと加わり、盛大に袋叩きにされる。「あうあう!?」と頭を押さえる春姫ハルヒメが惨みじめなお饅頭まんじゅうに成り果てていると──矢のように飛ぶ影が乱入した。

「せーいっ！」

『ゴブドゥハ!?』

　バックパックを背負ったリリである。

　勢いよく踏みきり、渾身こんしんの飛び蹴りを放ったのだ。

　体の小さい小人族パルゥムとはいえ──Ｌｖ．２の飛び蹴りである。

『ゴブリン』達はなす術なく、凄すさまじい悲鳴を上げながら凄まじい勢いで、通路の彼方へまとめて吹っ飛んでいった。

「何をやってるのですか、春姫ハルヒメ様！　『ゴブリン』程度の相手に！」

「す、すいません、リリ様……すごい一撃でございますね」

「当然です！　リリはなにせＬｖ．２ですからね！　──Ｌｖ．２ですからね!!」

　モンスター達を文字通り蹴散らしたリリはすこぶる自慢げだった。何故なぜか同じ言葉を二回も言った。

　腰に両手を当てて小さな胸を張るリリに、すっかりボロボロになった春姫ハルヒメは苦笑交じりに立ち上がる。

　装いが薄汚れても美しい金の長髪や、完璧かんぺきな所作が身に付いた女らしい体からは優美さが消えることはない。が、当の本人はその美貌を曇らせ、肩を落としながら溜息ためいきを一つ。

　落ち込むそんな彼女とは真逆に上機嫌なリリは、「自分リリがいるから気にすることはありません！」とテシテシと尻尾を叩いた。

「さぁ春姫ハルヒメ様、次の相手です！　ちゃんと戦えるようになるまで、リリがお付き合いしますよー！」

「あ、ありがとうございます！　嬉うれしゅうございます！」

　意気揚々としたサポーターに促されるまま、戦闘素人の『妖術師』の少女は、通路の奥から現れるモンスターへ向かっていった。

「気合が入ってるな……」

「一応、【ランクアップ】して初めての探索だし……僕もＬｖ．２になった時はワクワクしたから、気持ちはわかるよ」

　それを少し離れた場所から見守るのはヴェルフとベルである。

　Ｌｖ．２となり、サポーター時代に散々『お世話』になったモンスター達へ『お礼参り』をしているリリに、ベルは苦笑を浮かべた。

「あれはワクワクじゃないだろ。調子に乗りたいだけだ」

「ヴェ、ヴェルフぅ……」

　対して呆あきれ交じりに辛辣しんらつな意見を口にするヴェルフに、苦笑を深める。

　ダンジョン３階層。

　派閥の等級ランク、Ｄを誇る【ヘスティア・ファミリア】には全くＬｖ．が釣り合っていない『上層』にいる理由は、ひとえに春姫ハルヒメの『訓練』のためだった。

【ファミリア】の探索基準より低い階層で、能力ステイタスの低い団員の【経験値エクセリア】を稼ぐ。

　いわゆる『経験値稼ぎレベリング』と呼ばれる行為だった。

【ヘスティア・ファミリア】の中ではＬｖ．１の構成員を対象にしており、リリも昇格ランクアップするまでここに加わっていた。

　着手し始めたのは、ちょうど春姫ハルヒメが入団した後から。

【ファミリア】の本探索に支障がない範囲で積極的に取り入れられている。

　安全は無論確保しており、この階層レベルのモンスターからは致命傷をもらわないよう、ヴェルフ謹製の防具をしっかり身に纏まとっている。『異常事態イレギュラー』などで春姫ハルヒメ達が危機に陥おちいっても、すぐ助けられるようＬｖ．の高いベル達が同行者として見守るのが常だ。

　今回はどうしてもと言うので春姫ハルヒメのお守りはリリに任せているが……本人は本人で過去敵かなわなかったモンスターを蹴散らすのにえらく上機嫌だった。能力ステイタスが激上する【ランクアップ】の全能感は、戸惑いこそあれ興奮をもたらすものだとベル達もわかってはいるが。

　ちなみに、ベルの左腕はほぼ完治している。

　後日予定してある『中層』の探索もこれならば臨めるだろう。

　今日は腕の調子を見がてら、『上層』の探索をともにしていた。

「しかし、あれだな。一向に戦えるようにならない」

「は、春姫ハルヒメさんは……性格的に争いごとが不向きというか、その……」

「とは言ってもな。あの杖の振り方、見ただけで腰が抜けるかと思ったぞ……」

　両腕を組むヴェルフに、ベルが何故か弁明する。

　時間を見つけては行われている『経験値稼ぎレベリング』だが、こと春姫ハルヒメに限っては『戦闘の立ち回り』を学ばせるといった側面の方が強い。『技と駆け引き』には至らない、自衛の方法と言うのが相応ふさわしいか。

『中層』以降の階層を探索する際、足を引っ張らないよう戦い方を学びたい。

　他ならない春姫ハルヒメが望んだことだ。

　結果は見ての通り、中々に芳しくないが。

「手に馴染なじむ得物がわかれば、まだ協力してやれるんだがな……。剣もダメ、槍やりもダメ、薙刀なぎなたや弓矢も使えない、戦鎚せんついや大剣は当然無理。杖も今、不発に終わって……あとは何があった？」

　指を折りながら鍛冶師スミスとして意見を口にするヴェルフに、ベルも頭を悩ませてしまう。

「言っとくけど、ありゃあ本当に筋がないよ。割り切って詠唱の訓練をさせた方がいい、と私は思うけどね」

　そこで、黒い長髪に瑞々みずみずしい褐色の肌、極上の肢体を持つ悍婦かんぷが告げる。

　アマゾネスのアイシャだ。

　たまたま都合のいい時間が重なって、『経験値稼ぎレベリング』の様子を見に来たのである。

　といっても、彼女は春姫ハルヒメの訓練の際には大体足を運びにくるのだが。

「ア、アイシャさん……でも、春姫ハルヒメさん本人が頑張りたいって言ってますし……」

「他のヤツが諦あきらめさせてやるのも優しさだと思うけどね。まぁ、それが方針だっていうなら止めはしないよ。今はあんた達の【ファミリア】だ。けど少なくとも私達イシュタル・ファミリアは匙さじを投げたよ、あれに関しては」

「『並行詠唱』とまでは言わないが、『階位昇華レベル・ブースト』を確実に唱えるためにも、『戦場の機微』ってやつは知っておいても損はないだろ？」

　ベルとアイシャの会話の後に、ヴェルフも意見を告げる。

　口では前途多難と言いつつ、彼自身も春姫ハルヒメに『戦い』を教えることは肯定的で、『みんなとともに戦いたい』と思っているベルは、それを聞けて嬉しく思った。

「一応言っておくけど……『階位昇華レベル・ブースト』を付与されたヤツが得る【経験値エクセリア】は、普段頂戴する【経験値エクセリア】の半分以下になるよ」

「「えっ」」

「当たり前だろう。言わば『とっておきの反則ズル』をして強くなってるんだから。その状態で格上の相手をのしたって、得られる評価なんてタカが知れてるさ」

　春姫ハルヒメの『妖術』に言及するアイシャに、ベルとヴェルフが停止する。

【イシュタル・ファミリア】のもとで数えきれないほど『階位昇華レベル・ブースト』を使用し、検証し、更に春姫ハルヒメと何度も連携していたアイシャは【ウチデノコヅチ】の効果や短所デメリットも知りつくしていた。

『魔法』の制約で春姫ハルヒメ自身に『階位昇華レベル・ブースト』はかけられないので、彼女の成長を妨げることはないが……苦しい時ポンポンと使っていたベルとヴェルフは「知らなかった……」と衝撃を受けた。

　その様子に、アイシャは悪戯いたずら好きな猫のように目を細める。

「で、やっぱり、あのヘッポコ狐きつねも【ランクアップ】できたのかい？」

「あ、はい。神様もＬｖ．２になれるって」

　そう。

　春姫ハルヒメもまた【ランクアップ】が可能となっていた。

　25階層で繰り広げられた階層主アンフィス・バエナとの死闘。

　その中で炎に囲まれながら断行した決死の詠唱を含め、限界まで詠うたい続けた行為が『偉業』と評価されたのだ。

「アイシャさんに脅され……いや言われた通り【ランクアップ】はしてませんけど……」

「それでいい。今のアレに【ランクアップ】なんて早過ぎる」

　そして、春姫ハルヒメは依然Ｌｖ．１のままでもあった。

　他ならないアイシャが【ヘスティア・ファミリア】に以前から進言していたのだ。『春姫ハルヒメの昇格ランクアップはしばらく待て』と。

「あのヘッポコ狐が今の状態でＬｖ．２になっても仕方ないだろう。ズッコケた拍子に頭突きでモンスターどもを倒すつもりかい？」

　と前に言われ、ヘスティアやベル達も「確かに……」と妙に納得してしまったのだ。

「【ランクアップ】させるなら、『戦い方』はさておき、『妖術師』としての身の振り方を学ばせてからだ。じゃなきゃ、赤ん坊に大砲を扱わせるようなものさ。危なっかしくて見ていられないよ」

　それがアイシャの持論だった。

　側で見守り続けていた彼女の意見もあって、春姫ハルヒメの【ステイタス】はいわゆる『待機状態』にしてある。主神ヘスティアがその気になればいつでも【ランクアップ】可能の状態というわけだ。

　ちなみに、春姫ハルヒメ本人には【ランクアップ】可能の旨は伝えていない。

　ついでにリリにも。

「春姫ハルヒメ君には余計な重圧プレッシャーはかけたくないし、サポーター君は念願の昇格ランクアップをして我が世の春を満喫してるし、水を差すのもあれだから今は話さないでおこう」

　というヘスティアの配慮である。

　更に幼女の女神は「今回の『遠征』でボクのところは三人……いやいや二人。ミアハのところは二人。他の神々れんちゅうが知ったら『まるで【ランクアップ】のバーゲンセールだな！』とか何とか言いそう……」とも言っていた。

　閑話休題。

「詠うたうことに関しては、まぁ、認めてやるが……私やチビスケの指示なしで動けるようにならないと話にならない。いわゆる『肝っ玉』を据わらせないとね」

　視線の先で、春姫ハルヒメはリリの指示を聞きながらモンスターを相手取っている。

　攻撃する際に瞼まぶたを閉じるという問題外の癖くせがあって、全く掠かすりもしない。

　リリの怒りとモンスターの反撃に板挟みにあって、目をぐるぐると回す始末だ。

　そんな光景を眺めながら、アイシャは肩を竦すくめながら笑った。

「ま、いつのことになるか、わからないけどね」
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　──それはきっと近いうちに来ることだろう。

　アイシャ達の会話を隣で聞いていた命ミコトは、そう思った。

（直接の戦闘は確かに、まだまだ……）

　しかし、彼女ならすぐに自衛の術すべくらい身に付けるだろう。

　今の春姫ハルヒメならば。

　ベル達が苦笑するのを他所よそに、命ミコトは信じていた。

「春姫ハルヒメ殿……頑張ってください」

　唇からこぼれ落ちた呟つぶやきが果たして伝わったのか。

　春姫ハルヒメは『コボルト』の攻撃をすれすれのところで往いなし、真横に振り抜いた杖の一閃いっせんで相手を昏倒こんとうさせた。

　その動きは命ミコトの、いや武神タケミカヅチが授さずける武術の動作に似ていた。

　珍しくアイシャが目を丸くし、ベルとヴェルフも驚く。

　動きを止めていたリリは、咳せき払いをした後、拍手をする。

　感極まって胸を押さえる狐人ルナールの少女は破顔し、主神ヘスティアに教わった二本指ピースサインを恥ずかしそうに行った。

　命ミコトは一人、微笑ほほえむ。

　そうだ。

　だって彼女はもう、ただの『お姫様』ではない。

　最初に出会った時のか弱い少女は、もういないのである。

　命ミコトだけは知っていた。

　このオラリオで再会した少女がどれだけ変わり、少年ベルにも負けないくらい、どれだけ『成長』しているのかを。

















「は、春姫ハルヒメともうしあげます……よろしく、おねがいいたします」

　深窓の姫君とは彼女のことを言うのだろう。

　まだ幼かった命ミコトは、その少女を前にそう思った。

　命ミコト達が迷宮都市へ向かう十年も前のこと。

　場所は極東。

　タケミカヅチや他ほかの神々を中心にして、身寄りのない子供達を育てる社やしろへ、その狐人ルナールの少女はお忍びで訪れていた。

　肌は汚れを知らない雪のようにきめ細かく、金の長髪は太陽の光を織り込んだかのように鮮やか。翠みどりの瞳ひとみは対の宝石のようだ。相貌はまるで神に愛されたように整っており、将来は絶世の美姫になることを約束されていた。そんな中で、頭からちょこんと生える狐きつねの耳と腰のあたりから伸びる狐の尾がひたすらに愛くるしい。

　命ミコトが狐人ルナールの少女、春姫ハルヒメを見るのはこれが初めてではない。

　山の麓ふもとに建つ屋敷の中で寂さびしそうにしているのを見ていたし、こっそり連れ出して遊んだりもした。

　けれどあらためてこうして相対してみて、自分達とは住む世界が違うのだと、そう実感させられた。

「ああ、よろしくな、春姫ハルヒメ！　お前のおかげで厳しい冬を凌しのげた！　ぜひ礼を言わせてくれ！」

　明るく口を開くのはタケミカヅチだ。

　この日はタケミカヅチ達、社の者と引き合わせるために春姫ハルヒメを連れてきていた。

　高貴な身分で、なに不自由なく暮らしていた春姫ハルヒメは、困窮している社の存在を知るなり役人の父にかけ合って食料を分けるよう懇願したのだ。命ミコト達が心優しい彼女を知る切っかけでもあったが、とにかく、少女への感謝を告げるためにこの場を設けたのである。

　自己紹介をした幼い春姫ハルヒメに、神々から歓迎の拍手が起こる。

　しかし、社の子供達の反応は鈍かった。

　冷遇、という意味ではない。

　誰も彼も狐人ルナールの少女に見惚みほれていたのだ。

　それほど春姫ハルヒメの美しさは本物だった。高貴な身分ということもあって、滲にじみ出る気品やいじらしさもあったのかもしれない。少なくとも寂れた社という小さな世界の中で、春姫ハルヒメは可憐かれんな一輪の花だった。

　女児達もそうだったが、惚ほうけたように見つめる男児の反応は顕著だ。

　同世代の子供の注目を集めるのに慣れていないのか、春姫ハルヒメは頰ほおを赤らめてうつむく。

　もじもじとするその姿は一層いじらしさを引き立てて、社の神々の中でも顔を和ませ「萌え……」と呟つぶやく者もいた。

　その神物じんぶつは、満面の笑えみを浮かべる女神に無一瞥ノールックの肘鉄を食らっていたが。

「は、春姫ハルヒメちゃん、やっぱりかわいいね……」

「そうですね、まるで絵巻えまきのなかからあらわれた、物語のじゅーにんのようです」

　相槌あいづちを打つ命ミコトの隣で千草チグサも目を奪われていたが、彼女は彼女で意中の相手である桜花オウカが気になって仕方がない様子だった。ちらちらと不安そうに少年の方を窺うかがっている。

　ちなみに、当の本人は「春姫ハルヒメ、どうした。かおが赤いぞ、風邪かぜか？」と通常運転だった。

　この頃ころから既に、桜花オウカはタケミカヅチと並んで女心に疎うとかった。

「春姫ハルヒメちゃん、ごはん、ありがとう！」

「一緒に遊ぼう！」

「お、おれも！」

　たちまち春姫ハルヒメは子供達に取り囲まれた。

　慌あわてふためく彼女を、異性も同性も取り合う。

　そんな中で命ミコトは、すぐにその輪に加わろうとせず「じー」と春姫ハルヒメの顔を見つめていた。

　首を傾かしげ、とある神のもとへと移動する。

「ツクヨミさま、ツクヨミさま」

「ん、なんだい？　命ミコト？」

　当時、なにかと頼りにしていた女神の腰の辺りを、ぽむぽむ、と叩たたく。

　碧あおい髪を結い上げている彼女に、命ミコトは尋ねた。

「どうして春姫ハルヒメどのは、さきほどから元気がないのでしょうか？　お尻しりのしっぽもしょぼん、とたれています」

　そうなのだ。

　春姫ハルヒメはおどおどしっ放しだ。

　それだけならばまだ良かったのだが、どうも社の子供達と顔を合わせづらそうにしている。

「そうだね、自分だけが恵まれていることに罪悪感があるのかもしれない」

「ざいあくかん？」

「ほら、僕達の社はこんなにボロっちいだろう？　身なりだってそうだ。決してこれは春姫ハルヒメのせいではないけど、自分だけが贅沢ぜいたくをしているという事実に、居心地を悪く感じているんじゃないかな」

　命ミコト達は布を継ぎはぎした服で、女神の服も決して神が纏まとうような衣ではない。

　対して春姫ハルヒメは『お召し物』と呼べる絢爛けんらんな着物だった。

　自分がここにいてもいいのかと不安に思っているような、そんな表情を確かに春姫ハルヒメは浮かべていた。

「なんとっ。それでは、春姫ハルヒメどのをここに連れてきたのは……ご迷惑だったのでしょうか？」

　がーんっ！　と当時の命ミコトは衝撃を受けた。

　良かれと思って社に連れてきたが、それは春姫ハルヒメにとって苦痛だった？

　不安そうに尋ねる命ミコトに対し、女神は手を伸ばした。

「あれはあの娘この優しささ。同時に『弱さ』でもある。だから──命ミコト達が包んで、守ってあげなさい」

　頭の上に乗せられた手が、濡ぬれ羽色の髪を優しく撫なでる。

　当時、その言葉を十全に理解できなかった命ミコトに、女神はニヤリと口端を上げた。

「負い目なんて忘れちゃうくらい、彼女を振り回してこい──ということさ」

　その時の彼女の顔は、タケミカヅチのものとよく似ていた。

　あくどい笑みで『──お前等、あの娘こを連れ出してこい』と春姫ハルヒメを屋敷から連れ去る際に告げた時の顔と。

　命ミコトはぱっと顔を輝かせた。

「ひとまず、下心がありそうな男の子達から彼女を守ってあげるのが、今の命ミコトの仕事かな」

「こころえましたー！」

　しゅばっ！　と忍者のように消える動きで子供達の輪へ突撃する。

　舞い上がって春姫ハルヒメに近付こうとする男児達にお見舞いする、拙つたない武神の技。

　うわー、なにをするー、やめろー、また命ミコトがー、と散る悲鳴。

　止める時機じきを逸し、参った顔や苦笑を浮かべる桜花オウカと千草チグサ。

　そして先程まで恐縮そうにしていた春姫ハルヒメが、面白おもしろいように投げられていく子供達の光景に、きょとんと瞬きを繰り返す。

「ごあんしんを、春姫ハルヒメどの！　この社は、あなたが思っているような場所ではございません！」

　背に庇かばっていた春姫ハルヒメに振り返り、命ミコトはその小さな手を取った。

「たしかにびんぼーな場所ではありますが、春姫ハルヒメどのの御殿にもないものが、たくさんっ、たくさんあるのです！　どうかぜひ、くつろいでいってください！」

　その命ミコトの言葉に、タケミカヅチ達たち神々は目を丸くした。

　そしてその後、声を上げて笑い出した。

　なるほど、道理だ、と。

　あまり考えずに口走った己おのれの言葉が大受けしている理由がわからず、顔を左右に振る命ミコトは戸惑っていたが──くすり、と。

　目の前にいる少女が、花のように笑った。

「ありがとう、命ミコトちゃん」

　その笑顔に、命ミコトは見る見るうちに相好を崩した。

　当時、春姫ハルヒメが笑う時が、命ミコトの一番嬉うれしい瞬間だった。

　屋敷で一人、寂しそうに空を見上げる少女の顔を喜びで彩いろどるために、命ミコトはタケミカヅチに『神の恩恵ファルナ』を授さずかったのだから。

　その日から、命ミコト達の手で屋敷から連れ出される春姫ハルヒメは、社に足しげく通うようになった。

　子供達と気ままに遊んでは転んだり、社の仕事を手伝おうとしては失敗ばかりして、よく半べそをかいていた。

　純粋無垢むくで、世間知らず。けれど心優しい御人おひと。

　命ミコトの少女への印象はそれだった。

　──春姫ハルヒメ殿は自分が守らなければ！

　敬愛と、世話を焼く幼馴染おさななじみのような気持ち。

　交ざり合うそんな二つの思いを日に日に強くする命ミコトは、まさに君主に仕える武士、あるいは忍のような境地で、心に決めたのだった。

　彼女とともに歩み、彼女を見守り続けようと。
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「は、春姫ハルヒメは──メイドをいたします！」

　その発言に、命ミコトは目を丸くした。

　十年前に守らなければと決意した高貴な御方が、メイド服を身に纏って覚悟を表明したからだ。

【イシュタル・ファミリア】との抗争を終えた後、春姫ハルヒメが【ヘスティア・ファミリア】に入団したばかりの頃である。

　これから春姫ハルヒメと失った時間を取り戻すことができる、そう喜んでいた矢先のことだった。

「は、春姫ハルヒメ殿、ご無理なさらずとも……。家政婦かせいふの類たぐいは皆さんで分担すれば……」

「いいえ、命ミコト様。お屋敷にいた時も、イシュタル様のもとにいた際も、私わたくしは他の皆様に世話をして頂いてばかりでした……」

　いえ後者は普通にコキ使われていたような気も、と汗を滲ませつつ、春姫ハルヒメはその翠みどりの双眸そうぼうに強い意志を滲ませていた。

　戦争遊戯ウォーゲームによって【ヘスティア・ファミリア】の本拠ホームが巨大となり、屋敷管理のためにも家政婦メイドを募集するかリリ達が検討していた時機タイミング。それに飛びつくように手を上げたのが、春姫ハルヒメだったのだ。

「これを機に『独り立ち』しなくてはなりません。私を救ってくださったベル様や命ミコト様、みなさんのお役に立ちたいのです！」

　そこまで言われては、命ミコトも止めることはできなかった。

　しかし感慨深いものがあったのも事実だった。役人の娘として、蝶ちょうよ花よと育てられ、何一つ選択することを許されなかったあの春姫ハルヒメが、自分の意思で物事に取り組もうとしている。

【タケミカヅチ・ファミリア】より早くオラリオに来て、娼婦しょうふを強制された。命ミコトでは想像が及ばないほど辛つらいことも沢山あった筈はずだ。しかしそれを乗り越え、彼女は幼少の頃から変わろうとしている。

　いや──変わろうと決意したのだろう。

　一人の少年の手に救われて。

「……わかりました。ならば自分も春姫ハルヒメ殿を応援します！」

　命ミコトの言葉に、春姫ハルヒメは嬉しそうに笑った。

　極東では舞踏や生け花など習っていた春姫ハルヒメである。手先は器用な方で、意外にもメイドの仕事はすぐに慣れるかもしれない。

　命ミコトは当初、そう思っていた。

「──こんっ!?」

「あーっ!?　また春姫ハルヒメ様がお皿を割りましたー！」

　が。

　そんな楽観的予測は木こっ端ぱ微塵みじんに砕かれた。

　春姫ハルヒメの織りなす失敗の音が、本拠ホームから途絶える日はなかった。


「ああっ……！」と嘆く命ミコトの目から見ても、春姫ハルヒメは空回りしていた。



　とにかく緊張してしまうのだ。皿を運ぶ時も、茶を汲くむ時も、掃除をする時だって、お役に立とうと力むあまり、割って溢こぼして桶おけを引っくり返す。

　比喩ではなくリリに厨房から蹴けり飛ばされ、モフモフの尻尾しっぽと肉付きのいい臀部でんぶを涙目でさするその無残な姿に、思わず命ミコトが目を逸そらしてしまった数は両手の指では足りない。

　まさに『深窓の姫君』から『おっちょこちょいの家政婦メイド』に職種変更ジョブチェンジしていた。正直ダメな方向に進化しているが、時計の針はもう戻せない。

　他にも春姫ハルヒメの失敗談には枚挙に暇いとまがなく、

「思った以上に何もできないな、お前……」

「申し訳ありません、クロッゾ様……」

「家名で呼ぶな、ヴェルフでいいって言っただろ。……何か取り柄みたいのはないのか？」


「と、取り柄でございますか……。でしたら、あの遊郭ばしょで散々教え込まれた房中術ことが…………ヴェ、ヴェルフ様が望むなら、夜のご奉仕をっ……！」



「「ぶっっ!?」」

　などと【ファミリア】のご意見番のヴェルフにも飛び火する始末だった。

　真まっ赤かになった命ミコトも一緒になって噴き出していると、春姫ハルヒメの暴走は止まらず、

「で、ですがっ、春姫ハルヒメの我儘わがままを聞いて頂けるなら、どうか先にベル様との『一夜の夢』を過ごさせて頂けないでしょうか!?　どうか、どうか後生でございます……！」

「やめろォ!?　俺おれをクソッタレな悪代官に仕立てあげるんじゃねえ!!」

「最低ですヴェルフ様!!　春姫ハルヒメ様にいやらしいことをさせようなんて！　リリは聞きましたよーッ!!」

「ふざけろッッッ!!　俺はヘファイストス様一筋だァ!!」

「処女神ボクの【ファミリア】でなんちゅー話をしてるんだ君達はー!?」

　などと、耳ざとく聞きつけたリリとヘスティアも加わって二次災害が巻き起こった。

　ヴェルフがあんなに吠ほえたのも命ミコトは割と初めて聞いたほどだった。

　春姫ハルヒメが自分のことを『もう生娘きむすめではない』と思い込んでいることにほぼ原因があったが、命ミコトは恥ずかしくて教えられなかった。というか何だったらベルに伝えてほしかった。しかし少年もまたヘタレであった。

　そんなこんなで、度々天然キラーパスをかます春姫ハルヒメの存在そのものが『猥談わいだん』とされ、


「禁止だー!!　春姫ハルヒメ君はベル君に近付くの禁止ィーーーッ!!」



「はえっ!?　ど、どうしてございますか!?」

「「自分の胸に聞けぇえええええええええええええええええええええええええ!!」」

　とヘスティアとリリの極大の雷が落ちた。少年ベルのいないところで。

　ヘスティアが気が気ではなくなって春姫ハルヒメから目が離せなくなったのも、この頃からである。

　リリが【極東のエロメイド】なる二つ名を付けようとするのを土下座で全力回避するなど、命ミコトも陰で苦労人が板につく中、【ファミリア】で似たような役回りポジションのヴェルフに労われる機会が増えた。【ヘスティア・ファミリア】の中で最も友情が深まってしまったのは桜花オウカの悪友である彼かもしれない。

（これでは流石さすがに、春姫ハルヒメ殿の心も折れるのでは……）

　などど危惧していた命ミコトだったが──。

　意外にも、春姫ハルヒメは挫くじけなかった。

　嘆いて落ち込むことは多々あれど、西へ東へ奔走し、家政婦メイドの仕事を不器用に、一つずつ、克服していった。

　それは命ミコトが見たことのない春姫ハルヒメの『強さ』だった。

　果たしてその『強さ』は娼婦時代に身に付けたものなのか──はたまた彼女を救った少年が『切っかけ』となったのか。

　とはいえ、目が離せないのは変わりない。

　命ミコトは危なっかしい春姫ハルヒメに幾度となく助太刀しようと思った。

　だが、その度に踏みとどまった。

　自分で言うのもなんだが、命ミコトの家事技能スキルは高い。社で千草チグサとともに切り盛りしていただけあって、料理だけにとどまらず、掃除や洗濯も何でもござれである。命ミコトが食事当番の時は諸手を上げてヘスティア達に喜ばれるほどだ。

　そんな自分が上からものを語っても、あるいは仕事を奪ってしまっても、春姫ハルヒメのためにはならないのではないかと生真面目きまじめな命ミコトは思ってしまったのである。

（どうすれば春姫ハルヒメ殿の力に……はっ！）

　そこで、ぴーん、と。

　命ミコトは妙案を思い至り、『援軍』を呼ぶことにした。

「ベル殿、どうか春姫ハルヒメ殿にメイドとは何たるかご教授して頂けませんか!?」

「はえっ!?」

「いや、あの、命ミコトさん……僕はメイドさんについて詳しくは……」

　命ミコトの懇願に春姫ハルヒメが動揺し、ベルは汗を流す。

　とにもかくにも、ベルは命ミコトの頼みを快諾かいだくしてくれた。

　いや──命ミコトが望まなくとも、少年は春姫ハルヒメを手伝ってくれていただろう。

　それは【ファミリア】の団長として、という思いも勿論もちろんあったのだろうが、少年の場合は根っからのお人好しという理由が一番強い。祖父との田舎いなか暮らしの経験をもとに、教えられる範囲で親身に春姫ハルヒメの力になってくれた。

　春姫ハルヒメも恥ずかしそうに、けれど嬉しそうにはにかんでベルと一緒に作業をこなした──たまにリリやヘスティアの乱入もあったが──。

　色恋沙汰ざたに疎いという自覚がある命ミコトの目から見ても、春姫ハルヒメの想おもい人はベルだ。

　思慕を抱く人物とともに作業をするというのは存外に効果がある。

　変なところを見せまいと意識し、格好いい、あるいは美しいところを見せようと心がけてしまうものだ。タケミカヅチとともにいた命ミコトの経験談である。

　緊張し過ぎて逆に失敗するという罠わなも一応は存在するが。

「……それに自分はもう、春姫ハルヒメ殿の『英雄』ではありませんし」

【イシュタル・ファミリア】相手に行われた奪還作戦の折、ベルはあれほどの立ち回りを見せ、春姫ハルヒメを助けてみせた男子おのこだ。

　彼こそが春姫ハルヒメにとっての『英雄』だ。

　彼女を支えるのは彼しかいない。

　命ミコトは【ヘスティア・ファミリア】で暮らしながら、その思いを強くしていた。

　切ないという気持ちは勿論あった。

　幼少の頃の春姫ハルヒメの【英雄】は桜花オウカ達、そして命ミコトだった。

　ベルに春姫ハルヒメを盗とられたとは絶対に思わない。しかし自分がもっと強ければ彼女の『英雄』に足り得たのだろうか、そう考えることがないと言えば噓うそになってしまう。

　一年後、命ミコトが【タケミカヅチ・ファミリア】に戻る際、春姫ハルヒメはベル達のもとにきっと残る。

　そんな予感があった。

　けれど、

「命ミコトちゃんも一緒にやろう？」

「……はい、春姫ハルヒメ殿！」

　普段の言葉遣いを忘れ、子供の頃に戻ったように春姫ハルヒメは笑いかけてくる。

　彼女にとって命ミコトは無二の友であり、同時に自分を助けてくれた『英雄』でもある。

　春姫ハルヒメがそう思っていることが次第にわかり、命ミコトの胸を恥ずかしくも喜びで満たした。

　遊郭という檻おりに囚われていた心優しい少女は、今も心優しい彼女のまま。

　それが命ミコトには、嬉しかった。
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　それから、更に一ヵ月後。

　春姫ハルヒメはまた変わった。

　何というか、まず『母性力』が上がった。あの慈愛の幼女神ヘスティアでさえ「うおっ、まぶしっ」と腕で顔を覆うことがあった。

　メイドとしての手際も良くなった。依然として失敗はするし、落ち込むこともあるが、顔を上げて前を向くことが多くなった。

　時折切なそうな眼差まなざしで空を見上げては、涙の代わりに笑みを浮かべていた。

　全て、ウィーネと出会った後のことだ。

『異端児ゼノス』達との、竜の少女との別れを経て、どんなことも精力的に取り組むようになっていた。

　顕著なのはダンジョン探索への下準備。とにかく、同じサポーターであるリリと綿密に打ち合わせを交わすようになった。『魔石』の管理や地図マップの読み方、回復薬ポーションや解毒薬を始めとした道具アイテムの種別とその暗記。リリの部屋を訪れては青や赤の溶液が詰まった瓶ボトルを手に、何度も見比べていたところを命ミコトは見たことがある。

「いいですか、春姫ハルヒメ様。本来、サポーターの役目は『冒険者の戦場を整える』ことが第一に挙げられます。戦いやすい環境作り、という意味です。ただ『魔石』と『ドロップアイテム』を拾うことだけがサポーターの務めではありません」

「はい！」

「数は少ないですが、サポーターを『最後の後衛』と呼ぶ冒険者様もいらっしゃいます。装備の受け渡し、道具アイテムの分配……探索を行う冒険者への負荷ストレスをなくすことを常に頭の片隅に置いておいてください」

　リリも認めてきたのだろう。自分の知識と考えを春姫ハルヒメに丁寧に教えていた。

【ヘスティア・ファミリア】初の『遠征』前、指揮官の勉強に時間リソースを割かなくてはならなくなった彼女は、任せられるものは遠慮なく春姫ハルヒメに押しつけた。春姫ハルヒメへの信頼の証だった。

『遠征』が終わった後も子分のように連れ回す辺り、自分に何かあった際、後釜あとがまになってもらおうと考えているのかもしれない。

　小さいリリの後を春姫ハルヒメがちょろちょろと離れず付いていく姿が、仲の良い栗鼠りすと狐を彷彿ほうふつさせ、笑ってしまうこともあった。

　それ以外にも、『遠征』のために『妖術』の訓練をアイシャとしていたのも知っている。カーテンを閉ざした書庫が何度も黄金の光に照らされ、時には魔力暴発イグニス・ファトゥスらしき爆音が鳴り響いていた。その度にヘスティアが肩を跳はねさせるほどで、『新魔法』の制御と運用は過酷を極めていることが察せられた。溜息ためいきをつくアイシャと一緒に、服を焼き焦こがして咳せき込みながら書庫から出てくる春姫ハルヒメの姿に、何度泡を食ったかわからない。

「武術を教わりたい？」

「はい」

『魔法』の特訓に本腰を入れながらも、体捌さばきの教えも乞うていた。

　命ミコトと千草チグサ、桜花オウカの特訓のために『竈火かまどの館』へ通うタケミカヅチに、命ミコト達の邪魔にならない時機タイミングを選んで、こっそり。

『遠征』までの少ない期間の中で、僅わずかな時間を捻出ねんしゅつしてまで。

「アイシャさんには期待していないと言われてしまいましたが……ずっと考えて、悩んで……私わたくし自ら『できっこない』と諦あきらめるのは違うと、そう思ったのです」

「……」

「私わたしも……強くなりたい」

　月夜の下、中庭に面した回廊で春姫ハルヒメがタケミカヅチと二人きりでそう話しているのを、命ミコトは聞いた。

「……わかった。教えてやろう」

　少女の『強くなりたい』という言葉に、武の神は笑って快諾した。

　翌日から、『妖術』の訓練で精神力マインドを消耗しきったヘロヘロの春姫ハルヒメが、命ミコト達の休息中に稽古へ参加するようになった。

「まずお前と命ミコト達では土台が違う。それを理解しろ」

「はい、タケミカヅチ様」

「付け焼き刃ではどうにもならん……だから、己を守る術すべだけを叩き込む」

「己を守る術？」

「そうだ。聞けば、春姫ハルヒメには頑丈な『防具』があるらしいな。それを活用することを覚えろ。反応ではなく反射の域で敵の攻撃に対応できるようにする」

　タケミカヅチが短い期間に叩き込んだのは、言わば『駆け引き』。

「何も華やかな『技』だけが武術じゃない。『機転』を磨け。咄嗟とっさの行動は致命傷を防ぎ、お前の命を救うだろう」

「わかりました！」

　事実、その教えが彼女を助けた。

『魔法』のみに専念させようとしたアイシャの思惑を越えて、彼女の行動が自分の命を、ひいてはパーティの危機を救ったのだ。他ならない『階層主』との戦いの中で。

　自発的に何かに取り組む。

　自分で考えて行動する。

　その上で、教示を仰ぐ。

　これはとても単純で、とても大切なことだ。一皮剝むけたベルがそうであるように、たったそれだけのことが自分を高める一歩にも十歩にもなる。言われるだけのことをする、教えられたことだけに徹する、その領域では得られない価値が生まれるのだ。

　春姫ハルヒメも今、その境地にいる。

　純粋無垢で、世間知らずで、心優しいだけだった御人おひとが。

　御簾みすの奥に控えていた姫は、玉簾ぎょくれんを上げて、知らない世界を自らの足で歩く『旅人』に変わったのだ。

「春姫ハルヒメ殿……何があられたのですか？」

　彼女に何があったのか察していながら、命ミコトはふと尋ねたことがあった。

　晴れ渡る空の下、思い出を見つめるように中庭を眺めていた少女の横顔に向かって。

「約束を、しました」

　春姫ハルヒメは、そう言って小指を上げた。

「また会おうと……また暮らそうと。だから、そのためにも……頑張っています」

　誰かと『指切り』をした小指を愛おしそうに胸に抱く。

　顔を綻ほころばせた少女の顔は、美しかった。

　初めて見た時の彼女と同じように、けれどずっと強く。

　命ミコトも眩まぶしいものを見るように、微笑ほほえんだ。




　変わっていくのだ。

　弱かった少女も、一度は絶望に塗り潰つぶされていた娼婦も。

　数々の出会いを経て。

　自分がこの人を守る必要はなくなった。

　命ミコトはそう思えてしまった。

　だから。

　これからは、誰かを救ってあげる彼女を、支えてあげられるように──。
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　誰もが寝静まっている夜半。

　その日、ベルは飛び起きた。

「──っ!!」

　僅かな壁の軋きしみを察知し、毛布をはね除け、ありもしないナイフを腰から引き抜こうとしながら。

　蒼あおい夜の光が窓から差し込んでいる。自分を害するものなど存在しない。

　何も起こることのない静寂を認識した後、止めていた息を震えるように吐き出す。

　その体は酷ひどく汗をかいていた。

　腕をだらりと下げた後、寝台ベッドに腰かけ、口もとを手で覆う。

　熟睡することが、できない。

　五分のみの仮眠しか許されなかった『深層』の決死行と比べれば遥はるかにマシだが、確かな負荷ストレスがベルの体にのしかかっていた。その身はＬｖ．４の上級冒険者、睡眠を多少削り取られようが日常生活に支障はなく、誰にも気取られてはいないが、悪夢にうなされるような後味の悪さが起床した際にいつもへばりついている。

　実際、悪夢なのかもしれない。

『破壊者ジャガーノート』の殺戮さつりくの音、冒険者達の悲鳴、恐ろしい37階層の怪物達の叫喚きょうかん。

　それが眠りの底から響いてくる。それがベルを苦しませる。

　夢が見せる深層ダンジョンの『闇やみ』にそのまま引きずり込まれて、目が覚めなくなるのではないか。

　そんな一抹の恐怖が少年にはあった。

「……大丈夫。大丈夫だから……」

　これは一過性のもの。

　我慢していれば、すぐに『地上の空気』に慣れて解放される。

　その確信があったから、誰にも相談しなかったし、頼らなかった。

　薬は時間以外にないとわかっていたからこそ、迷惑をかけたくなかった。

　あれだけ強くなりたいと思っていたくせに、怖い夢を見て祖父に泣きついていた幼い自分を今になって羨うらやましく思うなんて──そんなことを考えて重い溜息をついていると、

「……？」

　コンコン、と控えめなノックの音が響いた。

　少し驚いて寝台ベッドから腰を上げようとすると、その前に扉が開き、中をうかがっていた翠の瞳が部屋の中に入ってくる。

　美しい金の毛並みが、蒼然そうぜんとした夜の光によく映えた。

「春姫ハルヒメさん……？」

「はい、私わたくしでございます」

　しずしずと歩み寄り、目の前で立ち止まった狐人ルナールの少女は、あたかも安心させるように微笑んだ。

　ベルが口を開くより先に、春姫ハルヒメは手にしていたそれを胸の位置に持ち上げる。

「ベル様、本をお聞きになりませんか？　……優しい英雄様達の物語を」

　古びた装丁の、一冊の英雄譚たん。

　ベルは瞬きを繰り返した。

「読む、じゃなくて……聞く？」

「はい。私わたくしは今、とても物語を詠みあげたい気分なのです」

　そう言って、体を支えながら、ベルを寝台ベッドの上に優しく寝かしつける。

　健気けなげな遊女のように、あるいは姉のように。

　そこまでされてベルは春姫ハルヒメの真意に気付いた。

　夜な夜な眠れない自分のために、『寝物語』をしてくれるのだと。

　こうして側にいてくれるのだと。

　ベルは、唇をほのかに曲げていた。

「……千夜一夜物語みたいです」

「ふふ、そうでございますね。私わたくしは一度、王を一途に慕う亡国の姫になってみたかったのかもしれません」

　仰向あおむけになったベルの視線の先。

　窓から差し込む月の光を背に、少女は唇を綻ばせた。

「どうか、春姫ハルヒメの我儘を聞いてくださいませんか、旦那様？」

　ベルは目を細めた。

　喜んで、と呟いて、ありがとうございます、と囁ささやいた。

　自分の手をそっと握ってくれる細い指は、温かった。

　今日はちゃんと眠れる。怖い夢にうなされることはない。

　鈴のように美しい声が紡つむぎ始める英雄達の物語と、次第に重たくなっていく瞼まぶたを感じながら、少年はそう思った。
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「……」

　部屋の中から、かすかに聞こえてくる物語を紡ぐ声。

　扉に寄りかかった背で優しい『子守唄』を聞く命ミコトもまた、微笑んでいた。

　同室の春姫ハルヒメが静かに起き、ベルの部屋へ訪れるのをこっそり追って来たのだ。

　彼女の『優しさ』に気付いて。


「むぁ～……あれぇ、そこにいるのは命ミコト君かぁい？」



「ヘスティア様、どうなされたのですか？」


「ベル君が怖がってるような気がしてだねぇ～……様子を見るついでに、一緒に寝ようと思ってだねぇぇ～……」



「ベル殿の部屋はあちらですよ。さぁ、一緒に参りましょう」

「むぁ～？　そうだったかぁ～い？」

　マイ枕まくらを片手に寝惚ねぼけ眼まなこをこするヘスティアを、そっと彼女の神室しんしつへ誘導する。

　寝間着姿で寝惚けている幼女の神は「むあむあ」と言いながら大人しく従った。

　主神の背を押しながら、こっそり舌を出して、心の中で謝る。

　武士のように忠義をつくし、忍のように影から──。

　これからも、そんな風に春姫ハルヒメを支えてあげられたらいい。

　女神を送り届けながら、命ミコトはそんなことを思うのだった。

















「頼む……あいつを殺してくれ」




　立ちつくす僕に、名前も知らないヒューマンの冒険者は震える声で、そう言った。

　傷だらけの彼の腕の中には、獣人の女性がいる。

　一目でわかる致命傷をその体に刻まれ、血まみれになりながら、二度と開かない瞼まぶたを閉じた冒険者が。

「あのモンスターをっ、殺してくれ……！」

　薄暗く、冷たい空気が漂う地下迷宮。

　ダンジョンの20階層。

　満身創痍そういの仲間パーティとともに涙を流す冒険者が睨にらみ付ける先、闇やみの奥には、こちらへと近付いてくる凶暴な眼光が浮かび上がっていた。

　経緯は簡単だった。

　きっとダンジョンではよくある、ありふれた話だった。

　探索中だった上級冒険者達を襲った大型級のモンスター。下部の棲息階層より上ってきた一つの異常事態イレギュラーにより、彼等は蹂躙じゅうりんされ、なす術なく敗走したのだ。

　そこに僕達が通りかかり、逃走に手を貸したものの……治療は間に合わなかった。

　重傷を負っていた獣人の女性は、何の別れの言葉も残せず、仲間の前で息を引き取ったのである。

「見当違いなことを言ってるのは、わかってる。俺おれ達はこういうものを選んだんだ。だけど、だけどっ……」

　冒険者を生業なりわいとしている以上、危険は覚悟してのこと。

　もっと安全な仕事は他ほかにもあった筈はずだ。

　だが彼等は、そして息を引き取った彼女も、冒険者を選んだ。

　富と名誉を求めてか、欲望を満たすためか、あるいは『未知』に魅了されてか。

　理由は様々あるにせよ、そこに付随する危険性リスクを承知の上で自らこの職業を選択した。

　だから、モンスターを恨むのはお門違い。取り返しのつかない怪我けがを負おうが、仲間を殺されようが、怪物を憎むのは的外れを通り越して、滑稽こっけいだ。

　男性の冒険者は言外にそう語りながらも、冷たくなった仲間の亡骸なきがらを抱え、ぽたぽたといくつもの涙を流した。

「頼む、ベル・クラネル……仇かたきをうってくれ……！」

　みっともない私怨しえんだと言いながら、嗚咽おえつ交じりの声で懇願してくる。

　左腕が完治し、【ヘスティア・ファミリア】のみんなでダンジョン探索を再開した矢先のことだった。

　何てことのない冒険者の死。

　何の事件にも関わっていない、劇的ですらない、ダンジョンの日常。

　きっとこれまでもどこかに横たわっていて、気付かないだけだった残酷な現実。

　同業者が息絶える瞬間に茫然ぼうぜん自失としていた僕は、この人の流す大粒の涙を見て……頭も体も白くなっていくのがわかった。

　動揺と雑念が消え、ただ一つの透明な意志が手足にこもる。

　凶暴な咆哮ほうこうを上げ、今も近付いてくる怪物を、倒そうと。

「ベル……」

「ベル様……」

　ヴェルフとリリの声を肩で聞きながら。

「ベル殿……」

「ベル様……」

　命ミコトさんと春姫ハルヒメさんの悲しみを背中で聞きながら。

　僕は《神様のナイフ》を握り、雄叫おたけびを上げるモンスターへと、駆け出した。
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　オラリオは人の死で溢あふれている。




　気が遠くなるような過去から今日こんにちに到るまで。

　その中には、享受していた平和に突如とつじょ訪れた理不尽な死から、『英雄』と呼ばれる者の悲壮な最期、同情の余地もない因果応報のものなど多々ある。ただ確かなのは、その多くが怪物達との闘争の間で生まれたということだ。

　もはや星の数ほどの人の死が、この地にはうずたかく積もっている。

　オラリオとはそういう場所だ。

　皮肉にも『世界の中心』とまで呼ばれるほど繁栄したこの迷宮都市で、時代を経て形こそ変えながらも、人とモンスターは殺し合いを続けている。

　人の死が生み出される場所。

　今も昔も本質の意味では変わっていない、下界の最後の砦とりで。

　外界と迷宮を隔てる古来の要塞。

　剣けんを執とった人類の悲願の象徴。

　オラリオとは、『始まりの地』なのだ。

　ただ。

　見方をひと度翻ひるがえせば、モンスターもまた被害者と言える。時代が時代だ、今や人類の私利私欲のために怪物達は虐殺され、『魔石』や体の一部を剝奪はくだつされ金へと換えられる。繁栄の代価として屠ほふるのだ。その側面は否定できない。

　下界の住人は決してそのようなことは認めないだろうが、あるいは超越存在デウスデアたる神々ならば、そういった視点や意見を兼ね備えている筈だ。

　恐らく、そう考えること自体、不毛なのであろう。

　遥はるか昔日せきじつ、『大穴』よりモンスターが溢れ出て、下界を蹂躙した時から全て決まってしまったのだ。奪う存在と奪われる存在、奪い返す存在と奪い返される存在。人と怪物の対立が、今の構図が決定的なまでに。人と怪物が互いを忌いみ嫌い、殺し合うのは避けられない定めなのだ。

　だが──全てがモンスターの『地上進出』に端を発しているというのなら。

　人類の憎しみと怒りは、やはりダンジョンというあの『大穴』と、怪物どもに向けられて然しかるべきではないか。

　アイズ・ヴァレンシュタインは、そう思ってしまう。

　──仇かたきを討ってくれ。

　──あの子を守って。

　──どうか人類の悲願を。

　暗い闇の中、たった一人しかいないアイズのもとに聞こえてくるのは、慟哭どうこくと怨嗟えんさの声だ。

　まるで知らない者の声から聞き覚えのある者の声、数多あまたの願いが耳朶じだにかじりつく。暗闇の奥からは無数の腕が伸び、お願い、お願い、と未練に呻うめいている。

　これは過ぎ去った者達の声だ。

　そして未来に待ち受けている人々の切願でもある。

　幼い少女アイズは己おのれの小さな手の平を見下ろし、ゆっくりと頷うなずいた。

　これまでも多くの者がそうしてきたように、目の前に突き立つ一振りの剣つるぎを引き抜き、武器を執とる。

　己の覚悟を示すように。

　そこで、夢は終わった。

「……ん」

　ゆっくりと瞼を開ける。

　ぼやけた視界に映る見慣れた天井てんじょう。

　殺風景な室内はここが自室であることを告げている。

　昼下がりに武器の手入れをした後、どうやら部屋で寝てしまったようだ。寝具ベッドから上半身を起こしながら、側に立てかけてある愛剣と手拭てぬぐいを認めて、アイズは霞かすみがかかっている記憶を思い返す。

　部屋は小暗こぐらい。

　時計を確認すれば夕刻が過ぎようとしていた。

　開け放たれている窓の先では日は消え、東の空から宵闇よいやみが迫りつつある。

「……」

　アイズの脳裏に思い浮かぶのは先程まで見ていた夢だ。

　夢の中の自分アイズは、ありのままを受け入れていた。

　強要されるわけでもなく、重圧に苦しむわけでもなく、使命感に突き動かされるわけでもなく、そうすることしか知らないように。

　アイズは無言で立てかけてあった剣を鞘さやに収め、立ち上がり、カーテンが揺れる窓を閉めようとした。

「……？」

　窓辺に立ったアイズは、そこでいつもと都市の景色が違うことに気が付いた。

　たとえ夜であろうが、数え切れない魔石灯の輝きによって氾濫はんらんする光の渦が存在しない。

　街全体が薄暗いのだ。

　何より、やかましいくらいの人々の喧騒けんそうが聞こえてこない。

　窓の光景を一頻ひとしきり見渡したアイズは、そっか、と呟つぶやく。

「今日は、『挽歌祭エレジア』……」

　だからあんな夢を見たのかもしれない。

　広大な街並みに宿る、いくつもの炎の揺らめきを眺めながら、アイズはそう思った。
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　地の底から轟とどろき渡るような、そんな耳を聾ろうする音が辺りに響いていく。

『大穴』に流れ込む風の流れによって、地下に続く迷宮は時折こうして冒険者達の耳を揺るがすことがある。それはまるで巨大な生物の遠吠とおぼえのようですらあった。

　ダンジョンという名の、巨大な怪物。

　眼下にぽっかりと空いた大迷宮の顎あぎとを見下ろし、髪を揺らされながら、僕は魔石灯が照らす長い段差を上る。

　白亜の巨塔『バベル』に続くダンジョンとの連絡路、螺旋らせんを描く大階段。

　僕達は地上へと戻ってきた。

　獰猛どうもうな咆哮を放ち、鋭い爪つめを振りかざす、強暴なモンスターを葬って。

　仇討ちをした、という実感はなかった。

　このモンスターを野放しにしたら大変なことになるとか、犠牲者が更に増えるだとか、そんな使命感じみたものも持ち合わせていなかった。

　ただ、仲間を失って流れ落ちた涙を見て……これ以上の悲しみや、苦しみを止めたかっただけなのかもしれない。

「ありがとう……ベル・クラネル」

　モンスターを倒した後、男性の冒険者は涙の跡を残しながら、そう言った。

　僕は、何も答えられなかった。




「もう、夜……」

　ダンジョンと直接繫つながる地下を後にし、摩天楼施設バベルの地上一階に出た僕は、常時じょうじ開放されている門の外を見て呟いた。

　巨塔を囲む中央広場セントラルパークには夜の帷とばりが下りている。

　僕とリリ、ヴェルフ、命ミコトさんと春姫ハルヒメさんは被害に遭ったパーティと行動をともにし、冷たくなった亡骸を迷宮から地上へと運び出していた。襲いかかってくるモンスターと戦って、彼女を守りながら。

　相手の冒険者パーティの所属は【デリング・ファミリア】。

　仇討ちを依頼したリーダーの男性冒険者はエドガーさんと言った。

　亡くなった獣人の冒険者は、シーリアさん。

　エドガーさん達はシーリアさんの亡骸を床に下ろした後、しばらく動かなかった。

　人気ひとけが全くない階フロアで、僅わずかな同業者達が見慣れているかのようにこちらを遠巻きに眺めてくる。複数の視線には嘲笑ちょうしょうと哀れみ、あるいは冷めた達観が含まれていた。

　エドガーさん達の側で立ちつくしていた僕の背中を、リリとヴェルフが押す。

　もう自分達にできることは何もないと。

　顔色の悪い春姫ハルヒメさんも、彼女を支える命ミコトさんも、そっと頷いてくる。

　四人に促され、足を地面から引き剝はがし、僕は『バベル』の外へと出た。

「……？　中央広場セントラルパークが……」

　門を出たところで、中央広場セントラルパークの様子が普段と異なることに気付く。

　都市中央の広大な大区画には様々な飾り付けがされていた。

　そこかしこに建てられた木の柱に、添えられる花々。

　白や青の花に彩いろどられたそれに不思議と華やかさはない。

　最も気になったのが、街灯を始めとした魔石灯が全て沈黙し、代わりに小さな蠟燭ろうそくの光が灯ともされていることだ。

　中央広場セントラルパークの外をざっと眺めても、街中から魔石灯の光が消えていることがわかる。

「そういえば、今日が『挽歌祭エレジア』だったか」

「『中層』の宿場街リヴィラに滞在していて、すっかり忘れていましたね」

　広場を歩みながら疑問を隠せない僕の横で、ヴェルフとリリが思い出したようにそんなことを言った。

「『挽歌祭エレジア』……？」

　それは『豊穣ほうじょうの女主人』でもヴェルフの口から聞いた単語だった。

　思わずおうむ返しをすると、リリがこちらに振り向く。

「ご存知ないのですか？　……いいえ、そうでしたね。いくら上級冒険者になったとはいえ、ベル様はまだオラリオに来て一年も経たっていないんですものね」

　リリが眉尻まゆじりを下げた笑みを見せる。

　その笑みは、どこか寂さびしくも見えた。

　リリの隣にいるヴェルフが、静かに説明をする。

「挽歌祭エレジアっていうのは、まぁ、簡単に言えば死んだ『英雄』を哀悼あいとうする祭りだ」

「『英雄』を、哀悼……？」

「はい、ベル殿。『古代』の時代、『穴』から溢れてくるモンスターを食い止め、犠牲になったオラリオの英雄達に敬意を表して……」

「あとは、そんな英雄様の偉業を称たたえる、感謝祭でもあります」

　そのまま命ミコトさんと春姫ハルヒメさんが言葉を継いだ。

　やがて彼女達の言葉を証明するように、冒険者以外のオラリオの住民、一般人が中央広場セントラルパークに集まってくる。

　数えきれない人々の波に、圧倒されることはなかった。

　誰もが一様に口を閉ざし、影のような静寂を纏まとっていたから。

　花束はなたばを抱える少年少女の姿を見て、春姫ハルヒメさんが切なそうに瞳ひとみを細める。

　老若男女、多くのヒューマンと亜人デミ・ヒューマンは清潔な白の衣装に身を包み、蠟燭台を携えていた。

「これは知っていると思いますが……オラリオにはギルド本部の前庭や『第一墓地』を始め、英雄達の記念碑モニュメントが建てられています。刻限になると人々は中央広場セントラルパークから出発し、各慰霊碑を回っていくのです」

「そして最後にここに戻って、挽歌うたを歌う。最初に言った通り、哀悼と感謝を捧げてな」

　この挽歌祭エレジアは──英雄達の挽歌ばんかは、朝日が昇るまで続くのだと言う。

　更にその間、オラリオは魔石灯を用いず、蠟燭の火だけを灯すのだそうだ。英雄達がいた『古代』の夜を再現するように、繁華街も、歓楽街も、工業区も、酒場も民家も、都市中がほのかな火の光だけで一夜を過ごすのだと。

『ギルド』主導で進めているらしく、制服姿の職員の姿を広場の中で度々見かける。その中には、エイナさんやミィシャさんの姿もあった。

　頭上に広がる蒼あおい星空に、小さな灯火ともしびに満たされる街。

　毎日の賑にぎわいが噓うそのように都市の雰囲気は粛然としていた。

　いつもおふざけになられている神様達の笑い声も、今日ばかりは聞こえてこない。

　オラリオにいる誰もが、英雄達へ畏敬いけいの念を示すかのように。

「また、現代の冒険者……ダンジョンで亡くなった多くの人達を弔とむらう祭事でもあります」

　静かに呟かれたリリの言葉に、僕は、胸の奥が揺れる音を聞いた。

　現代の冒険者。

『古代』の英雄。

　その両者に対して一年に一度、挽歌を送るオラリオの祭事。

　冒険者達の死を悼いたみ、英雄達に感謝を捧げる……。

　広場を歩いていた僕は、気付けば歩みを止め、後ろを振り返っていた。

　まだ塔の中でシーリアさんの亡骸を囲んでいるだろうエドガーさん達に、思いを馳はせて。

　都市中に宿る多くの蠟燭の火は彼女の手向けになるのだろうか。

　この弔いの光は、彼等の喪失感を埋めてくれるのだろうか。

　今は、それだけが気になった。
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　アイズは外に出ていた。

　ホームから見渡す灯火の夜景を前に──いつもと変わった夢を見たせいか──部屋でじっとしていることができなくなったのだ。

　流石さすがに普段の冒険者の格好は避け、純白のワンピースを纏い、長い金髪を頭の後ろで結う。

　弔いの灯あかりに誘われるように、アイズは誰にも何も言わず、一人で街を歩いた。

（今年も、沢山の人がいる……）

　挽歌祭エレジアは始まっていた。

　中央広場セントラルパークから出発した人々は都市の中に散らばる記念碑モニュメントを目指し、大通りを列となって移動していく。ある者はギルド本部の前庭に、ある者は第一墓地に、ある者は都市の外れに。それぞれが想おもう顔も知らぬ『古代』の英雄か、あるいは死に別れた冒険者達のもとへ。

　挽歌祭エレジアでは、多くの一般人が面識のあった冒険者達に花を捧げる。

　家族、恋人、元同僚。ダンジョンで散っていった冒険者達の関係者は数多い。両手に花束を持つヒューマンの少女は目尻に涙を溜ため、あるエルフの女性は悲しみを乗り越えた顔で列に参加している。

　混乱を来たさぬようギルド職員達が通りの方々ほうぼうで見守っている中、隅っこで人の流れに逆らうように歩いていたアイズは、目を伏せた。

　揺れる蠟燭の光を見て、胸の内に去来するのは別れを告げた多くの者達の顔だ。

　親しかった者、優しくしてくれた者、大切な人。

　中には【ロキ・ファミリア】の仲間の顔もあった。

　アイズは派閥の先達も、そして後輩も、過酷な迷宮探索の中で失っている。

　蘇よみがえるのは数々の死に際の光景と、耳に残る最期の言葉だ。仲間がいなくなっていく悲しみが心の隅で疼痛とうつうとなって現れる。

　誰かを失うのであれば、ダンジョンになど向かわなければいい。

『未知』の虜とりこになって『冒険』を冒す真似まねを止めればいい。

　何も知らない者は冒険者達を指差してそう言うだろう。

　だがアイズには──いや第一級冒険者には、戦うことを止められない理由がある。

　それは無論、個々の野望や願望もあってのことだが、何よりアイズ達には世界全土から課せられた『使命』があるのだ。

「あーっ、【剣姫けんき】だ！」

　蠟燭の灯りに横顔を照らされながら、思考に沈んでいる時だった。

　人の波とすれ違っていくアイズに、驚いたような声が投げかけられたのは。

「剣けんをもってないけど、ほんものだ！」

「ほんとうにエルフよりきれーい、女神様みたい！」

「【剣姫】はいま、何してるの!?」

　列の外で年相応にはしゃぎ回っていた子供達が、こちらに駆け寄ってきた。

　名だたる第一級冒険者に瞳を輝かせる無邪気な子供達に、アイズはうろたえてしまう。

「ダメだよ、様さまをつけなきゃ！　第一級冒険者様はすごく偉いんだよ！」

　そこで、輪の中にいたハーフエルフの少女が子供達に注意を飛ばす。

　友人達を一頻り言い含めた彼女はアイズに向き直り、花束を抱きながら口を開いた。

「ねぇ剣姫けんき様、お母さんに聞いたの！　世界の彼方かなたにはとっても強くて、怖い『竜』がいるんだって！」

　ぴくり、と。

　アイズの手が揺れた。

　口を噤つぐむ彼女を見つめながら、どこか怯おびえるようにハーフエルフの少女は続ける。

「今日のお祭りは、その『竜』から守ってもらえるように、英雄様達にお祈りを捧げるんだって！　みんなが怖がっている『竜』に、冒険者様達が勝てるように！」

「……」

　今や他の子供達も固唾かたずを呑のむ中、少女は瞳を揺らしながら言い放った。

「剣姫けんき様、悪い竜りゅうをやっつけて！」

「……うん」

　少女の切望に、アイズは頷いた。

「絶対に、倒すよ」

　そして、決意を秘めた儚はかなげな笑みを返す。

　アイズの返答を聞いて、子供達は笑みを咲かせる。

　顔を見合わせて喜ぶ彼女達は「頑張って！」と言って通りの列へと戻っていった。

　手を振って去っていく姿を見送った後、アイズは自らも歩みを再開させる。こちらの存在に気づき始めた群衆から逃れるように、人気ひとけのない方角へ向かった。

　辿たどり着いた先は無人の高台だった。

　先程の子供達との会話を反芻はんすうしながら、アイズは星に埋めつくされる夜空を仰ぐ。

　──世界の彼方、とても強く、恐ろしい『竜』。

　それは残された『三大冒険者依頼クエスト』の最後の一つ。

　下界全土の悲願──『黒竜こくりゅう』の討伐。

　このオラリオの地から飛び去った、生ける終末とまで呼ばれる古いにしえの竜を討ち果たす。

　それがアイズ達に課せられた使命だ。

　都市の頂点に立つ【ファミリア】に望まれる役割だ。

　アイズ達は戦い続けなければならない。

　強くならなければならない。

　たとえ、仲間の屍しかばねが積み重なったとしても。

　世界最強の冒険者が集う迷宮都市には──彼かの厄災を生んだこのオラリオの地には、竜の王を討たなければならない責務と、資格がある。

　夜風に当たるアイズは己の髪を押さえ、街の灯火を眺望した。

　時間が過ぎ、空に浮かぶ月の位置が移ろっていく中、やがて中央広場セントラルパークから歌が流れてくる。

　祭事を締めくくる挽歌が始まったのだ。

　都市中央に集まる溢れんばかりの群衆、折り重なる人々の歌声。

　種族の垣根を越え、紡がれる様々な感情がオラリオの夜空に昇っていく。

　少女が語ったように、この挽歌祭エレジアで人々は哀悼と感謝を謳うたうと同時に、祈りを捧げる。

　その祈りが意味することを、アイズは、第一級冒険者達は知っている。




　世界は『英雄』を欲している。




　都市中に散らばる多くの冒険者達が、それぞれの場所で、その歌を聞いた。

　長邸の一室で小人族パルゥムの勇者が、ハイエルフの王女が、ドワーフの老兵が。

　建物の屋根の上で狼人ウェアウルフの青年が、アマゾネスの姉妹が。

　白亜の巨塔の最上階で、猪人ボアズの武人が。

　次世代の『英雄』を待ち望む、悲願の歌を聞いた。

「……」

　犠牲者はこれからも絶えないだろう。

『英雄』を誕生させるため、多くの命が礎いしずえとなる筈だ。

　下界全土の悲願が叶かなう、その時まで。

　そして、きっと、恐らく、何かを隠している神々の神意しんいが成就するまで。

　ダンジョンの最奥部を攻略する、その時まで。

　視界に広がるこの弔いの灯火は、決して消えない。

「……あの子達の目を見るのが、辛つらかった」

　今も流れるこの挽歌を聞くのが、辛い。

　アイズには悲願がある。

　人類と異なる『願望』がある。

　取り返さなくてはならないものがある。

　約束されたその時、アイズは必ず『私怨』で戦うだろう。

　ちょうどダンジョンでモンスターに仲間を殺された、冒険者のように。

　人々が望む崇高な『英雄』などではなく、己の願望に縛られた滑稽な操あやつり人形として。

「私は……」

　アイズの喉のどは、ひとりでに震えていた。

　美しい挽歌に苦しめられ、その歌声から逃れるように。

　少女アイズは自ら剣を執とったのではない。

　少女アイズは、剣を執とることしかできなかったのだ。

　今日見みた夢の続きが、荘厳な歌の音色が、アイズの胸をかき乱す。

　やがて吐き出すように、その言葉を口にした。

「……誰の英雄にも、なれない」




「……」

「ベル様？」

　ベルは足を止め、歌が響く夜空を見上げる。

「……神様達も、歌ってる」

　聞こえてくるのは死者を悼む哀歌であり、英雄に感謝を捧げる讃美歌であり、新たな『英雄』を切望する祈りの歌でもあった。そしてその中に、神々の声音が交ざっていることにベルは気が付いた。

　月夜の下で晩酌ばんしゃくをする酒好きの女神が、気まぐれな銀髪の美神が、暑苦しい涙を流す象面の男神が、窓辺に立つ鍛冶神が、市壁の上にたたずむ優男の神が、そして少年達の帰りを待つ幼い女神が。

　多くの神々が、子供達の挽歌を口ずさんでいた。

　ベルは唐突に、幼い頃ころに聞いた祖父の言葉を思い出した。

『迷宮都市オラリオには何でもある』

『上手うまく立ち回れば、富も名声も手に入れることができるだろう』

『だが、足を踏み入れた者は否応いやおうなく時代のうねりに巻き込まれていく』

『あそこはそういう場所だ』

『だからこそ……英雄にもなれる』

　冒険者達の、英雄達の生と死。

　繰り返される冒険譚たんと、新たに紡がれる英雄譚。

　──迷宮都市オラリオ。

　英雄達が散っていった『始まりの地』。

　そして多くの命と引き換えに、一握りの英雄が生まれる『約束の地』。

　物語は受け継がれていく。

　望むと望まざるとにかかわらず。

　ベルはこの時、祖父の言葉の真意に、ようやく触れたような気がした。

「英雄に、なりたい……」

　子供の頃から秘めていた願望を、ベルはささめくように夜気に溶かす。

「でも……何だか、悲しい」

　そして、終わることのない挽歌が胸にもたらす感情を、口にしていた。




　花を手向けに行こう。今日あったことを忘れないように。

　少年は静かに呟いた。

　今年も花を手向けよう。自分を見失ってしまわないように。

　少女は静かに呟いた。




　少年と少女は同じ歌を聞き、同じ空を見上げ、異なる想いに沈んだ。





[image: ]






　東の空が光に包まれている。

　朝日が昇るまで響いていた歌声は消えていた。挽歌祭エレジアが終わったのだ。

　時刻は早朝。

　日の光を浴びながら、僕は都市の南東部に存在する『第一墓地』に足を運んでいた。

　亡くなった冒険者……シーリアさんに花を手向けるために。

　ここに来る前に【デリング・ファミリア】を訪ねると、エドガーさんが彼女の亡骸は既に埋葬したと教えてくれた。

　憔悴しょうすいの面影を残しながら、ありがとう、と再び感謝の言葉を添えて。

　教えてもらった墓地の一角。

　まだ何も刻まれていない墓碑が立つ僅かな空間が、【デリング・ファミリア】が買い取り、シーリアさんのために用意したお墓だった。

『冒険者墓地』とも呼ばれるこの広大な共同墓地には、似たような墓標が数え切れないほど並んでいる。足もとの石畳も墓碑も含め、通常の墓は全て白い石材で作られていて、下界の住人が勝手に想像する天界──『天国』なんてものを連想させた。

「……」

　空気が澄んでいた。

　肌寒いくらいに。

　リリが教えてくれた老夫婦の花屋で買った花束を、墓標の前に置き、目を閉じる。

　冥福を祈る作法なんてものはわからないけれど、同業者の一人として哀悼の意を表した。

　全てが終わった後。

　ゆっくりと目を開ける。

「ここに来るのも、二回目……」

　辺りを見回し、呟く。

　足は自ずと墓地の奥へと向かっていた。

　見えてくるのは巨大な記念碑モニュメント。

　一度目は、オラリオに来たばかりの始まりの日だった。

　二度目は、半年経った今。

　記憶の通りに立っている英雄達の墓の前で、僕は足を止める。

（……僕は、あの頃と、どう変わったんだろう）

　漆黒の記念碑モニュメントの前で、過去と今を比べる。

　沢山の経験を積んだ。

　モンスターと渡り合えるほど強くなった。

　多くの『死』にも触れた。

　それでも、いくら考えたところで明確な答えは出なかった。

　数々の英雄達の名が刻まれた墓標も、何も答えてはくれない。

　ただ今は、胸に過る切なさだけが全てのような気がした。

　昨晩の『挽歌祭エレジア』で多くの人々がここに訪れたことを証明するように、花畑と見紛まがう小輪が朝日に照らされている。

「──？」

　まだ何も知らなかった当時の記憶を振り返り、記念碑モニュメントを見上げ続けていると。

　無人の墓地に、誰かが来たのを感じ取った。

（あれは……）

　背後を振り返り、驚きを覚える。

　冒険者達の墓標の間を通り抜け、近付いてくるのは、金髪金眼の少女だった。

「アイズさん……」

　こちらに気付き、アイズさんも瞳の中に驚きを宿していた。

　白い日差しが僕達の間に降りそそぐ。

　理由は、わからない。

　ただ、その時。

　眩まばゆい朝日の先で、あの人が泣いている……何故なぜか、そんな風に見えた。

「ベル……」

　普段の感情の薄い表情で、アイズさんは呟く。

　僕の幻覚を打ち払うように、彼女はこちらに歩んできた。

「君も、誰かのお墓に？」

「は、はい……」

「そう……」

　僕の前まで来たアイズさんは、一つの墓標の前に花束を置いた。

　そのまま目を伏せる。

　たった二人、言葉も交わさず静寂な時間に身を委ゆだねていると、彼女は顔を上げた。

「それじゃあ……」

　言葉少なにそれだけを告げ、僕の横を通り過ぎる。

　会いたかった筈なのに、呼び止めることはできなかった。

　呼び止められない何かが、僕達の間にあった。

「……」

　立ち去っていく後ろ姿を見ていた僕は、意識を引っ張られるように、正面に向き直った。

　アイズさんが花を捧げた墓標の前へと移動する。

　幼き日の愛読書バイブルだった『迷宮神聖譚ダンジョン・オラトリア』も語る、『古代』の英雄達の墓。

　このオラリオの地で己の身を賭とし、『大穴』からのモンスターの侵攻を食い止め、多くの人々の命を救った偉大な英傑達が眠る場所。

（挽歌祭エレジアのつもりで……？　アイズさんも、英雄達に花を……？）

　その記念碑モニュメントの前にも沢山の花が置かれていた。

　同時に燃えつきた多くの蠟燭も。

　アイズさんが花を置いたのは、記念碑モニュメントの中でも最も大きな石碑。

　そこに刻まれている一人の英雄の名を読み上げる。

「英雄、アルバート……？」

『迷宮神聖譚ダンジョン・オラトリア』だけでなく、多くのお伽噺とぎばなしで語り継がれる大英雄。

　あの人が祈りを捧げた漆黒の墓標のもとでは、添えられたばかりの白い花束が風に揺れていて──。

　その時だった。

　前触れはなかった。

　何かが転がっていたわけでもない。

　ただ、英雄の名を読み上げた僕の脳裏に、凄すさまじい閃光せんこうが走り抜けた。

　蘇る祖父の声が、そしてとある詩の一文が、雷霆らいていのごとき光を見舞う。

（大英雄アルバート……本によってはアルベルト、オイゼビウス、剣つるぎの覇者……様々な名前で呼ばれていて……いや違うっ、それじゃなくて、確か──）

　頭が、何かを思い出そうとしている。

　記憶が、何かをもたらそうとしている。

　そうだ。

　僕が読んだ英雄譚に書かれていた一文は。

　祖父からもらった、あの『迷宮神聖譚ダンジョン・オラトリア』に記されていた称号は。

　彼かの大英雄の二つ名は──




「『傭兵王ヴァルトシュテイン』」




　どくんっ、と。

　その名を口にした直後、心臓がわなないた。

『迷宮神聖譚ダンジョン・オラトリア』の最終章に登場する、最強の英雄。

　彼が率いた者達、『古代』で言う傭兵とは探索者──現代の冒険者と同義だ。

　つまり、その名前が意味するところは、『冒険者の王』。


（ヴァルトシュテイン…………ヴァレンシュタイン？）



　両の瞳が震えたのが、はっきりとわかった。

　英雄の名前を借りて子供に授さずけることは、現代でも多々ある。

　偉大な英傑達にあやかろうとする事例は決して珍しくない。

　だけど、これは、本当に……偶然？

　現代で最強の冒険者の一角に立つあの人が、最強の英雄の名を冠することは。

【剣姫】アイズ・ヴァレンシュタインが、傭兵王の墓標に花を手向けたことは。

「……」

　僕はゆっくりと、後ろを振り返った。

　視線の奥で揺れる金の長髪が、遠ざかっていく。

　言葉を失う僕を置き去りにして、憧憬しょうけいの後ろ姿は朝日の奥に霞み、消えていった。



















あとがき







　最初に言っておくと、決してハーレムを書きたかったのではないのです。

　日常編を書きたかったのです。

　でも女性キャラが多くて主人公とのイチャコラも必然的に増え、やむえずだったのです。

　そんな第十五巻になります。




　まず、本巻のナンバリングの章は2015年本編アニメBlu-ray特典短編小説に加筆調整を加えたものになります。七章のみ書き下ろしです。溜まりに溜まった経験値をまとめて更新して成長するこのタイミングで収録させて頂きました。

　ちなみに当初、というかつい最近まで、小人族パルゥムのサポーターは昇格ランクアップさせるつもりは微塵もありませんでした。彼女は才能のない代表というか、世界観という名の設定の前にあがき続けるキャラクターのつもりだったのですが、「リリは昇格ランクアップさせないとダメだるぉ～！」と某編集長から重圧プレッシャーもとい助言が。えー、と思いつつも自分自身十四巻までの物語を読み返してみて、これで昇格ランクアップしないと逆におかしい、というかコレでしないなら他の冒険者はどれだけの修羅場しゅらばをくぐればいいんだ、と確かに思ってしまいました（それを言うと外伝七巻でド修羅場を乗り越えたドワーフも昇格ランクアップしないとおかしいのですが、話の展開で止やむえず……本当にすまない老兵ジェイガン）。

　というわけで、おめでとうございます、サポーターさん。

　創作活動のライブ感といいますか、用意していた予定プロットを粉砕してくる登場人物達にドキドキハラハラしつつ、物語の醍醐味だいごみというものを味わっているのかなとも思いました。




　今回のテーマの話になりますが、強引に名前を持たせるなら成長した現在と未熟だった過去の『対比』ということになるのでしょうか。

　何だか気付いたら、やたらと強くなっている主人公達も『始まりの時』はこんな風だったんだ、ということを知ってもらいたかったのかもしれません。真面目まじめに言うとちょっと恥はずかしい言葉になりますが、そういった『成長の軌跡』に触れられるのは個人的にすごい好みです。

「ライトノベルは一冊の中でキャラがどれだけ成長するかが一つの面白さの指標」なんてことを先輩作家さん達にも教えてもらいました。この第十五巻ではシリーズを通して、というスケールにはなってしまいますが、主人公達がどんな出会いをしてどれくらい叫さけんできたのか、ほんの少しだけでも思い出して頂けると、とても嬉しいです。

　そう考えるとエピローグのみ異端さが際立きわだちますが、最強ヒロインの過去はもうしばらく待って頂ければと思います。この巻に収録するか本当に迷った『英雄挽歌』というタイトルですが、世界観の掘り下げと併あわせ、どうしてもここで出しておきたかったので加えさせて頂きました。冒険者とは、迷宮都市とは、英雄とは、と自分自身も色々考えてしまったお気に入りのエピソードです。

　最近あとがきが長くなってしまい申し訳ありません。謝辞に移らせて頂きます。

　担当の松本様と北村編集長、そしてＧＡ文庫編集部の皆様、今回もお世話になりました。いつもいつもカンヅメで入り浸ってしまい誠に申し訳ありません。イラストのヤスダスズヒト先生、今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。膨大な章扉に全て絵を描いて頂いて本当にすいません……。ここまで絵をつけてもらう作品もそうそうないのでは、と震え上がっています。関係者の方々にも深く御礼を申し上げます。

　そして読者の皆様、本編も十五冊目に突入とかなりの巻数になってまいりましたが、いつも読んでくださって誠にありがとうございます。まだまだ終わりそうにない物語ではありますが、これからも手に取って頂けたら幸いです。

　このまま第四部は続きますが、次巻は恐らく酒場の街娘のお話になると思います。

　ついに来てしまったかと今から戦々恐々せんせんきょうきょうとしていますが、何とか乗り越えていけたらと願っています。とりあえずラヴコメは回避したいです。ダメですか。そうですか。それじゃあ血と一緒に吐き出すための砂糖を大量に摂取しておこうと思います。ぐぬぬ。




　ここまで目を通して頂いてありがとうございました。

　それでは失礼します。


大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり ふじの）

　予告通り日常編になります。日常編と言いつつ『過去との対比』でもあると個人的に思っております。最初の頃の主人公達の姿、そして今の姿、そんなものを比べてみても面白いかもしれません。

　楽しんで頂ければ幸いです。




イラスト

ヤスダスズヒト

　三重県生まれ。主な作品に『夜桜四重奏〜ヨザクラカルテット〜（講談社刊）』、『デュラララ!!（電撃文庫刊）』挿画、など他多数。

公式サイト

http://www.suzuhito.com/








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp

[image: ]




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「大森藤ノ先生」係

「ヤスダスズヒト先生」係




https://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫
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